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新教育時代、幕開け

改革事例から導く！
「学校教育デザイン」を描く道標

青森県立青森高校
　主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング

古典　石川県立松任高校　米林舞子

数学　鹿児島県立鹿屋高校　中山育郎
　
指導変革の軌跡

東京都立富士高校・附属中学校
岐阜県立中津高校

先生方とともに
高校生の今と未来をつなぐ

2 0 1 8
V o l u m e 1
高 校 版
〈ビュー21〉

まっとう

かの や

しるべ

2
0

1
8

  V
o

lu
m

e
1

ビ
ュ
ー
21

　●
　高
校
版

　

4
月
号

Q
8-
55
5-
00
0

20
18
年
度
　
V
IE
W
21
高
校
版
４
月
号
　
表
紙

表
1-
4
Ｃ
Ｍ
Ｙ
Ｋ
新 組
03
/2
2

藤
原
念 校
04
/0
6

川
井

-
-/
- -

-
-/
- -

-
-/
- -

https://berd.benesse.jp/


情熱教師 F i l e 7

今月の表紙　沖縄県立向陽高校　長島　誠先生

生 徒 と 紡 ぐ

長島　誠先生　教職歴14 年。同校に
赴任して７年目。進路指導部。総合的
な学習の時間担当。

沖縄県立向陽高校　全日制／普通科・国際文科・理数科／共学／１学年約 240人／
2017 年度入試合格実績（現役のみ）国公立大は、東北大、名古屋大、琉球大などに
119人が合格。私立大は、早稲田大、関西学院大、沖縄国際大などに延べ109人が合格。

心に種をまく
　　　「総合的な学習の時間」に行った、「自分が県知
事になったら沖縄の課題をどう解決するか」をテーマ
とした４時間の探究活動は、先生にとって新しい試み
でした。みんなにとってはどんな授業でしたか？
　　　授業では１つの課題について深く調べましたが、
その原因がほかの課題と絡み合っていると分かり、物
事を表面的にしか捉えていなかった自分に気づきまし
た。その後は、寮にある新聞に目を通し、気になる記
事は２紙を読み比べるようになりました。
　　　心に残っているのは、在日米軍基地に関する発
表です。本当に大きな課題なのでクラス中が戸惑って
いたけれど、友人の切実な声を聞いて自分事として考
えられるようになったし、発表後の質疑応答を通じて、
住む地域によって関心度が違うことに驚きました。
　　　本校には県全域から生徒が入学して来るから、
地元の人でなければ分からないことを教え合うことで、
県としての課題を多様な視野から見られて、さらに深
く考える機会になったよね。
　　　私たちの班では、雇用や貧困、肥満、環境保護
など９つもの課題が挙がりました。たくさんの課題が

あるのはなぜかと話し合っていくうちに、根本的な要
因として学力の課題にたどり着きました。そうならば、
私たちにできるのは、自ら努力して学力を上げ、県の
教育をも変えていくことだという結論になりました。
　　　私も教育に対しての関心が高まり、海外の教育
について知りたいと考え、学校教育が先進的だと聞い
たオランダに留学することにしました。留学にあたっ
て応募書類を書く時には、先生の授業で学んだ思考
ツールを活用しました。言いたいことを全部付

ふ

箋
せん

に書
いてから内容や優先度で分類すると、考えをすっきり
整理でき、留学への思いが明確に伝わる文章を書けた
と思います。高校入学時から目指していた留学なので、
８月から１年間、いろいろ学んできます！　
　　　留学や進学、就職などで一度は県を出ることに
なると思うけれど、いろいろな経験を積み重ねて、大
きく成長して、また沖縄に戻って来たいです。
　　　一人ひとりのそうした思いが、時間がかかって
も課題解決に結びつくのだと信じています。授業がみ
んなの大きな成長につながっていると分かり、また新
たな挑戦をする勇気が出てきたよ！　

生徒

生徒 生徒

先生

先生

生徒
先生

生徒

＊プロフィールは2018年 3月時点のものです
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改良！　指導ツール　ビフォーアフター

主体的・対話的で深い学びへ　実践　アクティブ・ラーニング

指導変革の軌跡

２年生　１学期
模試への意識づけシート

 20 古典
  石川県立松

ま っ と う

任高校　米林舞子
  登場人物の言動や情景に込められた心情を、
  深く理解できる資質・能力を養う

 24 数学
  鹿児島県立鹿

かの

屋
や

高校　中山育郎
  すべての生徒が理解するまで徹底的に待つ指導で、
  「分かった」という気持ちを喚起

 28 東京都立富士高校・附属中学校
  進学実績向上
  「富士山型の人間形成」を図る指導で、
  ５教科の総合的な学力向上を実現

 32 岐阜県立中津高校
  キャリア教育
  体系的な進路探究活動とボランティア活動で、
  主体的な学習集団を育成

 4 ３年後の希望進路の実現に向け、
  重要となる３つの教育課題とは
 6 実践事例
  育成を目指す資質・能力の明確化と共有を土台とした
  ３つの教育課題に取り組む
  ３校の実践
 7 事例１　茨城県立下

し も つ ま

妻第一高校
  各分野・単元で育成する資質・能力を明確にした教育課程表を作成し、全校で授業改善に臨む  
 10 事例２　長野県上田高校
  自校の教育のあり方を明確にした上で教育活動を見直し、学校改革に取り組む

 13 事例３　京都府・私立京都産業大学附属中学校・高校
  教育の不易と流行の観点から、組織的に授業改善に取り組む仕組みを構築
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新教育時代、幕開け
◎新年度がスタートしました。
入学式や新入生歓迎行事など、
この時期の主役と言えば、高
校１年生ですが、例年以上に今
年度の１年生には注目が集まっ
ていると思われます。３年後の
2020 年度に初めて実施される
「大学入学共通テスト」を受験
する学年であるというのがその
理由ですが、単に新しいテスト
が実施されるだけではなく、同
テストで求められるものがこれ
までのテストとは大きく異なる
点にも、注目を集める理由があ
ります。同テストで求められる
もの、すなわち「資質・能力」
の育成は 22 年度に実施される
次期学習指導要領から本格化
しますが、新たな高校教育の時
代は、18 年度１年生の入学と
ともに始まったと言えるのでは
ないでしょうか。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木 崇

今月の表紙メッセージ

これからの会議・研修のあり方、つくり方

  会議・研修の司会・進行役の
  先生方の質問に答えます！

44

大学生による高校生のための　大学の学び　最新ナビ

 40 会津大学　コンピュータ理工学部
  技術力に加え、異文化適応力や
  創業の精神を備えた人材を育成する

 42 関東学院大学　経営学部
  サポーター企業と連携し、
  理論と実践を融合しながら学ぶ

40

教師を育てた言葉たち

Reader’s VIEW

  「変化をすぐに求めるな」
  神奈川県立横浜南陵高校　半田昌孝

巻末

52

VIEW’S REPORT
  福岡県立学校「新たな学びプロジェクト」
  体験中心の発表会や研修で、
  新たな学びの裾野を広げる

46

改革事例から導く！　「学校教育デザイン」を描く道標
しるべ

16
 17 青森県立青森高校
  育成を目指す資質・能力を「資質・能力の３つの柱」「綱領」の
  観点で集約し、諸活動にプロットする

「大学入学共通テスト」初実施学年が入学

３つの教育課題に
どう取り組むか



「大学入学共通テスト」への対応も見据えた
思考力・判断力・表現力等の育成

英語４技能の育成と評価

多面的評価

出典／『VIEW21』高校版読者モニターへのアンケート結果（アンケートは、2018 年２月にウェブとファクスで実施。回答数は104）　

225023

17472214

156520

5

0

既に行われている
現在行っているところ

これから行う予定
行う予定はなく、

個々の教師に委ねられている

（％）

2018年も新年度がスタートしたが、今年度の高校１年生には例年以上に注目が集まっている。
それは、現在進行中の高大接続改革における大学入学者選抜の施策の多くが、最初に実施される学年だからだ。

大学入試センター試験に代わる「大学入学共通テスト」の実施、
同テストの枠組みにおける民間の英語の資格・検定試験の活用、

そして、調査書の様式の変更を始めとする多面的・総合的な評価への転換など、
18年度入学生がかかわる大学入試の変化は多岐にわたり、高校現場にはその対応が求められる。
今号は、中でも重要な３つの教育課題に着目し、先進校の事例から取り組みのヒントを探る。

S p e c i a l  I s s u e 特 集

３つの教育課題への取り組み状況

次の教育課題について、新高１生に対する指導の方針・方法・計画の組織的な立案は、
どの程度行われていますか。Q

「大学入学共通テスト」初実施学年が入学

3つの教育課題に
どう取り組むか

2 Apr i l  2018
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生徒の希望進路実現のために取り組むべき３つの教育課題
【P.4～ 5】

３つの教育課題に取り組む３校の実践

「思考力・判断力・表現力等の育成」「英語４技能の育成と評価」「多面的評価」
への対応が、生徒の希望進路実現の鍵を握る

本号のテーマ

◎2018年度の高校１年生は、20年度に初めて実施される「大学入学共通テスト」を受験する。同テストでは、
各教科・科目の知識・技能とともに、思考力・判断力・表現力が中心に問われる。

◎同テストの枠組みにおいて、英語は、民間の英語の資格・検定試験の活用を通して英語４技能が評価さ
れる。

◎個別大学の入試も、20 年度から入試区分の名称が改められ、そのいずれの区分でも学力の３要素を多
面的・総合的に評価する内容へと転換される。

事例1
茨城県立下

しもつま

妻第一高校
【P.7～ 9】

事例2
長野県上田高校
【P.10 ～12】

事例3
京都府・私立

京都産業大学附属
中学校・高校
【P.13 ～15】

３校の共通点 まず、生徒に育成する資質・能力を明確化

1
思考力・判断力・
表現力等の
育成

各分野・単元の学習内容と育
成する資質・能力の関係を明
確化した教育課程表を教科・
科目ごとに作成。それを基に、
教師個 で々授業改善を実践

互見授業週間を全教科の研
究授業週間とし、互見授業
を通年の実施に。定期考査
では、全教科で論述問題を
必出にした 

「アクティブ・ラーニング・パ
ターン〈教師編〉」（＊）を活
用して、授業の実態と課題
を明らかにし、ＡＬの視点を
取り入れた授業改善を推進 

2
英語４技能の
育成と評価

４技能別の CAN─DOリスト
を作成し、３年間の各時期
での到達目標を明確化。４
技能の力を測るため、17 年
度からベネッセの「GTEC」
を導入 

英語４技能を総合的に伸ば
すよう活動を工夫し、その成
果を「GTEC」で継続的に測
定 

スピーキング強化の一環とし
て、18 年度の１学年からオ
ンラインの英会話レッスンを
導入。進学コースのみだった
「GTEC」の受検を、全コー
スに拡大

3
多面的評価

課題研究などで実践してき
たポートフォリオの活用を全
校で進めようと、17 年 12
月に勉強会、18 年１月に全
教師参加の研修会を実施

文部科学省「スーパーグロー
バルハイスクール」の活動
で行ってきた多面的評価を、
他教科に広げる手法を模索

評価対象を課外活動や個人
活動などにまで広げるため、
18 年度の早い段階でｅポー
トフォリオを導入できるよう
検討

新高校１学年はどのような教育課題に直面し、
その課題にどのような方針で取り組めばよいのか

1

2

＊　株式会社クリエイティブシフトと株式会社ベネッセコーポレーションが共同開発した教師用教材。詳細は P.14 参照。

3  Apr i l  2018
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１年次

学力の３要素を
多面的・総合的に評価する

大学入学者選抜

学力の３要素を
育成する

高校教育

高校までに培った力を
さらに向上・発展させ、
社会に送り出すための

大学教育

学力の３要素とは
❶知識・技能の確実な習得
❷❶を基にした思考力、判断力、表現力
❸主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度

高校教育・大学教育・大学入学者選抜の
一体的改革（高大接続改革）2018

年度中６月末７～９月10～11月

各
大
学
の
入
学
者
選
抜
方
法
等
の

予
告
・
公
表

「
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校
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基
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」

測
定
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締
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切
り
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査

「
高
校
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測
定
ツ
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公
表

＊文部科学省「高大接続改革の動向について」（2017 年１月）、同「高大接続改革の実施方針等の策定について」（2017年 7月）を基に編集部で作成

各大学の個別選抜に新たなルールが設置され、
すべての入試区分で多面的・総合的な評価を実施
◎「総合型選抜」（現在のAO入試）、「学校推薦型選抜」（現在の推
薦入試）では、小論文、プレゼンテーション、教科・科目に係るテ
スト、「大学入学共通テスト」等のうち、いずれかの活用を必須化。

◎調査書の記載内容を改善。両面１枚の制限も撤廃し、より弾力的
に記載できるように。

◎出願時期を「総合型選抜」は８月以降から９月以降に変更。合格
発表時期を「総合型選抜」は11月以降、「学校推薦型選抜」は
12月以降に設定（これまでルールなし）。

改革の背景
◎国際化、情報化の急速な進展により、社会構造が急
速に、かつ大きく変革している。
◎知識基盤社会の中で、新たな価値を創造していく力を
育てることが必要。

改革の目的
◎そうした変化する社会において自立的に活動するため
に必要な「学力の３要素」をバランスよく育む。

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
、

英
語
４
技
能
が
問
わ
れ
る
入
試
に

ど
の
入
試
区
分
で
も
多
面
的
・

総
合
的
な
評
価
を
行
う
仕
組
み
に

３年後の希望進路の実現に向け、
重要となる３つの教育課題とは

2020 年度から実施される「大学入学共通テスト」を最初に受験するのが、18年４月に入学した高校１年生だ。
3年後の希望進路を実現するための指導を考えるにあたり、大学入学者選抜改革の内容と課題を整理する。

4 Apr i l  2018



特集

「大学入学共通テスト」初実施学年が入学

3つの教育課題にどう取り組むか

「
Ａ
Ｏ
入
試
」「
推
薦
入
試
」
と
い
う
従
来

の
区
分
を
、「
一
般
選
抜
」「
総
合
型
選
抜
」

「
学
校
推
薦
型
選
抜
」
に
改
め
る
。
そ
れ

は
単
な
る
名
称
変
更
で
は
な
く
、
内
容
も

変
わ
る
。
一
般
選
抜
で
は
、各
大
学
が「
入

学
者
受
入
れ
の
方
針
」（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ポ
リ
シ
ー
）
に
基
づ
き
、
様
式
が
見

直
さ
れ
る
調
査
書
や
志
願
者
本
人
が
記
載

す
る
資
料
等
も
含
め
て
、
多
面
的
・
総
合

的
に
評
価
す
る
。
総
合
型
選
抜
・
学
校
推

薦
型
選
抜
で
は
、小
論
文
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、教
科
・
科
目
に
係
る
テ
ス
ト
、「
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
等
の
う
ち
、
い
ず

れ
か
の
活
用
を
必
須
化
す
る
。
そ
の
よ
う

に
し
て
、す
べ
て
の
入
試
区
分
で
多
面
的
・

総
合
的
に
学
力
の
３
要
素
を
評
価
す
る
大

学
入
学
者
選
抜
に
転
換
が
図
ら
れ
る
。

　

以
上
の
内
容
の
下
で
初
め
て
行
わ
れ
る

大
学
入
試
を
最
初
に
受
験
す
る
、
18
年
度

高
校
入
学
生
の
希
望
進
路
の
実
現
に
は
、

❶
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成

❷
英
語
４
技
能
の
育
成
と
評
価

❸
多
面
的
評
価

へ
の
対
応
が
鍵
を
握
る
。
実
際
、
そ
れ
ら

の
課
題
に
既
に
着
手
ま
た
は
着
手
予
定
の

学
校
も
多
い
（
Ｐ
．２
）。
各
校
は
そ
れ
ぞ

れ
の
教
育
課
題
に
ど
の
よ
う
な
方
針
を
立

て
、
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
の
か
。
次

ペ
ー
ジ
か
ら
３
校
の
実
践
を
見
て
い
く
。

２年次３年次
20192020
初頭 11月４月４～12月 年度中５月１月

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」

「
実
施
大
綱
」
の
策
定
・
公
表

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」

試
行
調
査
（
プ
レ
テ
ス
ト
）
実
施

「
高
校
生
の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
」

本
格
的
な
利
活
用
開
始

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
の
枠
組
み
に

お
い
て
活
用
さ
れ
る

英
語
の
資
格
・
検
定
試
験
の
実
施

◎
実
施
に
向
け
て
、
各
試
験
団
体
に
は
、
検
定
料
の
負
担

軽
減
方
策
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
る
と
と
も
に
、
各
大

学
に
は
、
受
検
者
の
負
担
に
配
慮
し
て
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
種
類
の
資
格
・
検
定
試
験
の
活
用
を
求
め
る
。

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」

確
認
プ
レ
テ
ス
ト
の
実
施

「
２
０
２
１
年
度
大
学
入
学
者
選
抜

実
施
要
項
」
発
出

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
実
施

「大学入学共通テスト」の注目点❶
国語と数学で、思考力・判断力・表現力等を測る
記述式問題を導入
◎国語では、古文・漢文を除いた内容から80 ～120 字程度で解答
する問題を含め 3 問程度、マークシート式問題とは大問を分けて
出題される予定。試験時間は、マークシート式問題と合わせて100
分程度。数学では、「数学Ⅰ」の内容から数式・問題解決の方略な
どを問う問題 3 問程度、大問中にマークシート式問題と混在して出
題される予定。試験時間は、マークシート式問題と合わせて70 分
程度。
◎大学入試センターが作問、出題、採点。採点には民間事業者を活用。

「大学入学共通テスト」の注目点❷
民間の英語の資格・検定試験を活用し、
英語４技能を評価
◎民間事業者が実施する英語の資格・検定試験を活用し、英
語４技能を評価。
◎「大学入試英語成績提供システム」に参加する資格・検定
試験を、各大学の判断で活用。高校３年４～12月に２回ま
で受検可能。
◎「大学入学共通テスト」の英語試験は、「大学入試英語成
績提供システム」に参加する資格・検定試験の実施・活用
状況等を検証しつつ、2023 年度までは継続して実施。

2024年度、次期学習指導要領を
前提に改革がさらに進行
地理歴史・公民分野や理科分野等でも
記述式問題を導入する方向で検討。

2021

３年後の希望進路の実現に向け、
重要となる３つの教育課題とは

2020 年度から実施される「大学入学共通テスト」を最初に受験するのが、18年４月に入学した高校１年生だ。
3年後の希望進路を実現するための指導を考えるにあたり、大学入学者選抜改革の内容と課題を整理する。
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◎教育方針に「文武不岐・人間力を磨く」を
掲げ、文（学習）と武（部活動）を分けずに一
体となって優れた人格形成を目指す。２０１６
年度から、茨城県教育委員会「一人一人が輝
く活力ある学校づくり推進事業」の重点校。

◎設立　1897（明治 30）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 280人
◎ 2017 年度入試合格実績（現浪計）　国公
立大は、東北大、茨城大、筑波大、東京大、
東京工業大などに121人が合格。私立大は、
慶應義塾大、上智大、中央大、東京理科大、
明治大、早稲田大などに延べ588人が合格。
◎ URL　http://www.shimotsuma1-h.ibk.ed.jp

◎スクール・アイデンティティーに「試百難（困難
から逃げない、周到な準備をする、最後まで粘
り抜く）」を掲げる。上田藩主居館跡地にあり、門・
塀・濠は市の文化財。２０１５年度から文部科学
省「スーパーグローバルハイスクール」の指定校。

◎設立　1900（明治 33）年
◎形態　全日制・定時制／普通科／共学
◎生徒数　全入学定員約 360人
◎2017 年度入試合格実績（現浪計）　国公立
大は、東北大、東京大、東京外国語大、東
京藝術大、信州大、大阪大などに192 人が
合格。私立大は、慶應義塾大、早稲田大など
に延べ558人が合格。
◎ URL　http://www.nagano-c.ed.jp/ueda-hs/

◎教育目標は「豊かな教養と、全人類の平和
と幸福のために寄与する精神を持った人間の育
成」。特進コース、進学コース（文理・ＫＳＵ）を
設置。国語教育、英語教育など、６つの重点教
育を設け、次代を切り拓く力の育成を図っている。

◎設立　2007（平成19）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 380人
◎2017 年度入試合格実績（現役のみ）　国公
立大は、京都大、大阪大、神戸大、九州大、
京都府立大などに 52 人が合格。私立大は、
慶應義塾大、早稲田大、京都産業大、同志
社大、立命館大などに延べ 631人が合格。
◎ URL　http://www.jsh.kyoto-su.ac.jp/

育成を目指す資質・能力の
明確化と共有を土台とした

３つの教育課題に取り組む
３校の実践

大学入学者選抜改革の内容が具体化し、「思考力・判断力・表現力等の育成」
「英語４技能の育成と評価」「多面的評価」への対応が大きな鍵になることが分かってきた。

2018 年度の高校１年生には、
３年後の大学入試に向けて今からどのような指導をしていくことが必要なのか。

３つの教育課題に既に着手した３校の実践からそのヒントを探る。

実践事例

事例 1 事例 2 事例 3
茨城県立
下
し も つ ま

妻第一高校
長野県
上田高校

京都府・私立
京都産業大学附属
中学校・高校
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茨
城
県
立
下
妻
第
一
高
校
で
は
、

２
０
１
７
年
７
月
に
文
部
科
学
省
が
「
高

大
接
続
改
革
の
実
施
方
針
等
の
策
定
に
つ

い
て
」
を
公
表
し
た
こ
と
を
受
け
、同
月
、

校
長
、教
頭
、教
務
主
任
、進
路
指
導
主
事
、

お
よ
び
国
語
、
地
理
歴
史
・
公
民
、
数
学
、

理
科
、
英
語
の
教
科
担
当
各
１
人
か
ら
成

る
「
高
大
接
続
改
革
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」（
以
下
、Ｗ
Ｇ
）
を
発
足
さ
せ
た
。

　

ま
ず
、
メ
ン
バ
ー
が
夏
季
休
業
中
に
文

部
科
学
省
が
公
表
し
た
「
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
」の
資
料
を
読
ん
で
内
容
を
把
握
。

９
月
の
Ｗ
Ｇ
で
、
18
年
度
の
新
１
年
生
に

育
成
す
る
資
質
・
能
力
を
全
教
科
・
科
目

で
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
ど

の
分
野
・
単
元
で
育
成
し
て
い
く
の
か
、

そ
の
関
係
性
が
分
か
る
教
育
課
程
表
を
、

１
学
年
で
履
修
す
る
全
教
科
・
科
目
で
作

成
す
る
こ
と
を
決
め
た
。「
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
」
で
求
め
ら
れ
る
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
な
ど
の
資
質
・
能
力
を
教

科
指
導
の
中
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
成
す
る

た
め
に
は
、
ど
の
教
科
・
科
目
に
お
い
て

も
各
分
野
・
単
元
で
ど
の
よ
う
な
資
質
・

能
力
を
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
の
か
を

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら

だ
。
教
育
課
程
表
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
、

本
誌
17
年
８
月
号
の
特
集
で
示
し
た
教
育

課
程
表
の
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
。
教
務
主

任
の
涌
井
太
郎
先
生
は
こ
う
語
る
。

　
「
本
校
が
、
各
教
科
・
科
目
に
お
い
て

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
明
確
化
と
、

そ
れ
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
課
程
表
の

作
成
か
ら
着
手
し
た
の
は
、
教
科
・
科
目

の
学
習
内
容
を
起
点
と
し
て
考
え
、
す
ぐ

授
業
改
善
に
移
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
い

う
声
が
多
か
っ
た
か
ら
で
す
」

　

18
年
１
月
、
各
教
科
・
科
目
で
作
成
し

た
教
育
課
程
表
（
Ｐ
．８
図
）
の
草
案
が

職
員
会
議
に
諮
ら
れ
、承
認
が
得
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
教
科
・
科
目
間
で
観
点
や
表
記

を
す
り
合
わ
せ
て
、
新
１
年
生
用
の
「
学

習
の
し
お
り
」に
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

学
校
教
育
目
標
と
し
て
学
校
全
体
で
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
は
、
各
教
科
・

科
目
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
か
ら

共
通
項
を
見
い
だ
し
、ま
と
め
る
予
定
だ
。

　

作
成
し
た
教
育
課
程
表
を
教
科
内
で
共

有
し
、
現
在
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ

せ
た
り
、
発
問
を
し
た
り
す
れ
ば
、
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成
に
つ
な

が
る
の
か
、
教
師
個
々
が
指
導
を
工
夫
し

て
い
る
段
階
だ
。
進
路
指
導
主
事
で
英
語

科
担
当
の
木
村
和
広
先
生
は
こ
う
語
る
。

　
「
生
徒
の
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

茨
城
県
立
下

し

も

つ

ま妻
第
一
高
校

各
分
野
・
単
元
で
育
成
す
る
資
質・
能
力
を
明
確
に
し
た

教
育
課
程
表
を
作
成
し
、
全
校
で
授
業
改
善
に
臨
む

茨
城
県
立
下
妻
第
一
高
校
は
、
２
０
１
７
年
７
月
、「
高
大
接
続
改
革
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
発
足
。

18
年
度
の
１
年
生
が
履
修
す
る
各
教
科
・
科
目
の
各
分
野
・
単
元
で
育
成
す
る
資
質
・
能
力
を
明
確
に
し
、

そ
れ
を
基
に
授
業
改
善
を
進
め
て
い
る
。

茨
城
県
立
下
妻
第
一
高
校

吉
田
俊
則
　よ
し
だ
・
と
し
の
り

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。
２
学
年
担
任
。
地
理
歴

史
・
公
民
科
（
日
本
史
）。

茨
城
県
立
下
妻
第
一
高
校

世
木
田
和
也
　せ
き
だ
・
か
ず
や

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
３
学
年
担
任
。
理
科（
生

物
）。

茨
城
県
立
下
妻
第
一
高
校

涌
井
太
郎
　わ
く
い
・
た
ろ
う

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
教
務
主
任
。
数
学
科
。

茨
城
県
立
下
妻
第
一
高
校

木
村
和
広
　き
む
ら
・
か
ず
ひ
ろ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
進
路
指
導
主
事
。
英
語

科
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し

教
育
課
程
表
を
作
成

２
０
１
８
年
度
に
向
け
た
全
体
方
針

事例 1

４
月
の
本
格
始
動
を
前
に
、

資
質
・
能
力
の
育
成
を
意
識
し
た
授
業
改
善
に
着
手

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成
へ
の
対
応

1

＊プロフィールは2018年３月時点のものです
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等
を
育
成
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
、
互

見
授
業
や
教
科
会
な
ど
で
実
践
し
て
も
ら

い
、
優
れ
た
取
り
組
み
を
学
校
全
体
で
共

有
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

各
教
師
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
授

業
改
善
を
進
め
て
い
る
の
か
。
日
本
史
担

当
の
吉
田
俊
則
先
生
は
、
４
～
５
時
間
に

１
回
程
度
の
頻
度
で
、
授
業
の
最
後
に
生

徒
が
記
述
す
る
時
間
を
設
け
て
い
る
。
書

く
こ
と
に
対
す
る
生
徒
の
ハ
ー
ド
ル
を
低

く
す
る
た
め
、
学
習
内
容
を
数
十
字
で
要

約
さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
慣
れ
て
き

た
ら
、
そ
の
授
業
で
学
習
し
た
歴
史
的
事

象
の
背
景
に
つ
い
て
考
え
、記
述
さ
せ
る
。

そ
の
よ
う
に
段
階
を
踏
み
、
記
述
力
と
と

も
に
思
考
力
を
必
要
と
す
る
課
題
を
提
示

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
例
え
ば
、
室
町
時
代
の
製
塩
技

術
に
つ
い
て
学
習
し
た
後
に
「
こ
の
製
塩

技
術
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
発
展
し
た

と
思
う
？
」
と
生
徒
に
問
い
か
け
、
個
人

や
ペ
ア
で
考
え
さ
せ
、
発
表
さ
せ
る
活
動

も
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
「
授
業
中
に
ど
の
よ
う
な
発
問
を
す
れ

ば
、
生
徒
の
思
考
力
や
判
断
力
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
か
、
教
材
研
究
の
段

階
か
ら
考
え
、
準
備
し
た
上
で
授
業
に
臨

ん
で
い
ま
す
」（
吉
田
先
生
）

　

生
物
担
当
の
世せ

き

だ
木
田
和
也
先
生
も
、
授

業
中
に
生
徒
に
「
な
ぜ
？
」
と
問
い
か
け
、

考
え
さ
せ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

　
「
新
出
事
項
を
学
ぶ
際
に
は
、『
サ
ボ
テ

ン
の
葉
が
ト
ゲ
に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ

だ
と
思
う
？
』
と
い
っ
た
よ
う
に
、
生
徒

に
『
な
ぜ
？
』
と
問
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
生
徒
は

生
物
が
生
存
し
て
い
く
た
め
の
条
件
や
環

境
の
共
通
点
を
つ
か
め
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
問
い
が
、
自
分
な
り
に
仮
説
を
立
て

て
、
思
考
す
る
た
め
の
足
が
か
り
と
な
っ

て
い
る
の
で
す
」（
世
木
田
先
生
）

　

課
題
は
、考
え
た
内
容
を
文
章
に
し
て

書
く
時
間
の
確
保
だ
。そ
こ
で
、
２
年
次

で
は
基
本
的
に
、考
え
さ
せ
た
後
は
口
頭

で
の
発
表
に
と
ど
め
、３
年
次
で
記
述
に

力
を
入
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
２
年
計

画
で
記
述
力
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
教
師
個
々
の
実
践
を
、

今
後
は
各
教
科
の
指
導
計
画
や
授
業
改
善

に
生
か
し
た
い
と
、
Ｗ
Ｇ
で
は
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
同
校
で
は
、
16
年
度
に
定
期

考
査
の
問
題
を
見
直
し
、
全
教
科
で
記
述

式
問
題
を
出
題
す
る
方
向
と
し
た
。
す
る

と
、
授
業
で
も
記
述
力
の
育
成
を
意
識
す

る
よ
う
に
な
り
、
授
業
改
善
に
つ
な
が
る

効
果
も
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

英
語
科
で
は
教
育
課
程
表
の
作
成
時

に
、
４
技
能
別
の
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト

を
作
成
し
、
３
年
間
の
各
時
期
で
の
到
達

目
標
を
明
確
に
し
た
。

　
「
本
校
の
生
徒
の
多
く
が
、
筑
波
大
学

を
第
１
志
望
に
し
て
い
ま
す
。
志
望
実

図 「生物基礎」の教育課程表（抜粋）

＊学校資料をそのまま掲載

技
能
別
の
Ｃ
Ａ
Ｎ─
Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
を
作
成
し
、

４
技
能
を
意
識
し
た
指
導
に
転
換

英
語
４
技
能
の
育
成
と
評
価
へ
の
対
応
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現
に
必
要
な
英
語
力
を
つ
け
さ
せ
る
た
め

に
、
最
終
到
達
目
標
を
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
（
＊
）

の
Ｂ
１
に
設
定
し
ま
し
た
」（
木
村
先
生
）

　

授
業
改
善
の
方
針
と
し
て
は
、
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
授
業
や
長
期
休

業
中
の
課
題
に
副
読
本
を
用
い
た
多
読
を

取
り
入
れ
、
リ
ス
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

現
在
も
授
業
冒
頭
に
５
分
間
設
け
て
い
る

リ
ス
ニ
ン
グ
の
時
間
を
継
続
す
る
。

　

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
に
つ

い
て
は
、
１
年
次
の
秋
に
２
泊
３
日
で
行

う
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
セ
ミ
ナ
ー
」
を

有
効
に
活
用
す
る
予
定
だ
。
同
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
講
師
に
よ
る
オ
ー

ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
授
業
に
お
い
て
、

生
徒
は
学
校
紹
介
な
ど
の
ス
ピ
ー
チ
を
行

う
。
そ
こ
で
、
１
年
次
の
前
半
は
、
同
セ

ミ
ナ
ー
に
向
け
た
ス
ピ
ー
チ
の
原
稿
執
筆

や
発
表
の
準
備
を
す
る
中
で
、
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
力
を
高
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
育
ん
だ
４
技
能
の
力

を
測
る
機
会
と
な
る
の
が
、
17
年
度
か
ら

受
検
し
て
い
る
ベ
ネ
ッ
セ
の「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」

だ
。
１
年
次
12
月
と
２
年
次
12
月
は
各
学

年
の
生
徒
全
員
が
、
３
年
次
６
月
は
希
望

者
が
対
象
と
な
る
。
１
・
２
年
次
で
は
同

一
の
試
験
を
悉し

っ
か
い皆
受
検
と
す
る
こ
と
で
、

英
語
力
の
伸
び
を
測
れ
る
よ
う
に
し
た
。

　

多
面
的
評
価
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

全
校
で
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
を
進

め
よ
う
と
、
17
年
12
月
の
Ｗ
Ｇ
で
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
実
施

し
、
18
年
１
月
下
旬
に
は
全
教
師
参
加
の

研
修
会
を
開
い
た
。

　

同
校
で
は
、
14
年
度
か
ら
「
世
界
に
輝

け　

為い

櫻お
う

学
園　

光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

行
っ
て
い
る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

「
国
際
的
な
視
野
に
立
っ
て
行
動
で
き
る

人
材
」「
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
」

の
育
成
を
目
指
し
、
進
路
探
究
や
地
域
探

究
な
ど
６
つ
の
柱
で
課
外
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
の
研
修
、
有
名
企
業

や
研
究
所
な
ど
へ
の
職
場
訪
問
、
小
・
中

学
校
へ
の
学
習
支
援
活
動
な
ど
、
生
徒
が

個
々
に
体
験
す
る
多
様
な
活
動
と
そ
れ
ぞ

れ
の
振
り
返
り
を
中
心
に
、
定
期
考
査
や

模
擬
試
験
、
学
校
行
事
の
振
り
返
り
な
ど

も
含
め
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
ま
と
め
て

い
こ
う
と
し
て
い
る
。　

　
「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
己
肯
定
感
を

高
め
ら
れ
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
構
築
で

き
る
よ
う
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
質
自
体
を

高
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
事

後
学
習
と
し
て
単
に
感
想
を
書
か
せ
る
だ

け
の
活
動
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
、

生
徒
自
身
に
活
動
の
成
果
を
発
表
さ
せ
た

り
、
生
徒
同
士
の
相
互
評
価
の
機
会
を
設

け
た
り
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
涌

井
先
生
）

　

生
徒
が
学
習
や
活
動
を
振
り
返
り
、
自

己
の
変
容
や
成
長
を
自
覚
し
や
す
く
な
る

よ
う
、同
校
で
はｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

導
入
を
検
討
中
だ
。い
つ
で
も
容
易
に
自

分
の
活
動
履
歴
を
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、

生
徒
間
で
情
報
共
有
を
し
や
す
く
な
り
、

ほ
か
の
生
徒
の
活
動
か
ら
気
づ
き
を
得
る

機
会
が
増
え
る
と
い
っ
た
期
待
が
あ
る
。

　

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
個
別
大
学
入
試

で
提
出
が
求
め
ら
れ
る
調
査
書
や
生
徒

自
身
が
記
入
す
る
活
動
報
告
書
を
作
成
す

る
際
の
資
料
と
し
て
、
そ
の
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
が
、
涌
井
先
生
は
次
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
と
言
う
。

　
「
小
さ
な
活
動
で
も
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

に
蓄
積
し
て
お
け
ば
、生
徒
が
そ
れ
を
基

に
自
ら
の
あ
り
方
を
振
り
返
り
、
考
え
、

気
づ
き
、成
長
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
る

で
し
ょ
う
。大
学
入
試
へ
の
対
応
の
た
め

だ
け
で
は
な
く
、
生
徒
の
成
長
を
後
押
し

す
る
ツ
ー
ル
の
１
つ
と
し
て
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
を
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

生
徒
は
自
分
の
４
技
能
の
力
を
把
握
し
て

自
学
に
生
か
し
、
教
師
は
結
果
帳
票
か
ら

生
徒
の
４
技
能
の
習
得
状
況
や
課
題
を
把

握
し
て
授
業
改
善
に
生
か
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
に
お
け
る

各
時
期
の
到
達
目
標
は
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
ス

コ
ア
を
目
安
に
設
定
し
た
。

　
「『
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
セ
ミ
ナ
ー
』
な

ど
で
４
技
能
へ
の
意
識
を
高
め
、
学
習
を

積
ん
で
か
ら
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
を
受
検
す
る
こ
と

で
、
生
徒
に
学
習
の
手
応
え
を
感
じ
て
も

ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生

徒
向
け
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
、
生

徒
が
自
分
で
英
語
４
技
能
の
到
達
目
標
や

到
達
度
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
、
自
学

自
習
を
促
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
木

村
先
生
）

　

少
な
く
と
も
国
立
大
学
で
は「
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
」の
枠
組
み
で
民
間
の
英
語
の

資
格
・
検
定
試
験
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、１
年
次
か
ら
４
技
能
の
試
験
に
慣
れ
る

こ
と
も
受
検
の
意
義
の
１
つ
と
な
っ
た
。

生
徒
同
士
で
刺
激
し
合
い
や
す
い

ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
導
入
を
検
討

多
面
的
評
価
へ
の
対
応
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3つの教育課題にどう取り組むか



　

長
野
県
上
田
高
校
は
、
地
域
の
進
学
拠

点
校
と
し
て
最
難
関
大
学
進
学
者
を
安
定

し
て
送
り
出
し
て
き
た
。
そ
の
同
校
が
社

会
の
変
化
を
踏
ま
え
た
学
校
改
革
に
取
り

組
み
始
め
て
間
も
な
い
２
０
１
５
年
度
、

文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
」（
以
下
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
に
指

定
さ
れ
た
。
内う

ち
ぼ
り堀
繁し

げ
と
し利
校
長
は
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
見
据
え
、
改
革

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
時
に
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ

の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
Ｓ
Ｇ

Ｈ
を
含
め
た
教
育
活
動
全
体
の
再
構
築
を

目
指
し
、『
本
校
の
使
命
と
は
』『
ど
の
方

向
に
進
む
べ
き
か
』『
地
域
で
果
た
す
べ

き
役
割
は
何
か
』
な
ど
の
観
点
か
ら
、
教

師
全
員
で
議
論
し
ま
し
た
」

　

15
年
度
に
教
務
主
任
が
中
心
に
な
っ
て

行
っ
て
い
た
議
論
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
、
16
年
度
か
ら
各
分
掌
・
学
年
の
代
表

や
管
理
職
か
ら
成
る「
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
」

で
検
討
。
職
員
会
議
後
、
１
年
間
で
15
回

ほ
ど
、
授
業
改
善
や
進
路
指
導
な
ど
毎
回

異
な
る
テ
ー
マ
で
話
し
合
い
、
そ
の
結
果

を
次
の
職
員
会
議
で
投
げ
か
け
て
教
師
全

員
で
議
論
す
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し

た
。
廣
田
昌
彦
教
頭
は
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
初
め
の
う
ち
は
個
別
の
教
育
活
動
の

話
が
中
心
で
し
た
が
、
次
第
に
学
校
と
し

て
進
む
べ
き
方
向
性
が
見
え
、
そ
の
中
で

各
教
育
活
動
を
ど
の
よ
う
に
機
能
さ
せ
る

か
と
い
う
議
論
に
発
展
し
ま
し
た
」

　

そ
う
し
た
議
論
が
徐
々
に
ま
と
ま
る
頃

を
見
計
ら
っ
て
、
内
堀
校
長
が
論
点
を
整

理
し
、「
本
物
の
学
力
」「
感
性
」「
想
い
・
志
」

「
文
武
両
道
・
自
学
自
習
と
気
概
」
の
４

つ
を
教
育
活
動
全
体
で
育
む
と
い
う
方
向

を
示
す
「
上
田
高
校
の
教
育
が
目
指
す
も

の
」
に
ま
と
め
た
（
図
）。

　

そ
の
教
育
目
標
・
方
針
が
浸
透
す
る
に

つ
れ
、
各
分
掌
・
学
年
か
ら
新
た
な
提
案

が
次
々
と
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、

こ
の
図
を
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
や
学
校
評

議
委
員
会
、
中
学
生
の
体
験
入
学
な
ど
で

も
発
信
し
、
外
部
か
ら
意
見
を
求
め
、
常

に
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　

組
織
的
な
学
校
改
革
が
円
滑
に
推
進
さ

れ
て
い
る
要
因
と
し
て
、
そ
の
方
向
性
が

高
大
接
続
改
革
の
目
指
す
と
こ
ろ
と
ほ
ぼ

合
致
し
て
い
る
点
も
大
き
い
と
い
う
。

　
「
本
校
の
先
生
方
は
、
生
徒
が
大
学
や

社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
、
高
校
で
ど
う

い
っ
た
資
質
・
能
力
を
育
て
る
べ
き
か
を

最
も
重
視
し
て
い
ま
す
。
そ
の
方
向
性
が

高
大
接
続
改
革
と
共
通
す
る
た
め
、『
本

来
目
指
す
べ
き
教
育
を
通
し
て
、
生
徒
の

希
望
進
路
も
実
現
さ
せ
ら
れ
る
』と
捉
え
、

自
信
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」（
内

堀
校
長
）

長
野
県
上
田
高
校

自
校
の
教
育
の
あ
り
方
を
明
確
に
し
た
上
で

教
育
活
動
を
見
直
し
、
学
校
改
革
に
取
り
組
む

長
野
県
上
田
高
校
は
、
文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
の
指
定
を
追
い
風
に
、

学
校
と
し
て
目
指
す
も
の
を
明
確
に
し
、
教
育
活
動
全
体
を
見
直
し
た
。
そ
の
方
向
性
が
高
大
接
続
改
革
に
合
致
し
て
い
る
と

確
信
し
た
こ
と
で
、
教
師
は
自
信
を
持
っ
て
新
た
な
大
学
入
試
を
見
据
え
た
学
校
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

長
野
県
上
田
高
校

菊
池
文
明
　き
く
ち
・
ふ
み
あ
き

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
進
路
指
導
主
事
。

長
野
県
上
田
高
校

福
井
克
実
　ふ
く
い
・
か
つ
み

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
。

長
野
県
上
田
高
校
教
頭

廣
田
昌
彦
　ひ
ろ
た
・
ま
さ
ひ
こ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

長
野
県
上
田
高
校
校
長

内
堀
繁
利
　う
ち
ぼ
り・し
げ
と
し

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

自
校
が
進
む
べ
き
先
を
見
据
え
、

教
育
活
動
全
体
を
再
構
築

２
０
１
８
年
度
に
向
け
た
全
体
方
針

＊プロフィールは2018年３月時点のものです

事例 2

長
野
県
上
田
高
校

竹
内
光
礼
　た
け
う
ち
・
み
つ
の
り

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
２
学
年
主
任
。
英
語
科
。

長
野
県
上
田
高
校

山
田
翔
輝
　や
ま
だ
・
し
ょ
う
き

教
職
歴
５
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。
学
習
指
導
係
長
。
理
科
。

10 Apr i l  2018



　

難
関
国
公
立
大
学
志
望
者
が
多
い
同
校

で
は
、
以
前
か
ら
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
等
の
育
成
に
努
め
て
き
た
。
こ
こ
数

年
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ（
以
下
、

Ａ
Ｌ
）
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
た
授
業
を
推

進
。
17
年
度
か
ら
は
、
前
・
後
期
に
各
１

週
間
行
っ
て
い
た
互
見
授
業
週
間
を
全
教

科
の
研
究
授
業
週
間
と
し
、
互
見
授
業
は

通
年
の
実
施
と
し
た
。

　

異
な
る
教
科
で
の
互
見
授
業
は
、
授
業

改
善
を
促
進
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
理
科

担
当
で
学
習
指
導
係
長
の
山
田
翔し

ょ
う

輝き

先
生

は
、英
語
の
授
業
で
生
徒
が
起
立
し
て
ペ

ア
で
音
読
し
、終
わ
っ
た
順
に
座
る
と
い

う
活
動
を
見
て
、
自
身
の
授
業
に
、
個
々

の
考
察
後
に
ペ
ア
で
説
明
し
合
う
活
動
を

取
り
入
れ
た
。

　
「
生
徒
が
考
え
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る

こ
と
で
、
思
考
力
や
表
現
力
の
育
成
に
つ

な
が
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
力
の
程
度

や
理
解
度
が
可
視
化
さ
れ
、
評
価
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
」（
山
田
先
生
）

　

見
学
者
は
授
業
後
、
シ
ー
ト
に
コ
メ
ン

ト
を
記
入
し
、
授
業
者
に
手
渡
し
て
意
見

交
換
を
す
る
。今
後
は
、授
業
者
・
見
学
者

の
双
方
が
互
見
授
業
を
よ
り
効
果
的
に
授

業
改
善
に
生
か
せ
る
よ
う
、
見
学
時
の
観

点
を
絞
る
な
ど
の
工
夫
を
す
る
考
え
だ
。

　

定
期
考
査
の
あ
り
方
も
、
記
述
力
の
さ

ら
な
る
育
成
を
念
頭
に
見
直
し
、
17
年
度

か
ら
全
教
科
で
１
問
は
論
述
問
題
を
必
出

と
し
た
。
出
題
の
半
数
を
論
述
形
式
と
す

る
教
科
も
あ
り
、
多
く
の
生
徒
が
記
述
に

抵
抗
感
が
な
い
。
山
田
先
生
は
以
前
か
ら

定
期
考
査
で
論
述
問
題
の
比
率
を
高
く
し

て
き
た
が
、
卒
業
生
か
ら
「
先
生
の
授
業

や
テ
ス
ト
で
書
く
こ
と
に
は
慣
れ
て
い
た

の
で
、
大
学
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
が
楽
に
感

じ
た
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
自
信
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
定
期
考
査
の
問

題
は
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
共
有
し
、
授
業
と
同

様
、同
じ
方
向
性
で
改
革
を
進
め
て
い
る
。

　

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成

に
お
い
て
は
、Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
活
動
の
効
果
も

大
き
い
。
同
校
は
、公
立
普
通
高
校
型
Ｓ

Ｇ
Ｈ
の
モ
デ
ル
と
し
て
、課
題
研
究
を
中

心
と
し
た
生
徒
全
員
参
加
型
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
行
っ
て
い
る
。生
徒
は
各
自
の
関
心

や
希
望
進
路
を
踏
ま
え
て
12
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
中
か
ら
１
つ
を
選
ん
で
課
題
を
設

定
し
、大
学
な
ど
か
ら
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
研
究
。
２
年
次
の
終
わ
り
に
研
究

成
果
を
発
表
す
る
。
２
年
生
全
員
が
参
加

す
る
台
湾
研
修
で
は
、
調
査
実
習
や
現
地

の
高
校
で
発
表
を
行
う
ほ
か
、
選
抜
制
で
、

フ
ィ
リ
ピ
ン（
１
年
次
）と
ア
メ
リ
カ
・
ボ

ス
ト
ン（
２
年
次
）で
の
研
修
を
実
施
す
る
。

そ
れ
ら
の
海
外
研
修
を
機
に
大
き
く
伸
び

る
生
徒
が
少
な
く
な
い
と
、Ｓ
Ｇ
Ｈ
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
の
福
井
克
実
先
生
は
語
る
。

　
「
帰
国
後
、
多
く
の
生
徒
が
校
外
で
の

活
動
に
積
極
的
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
貧
困
問
題
に
取
り
組
む
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
活
動
に
参
加
し
た
生
徒
は
、
帰
国

後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
現
状
を
広
め
よ
う
と

情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
募
金
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
問
題
解
決
に

は
知
識
が
必
要
だ
と
、
授
業
で
も
意
欲
的

に
学
ぶ
よ
う
に
な
り
、
大
学
で
の
目
標
も

明
確
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
主
体
的

な
活
動
が
、
思
考
力
や
表
現
力
の
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

　

17
年
度
に
は
１
・
２
年
生
全
員
が
ベ

ネ
ッ
セ
の
「GPS-A

cadem
ic

」（
＊
１
）

を
受
検
し
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
活
動
と
の
相
関
を

分
析
。
そ
の
結
果
、
特
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
や

ボ
ス
ト
ン
の
研
修
の
参
加
者
は
、
協
働
的

思
考
力
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

図 「上田高校の教育が目指すもの」（ver.2）

＊学校資料をそのまま掲載

全
教
科
・
科
目
が
同
じ
方
向
性
で

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
を
推
進

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成
へ
の
対
応

1

＊１　ベネッセの教材の 1 つ。問題発見・解決に必要な 3 つの思考力（批判的思考力、協働的思考力、創造的思考力） を選択式、記述・論述式、質問紙で多面的に測るテスト。
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英
語
の
授
業
で
は
、リ
ス
ニ
ン
グ
・
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
３
技
能
と

と
も
に
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
育
成
も
強
化

し
よ
う
と
、
４
技
能
を
統
合
し
た
活
動
を

取
り
入
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
全
体
で
音

読
後
、
そ
の
要
点
を
英
語
で
説
明
し
合
う

ペ
ア
ワ
ー
ク
を
し
て
、
個
々
に
そ
の
内
容

を
英
文
で
書
く
。
そ
の
英
文
を
グ
ル
ー
プ

で
回
し
読
み
し
、
感
想
を
英
語
で
伝
え
合

う
と
い
っ
た
活
動
だ
。
活
動
を
テ
ン
ポ
よ

く
展
開
し
、
英
語
４
技
能
と
と
も
に
思
考

力
な
ど
の
育
成
に
も
結
び
つ
け
た
い
と
考

え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
英

会
話
レ
ッ
ス
ン
に
も
注
目
し
て
い
る
と
、

英
語
科
の
竹
内
光み

つ
の
り礼
先
生
は
言
う
。

　
「
17
年
度
、
試
験
的
に
ベ
ネ
ッ
セ
の

『O
nline Speaking T

raining

』（
＊
２
）

を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、多
く
の
生
徒
が
講

師
と
積
極
的
に
話
し
、『
も
っ
と
続
け
た

い
』
と
い
っ
た
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
英

語
が
不
得
意
な
生
徒
も
講
師
に
リ
ー
ド
さ

れ
、前
向
き
に
学
ぶ
姿
が
印
象
的
で
し
た
」

　

１
・
２
年
生
全
員
が
３
技
能
を
受
検
し

て
き
た
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
は
、

18
年
度
は
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
を
加
え
た
４
技

能
を
受
検
す
る
予
定
だ
。

　
「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
は
実
践
的
な
英
語
力
を
測

れ
る
上
に
、
Ｗ
Ｐ
Ｍ
（
＊
３
）
が
算
出
さ

れ
る
こ
と
も
指
導
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
に
は
、『
セ
ン
タ
ー
試
験
に
対
応
す

る
に
は
Ｗ
Ｐ
Ｍ
１
２
０
語
が
目
標
』
と
伝

え
て
い
ま
す
。『
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
』

に
な
る
と
、
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
竹
内
先
生
）

　

英
語
力
を
継
続
的
に
測
る
ツ
ー
ル
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
受
検
自
体
を
学
習
機
会

の
１
つ
と
し
て
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
を
活
用
し
て
い

る
同
校
だ
が
、17
年
度
の
１
・
２
年
生
で

は
、
16
年
度
の
同
学
年
よ
り
も
グ
レ
ー
ド

５（
＊
４
）以
上
の
上
位
層
が
大
幅
に
増
加
、

グ
レ
ー
ド
３
以
下
の
下
位
層
は
減
少
と
、

活
動
中
心
の
授
業
の
成
果
が
見
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
主
に
Ｓ
Ｇ
Ｈ
に
お
け
る

活
動
に
つ
い
て
、
年
３
回
、
ア
ン
ケ
ー
ト

形
式
で
学
習
過
程
を
振
り
返
る
自
己
評
価

や
、
２
年
次
の
学
年
末
に
課
題
研
究
を
通

し
て
学
ん
だ
こ
と
や
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

ま
と
め
た
「
学
び
の
報
告
書
」
な
ど
を
、

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
し
て
蓄
積
し
て
き

た
。

　
「
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
活
動
で
得
た
多
様
な
経
験

を
振
り
返
り
、
自
分
は
ど
の
よ
う
な
成
長

を
遂
げ
た
の
か
を
考
え
て
、
他
者
に
伝
わ

る
よ
う
に
ま
と
め
る
指
導
に
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
」（
福
井
先
生
）

　

そ
の
よ
う
な
過
程
を
通
し
て
、
生
徒
は

自
身
の
成
長
を
自
覚
し
て
い
く
と
、
廣
田

教
頭
は
言
う
。

　
「
１
年
次
の
自
分
と
比
べ
て
、
ど
の
経

験
を
通
し
て
、
自
分
の
何
が
成
長
し
た
の

か
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
、
次
の
学
び
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
自
覚

を
十
分
に
得
る
こ
と
が
、
結
果
的
に
大
学

入
試
な
ど
で
自
分
自
身
を
語
れ
る
力
に
も

つ
な
が
り
ま
す
」

　

現
在
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
に
お
け
る
多
面
的
評
価

を
他
教
科
に
広
げ
て
い
く
手
法
を
模
索
し

て
い
る
。
ま
た
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
進
路
指
導
の
あ
り
方

も
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
と
、
進
路
指
導

主
事
の
菊
池
文
明
先
生
は
語
る
。

　
「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
学
び
の
履
歴
を

蓄
積
す
る
と
と
も
に
、
教
育
活
動
全
体
で

表
現
力
を
育
む
こ
と
で
、
生
徒
が
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
こ
と
は
広
が
り
ま
す
。
大
学
入

試
が
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
中
で
、Ａ
Ｏ
・

推
薦
入
試
も
視
野
に
入
れ
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
個
々
の
希
望
や
適
性
に
応
じ
た
進
路

指
導
を
展
開
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
た
改
革
の
方
向
性
を
変
え
る
こ

と
な
く
、
新
た
な
大
学
入
試
を
受
験
す
る

こ
と
に
な
る
新
１
年
生
を
迎
え
入
れ
る
。

　
「
単
発
的
な
取
り
組
み
を
性
急
に
取
り

入
れ
る
の
で
は
な
く
、
本
来
目
指
す
べ
き

教
育
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
十
分
に
議
論
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
先
生
が
何
を
す
べ
き
か
を
考
え

て
対
応
す
る
。
そ
れ
が
回
り
道
の
よ
う
に

見
え
て
、
結
局
は
一
番
の
近
道
な
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
」（
内
堀
校
長
）

　
「
協
働
学
習
や
研
究
発
表
な
ど
、
課
題

研
究
で
効
果
的
だ
っ
た
学
び
の
要
素
は
、

教
科
指
導
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
、授
業

改
善
に
生
か
し
て
い
ま
す
」（
廣
田
教
頭
）

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

進
路
指
導
の
あ
り
方
も
見
直
す

多
面
的
評
価
へ
の
対
応

3

＊２　ベネッセが提供するサービスの１つ。Skype を活用したオンラインでのマンツーマンのプログラムで、主に中学・高校生を対象に、学習指導要領に沿って開発された教
材でレッスンを行う。CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）に基づき、レベルに応じて約 120 のコンテンツを用意。　＊３　words per minute の略。１分間で読むことがで
きる語数のこと。　＊４　グレードは１〜７まであり、グレード 5 は高校卒業時の目安となる。

英
語
４
技
能
を
総
合
的
に
伸
ば
す
よ
う
活
動
を
工
夫
し
、

そ
の
成
果
を
民
間
の
資
格
・
検
定
試
験
で
継
続
的
に
測
定

英
語
４
技
能
の
育
成
と
評
価
へ
の
対
応

2
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２
０
１
７
年
度
に
創
立
10
周
年
を
迎
え

た
中
高
一
貫
校
の
京
都
産
業
大
学
附
属
中

学
校
・
高
校
で
は
、大
学
進
学
実
績
を
年
々

高
め
る
一
方
、
教
育
活
動
に
お
け
る
不
易

と
流
行
を
踏
ま
え
た
学
校
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
る
。福ふ

け家
崇
明
校
長
は
こ
う
語
る
。

　
「
時
代
が
変
化
し
て
も
、
本
校
の
校
訓

で
あ
る
『
知
性
・
品
格
・
気
概
』
を
育
む

と
い
う
本
質
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を

土
台
と
し
て
、
社
会
や
教
育
環
境
の
変
化

に
応
じ
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら

れ
る
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
の
主
体
的
・

協
働
的
な
学
び
を
、
い
か
に
し
て
充
実
さ

せ
て
い
く
の
か
を
議
論
し
て
き
ま
し
た
」

　

そ
の
議
論
が
活
発
化
し
た
契
機
は
、電

子
黒
板
や
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
導
入
だ
っ
た
。17
年
９
月
、
教
育

活
動
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
目
指
し
、国
語
、

地
理
歴
史
・
公
民
、数
学
、
理
科
、
英
語
、

情
報
科
の
教
師
と
管
理
職
を
メ
ン
バ
ー
と

す
る
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、

教
科
を
超
え
た
情
報
共
有
を
図
っ
た
。
山

田
亘わ

た
る

副
校
長
は
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
委
員
会
設
置
の
当
初
の
ね
ら
い
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
方
法
の
共
有
で
し
た

が
、
次
第
に
授
業
の
本
質
的
な
議
論
に
発

展
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
学
力

の
３
要
素
の
う
ち
、
主
体
性
や
協
働
性
の

育
成
に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

共
通
認
識
に
至
り
ま
し
た
」

　

主
体
性
や
協
働
性
を
育
む
授
業
づ
く
り

を
検
討
す
る
際
に
は
、同
校
が
そ
れ
ま
で

力
を
入
れ
て
き
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
参

考
に
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
京
都
産
業

大
学
へ
の
内
部
進
学
を
目
指
す「
Ｋ
Ｓ
Ｕ

コ
ー
ス
」
で
は
、
開
校
当
初
か
ら
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
充
実
さ
せ
、
生
徒
が
主
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
そ
の
柱
の
１
つ
が
、
情
報
科
の
授
業

と
連
携
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
情
報
科
主

任
の
森
本
岳た

か
し

先
生
は
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
情
報
科
は
大
学
入
試
で
課
さ
れ
る
教

科
で
は
な
い
た
め
、
生
徒
が
高
い
学
習
意

欲
を
持
つ
か
ど
う
か
は
、
物
事
の
本
質
を

突
き
詰
め
て
考
え
、
そ
れ
を
他
者
に
伝
え

る
と
い
う
、
主
体
的
な
学
び
の
過
程
そ
の

も
の
を
楽
し
め
る
か
に
懸
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
問
題
解
決
型
学
習
や
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）

の
視
点
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
主
体
性
や

協
働
性
を
発
揮
し
て
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

つ
く
っ
て
き
ま
し
た
」

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
生
徒
に
育
成
し
た

い
資
質
・
能
力
を
「
情
報
活
用
能
力
」「
主

体
的
に
適
応
す
る
能
力
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
と
発
想
力
」
と
し
、
そ
れ
ら
の
育
成

に
向
け
て
、
企
業
か
ら
提
示
さ
れ
た
課
題

に
チ
ー
ム
で
取
り
組
み
、
調
査
や
企
画
立

案
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し

た
探
究
活
動
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
情
報
科

で
培
っ
て
き
た
学
び
の
手
法
を
、
他
教
科

に
も
応
用
し
よ
う
と
、
各
教
科
で
は
精
力

的
に
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

京
都
府
・
私
立
京
都
産
業
大
学
附
属
中
学
校
・
高
校

教
育
の
不
易
と
流
行
の
観
点
か
ら
、

組
織
的
に
授
業
改
善
に
取
り
組
む
仕
組
み
を
構
築

京
都
産
業
大
学
附
属
中
学
校
・
高
校
は
、
高
大
接
続
改
革
の
進
展
を
機
に
、
教
育
の
不
易
と
流
行
の
観
点
か
ら
、
自
校
の
生
徒
に

育
み
た
い
資
質
・
能
力
を
再
確
認
。
当
初
は
、
各
教
科
が
各
コ
ー
ス
の
視
点
で
個
別
に
授
業
改
善
を
進
め
て
い
た
が
、
徐
々
に

組
織
的
に
取
り
組
む
仕
組
み
を
構
築
し
、
コ
ー
ス
横
断
に
よ
る
学
校
全
体
で
の
高
大
接
続
改
革
へ
の
対
応
に
ま
い
進
し
て
い
る
。

京
都
産
業
大
学
附
属
中
学
校
・
高
校

松
浦
京
子
　ま
つ
う
ら
・
き
ょ
う
こ

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

11
年
目
。
英
語
科
主
任
。

京
都
産
業
大
学
附
属
中
学
校
・
高
校

副
校
長

山
田
　亘
　や
ま
だ
・
わ
た
る

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

11
年
目
。

京
都
産
業
大
学
附
属
中
学
校
・
高
校

校
長福家

崇
明
　ふ
け
・
た
か
あ
き

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

11
年
目
。

教
育
の
不
易
と
流
行
を
踏
ま
え

主
体
的
・
協
働
的
な
学
び
を
充
実

２
０
１
８
年
度
に
向
け
た
全
体
方
針

事例 3

京
都
産
業
大
学
附
属
中
学
校
・
高
校

森
本
　岳
　も
り
も
と
・
た
か
し

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
情
報
科
主
任
。

京
都
産
業
大
学
附
属
中
学
校
・
高
校

中
尾
健
二
　な
か
お
・
け
ん
じ

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

11
年
目
。
生
徒
部
主
任
。
地
理
歴

史
・
公
民
科
主
任
。
２
学
年
担
任
。

＊プロフィールは2018年３月時点のものです

 Apr i l  201813

特集

「大学入学共通テスト」初実施学年が入学

3つの教育課題にどう取り組むか



　
「
現
在
は
取
り
組
み
の
次
の
段
階
と
し

て
、
教
科
ご
と
の
組
織
的
な
動
き
が
活
発

に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
時
代
に

求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
、
そ
し
て
、
そ

の
育
成
・
評
価
を
目
的
と
し
た
高
大
接
続

改
革
へ
の
対
応
を
念
頭
に
、学
校
を
挙
げ

て
、
教
師
、
生
徒
の
意
識
を
変
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
山
田
副
校
長
）

　

同
校
で
は
、
従
来
か
ら
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
等
の
育
成
や
、国
公
立
大
学

の
個
別
学
力
検
査
へ
の
対
応
と
し
て
、記

述
力
の
指
導
に
力
を
入
れ
て
き
た
。自
校

の
高
校
入
試
で
も
、
思
考
の
プ
ロ
セ
ス
を

記
述
さ
せ
る
問
題
を
多
く
出
し
て
い
る
。

　
「『
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
』
で
は
記
述

式
問
題
も
出
題
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
生
徒
に
確
か
な
記
述
力
を
育
成
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
指
導
を
基
に
、
授
業
改
善
を
組
織

的
に
進
め
て
い
ま
す
」（
山
田
副
校
長
）

　

そ
の
先
陣
を
切
っ
た
の
は
、地
理
歴
史
・

公
民
科
だ
。
17
年
度
に
「
授
業
づ
く
り
研

究
会
」
を
発
足
さ
せ
、
授
業
改
善
を
図
っ

て
き
た
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
主
任
の
中

尾
健
二
先
生
は
、
そ
の
課
題
意
識
を
次
の

よ
う
に
語
る
。

　
「
生
徒
の
学
力
の
多
層
化
が
要
因
な
の

か
、
50
分
間
、
集
中
力
が
続
か
な
い
生
徒

が
増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
実
態
に
加
え
、
今
後
の
教
育
改
革
の

流
れ
を
踏
ま
え
て
、
Ａ
Ｌ
の
視
点
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
導
入
に
よ
り
、
教
科
の
本
質
を

捉
え
た
学
び
の
面
白
さ
を
実
感
さ
せ
る
授

業
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
ま
す
」

　

同
研
究
会
で
は
、ま
ず
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
パ
タ
ー
ン〈
教
師
編
〉」（
＊
）

の
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
を
活
用
し
、
Ａ
Ｌ

に
関
す
る
工
夫
を
ど
の
程
度
実
践
で
き
て

い
る
か
を
領
域
ご
と
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
授

業
の
実
態
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
「
本
校
の
教
師
は
、
教
師
と
し
て
の
哲

学
を
持
ち
、
自
身
が
学
び
続
け
よ
う
と
す

る
意
識
や
意
欲
が
高
い
集
団
で
あ
る
と
い

う
好
ま
し
い
結
果
が
出
ま
し
た
。
そ
の
一

方
、
教
師
が
生
徒
と
同
じ
側
に
立
つ
こ
と

や
学
習
内
容
が
つ
な
が
っ
て
い
く
感
動
を

味
わ
わ
せ
る
な
ど
の
項
目
が
弱
く
、
ま
さ

に
、
次
期
学
習
指
導
要
領
で
求
め
ら
れ
て

い
る
授
業
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
結

論
に
至
り
ま
し
た
」（
中
尾
先
生
）

　

そ
こ
で
同
研
究
会
で
は
、
様
々
な
勉
強

会
や
報
告
会
を
行
い
、
授
業
改
善
を
進
め

て
い
る
。初
回
は「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」

の
プ
レ
テ
ス
ト
の
分
析
と
、
そ
れ
に
基
づ

く
授
業
づ
く
り
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　
「
歴
史
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
指

導
で
通
用
す
る
部
分
も
あ
る
と
い
う
指
摘

も
あ
り
ま
し
た
が
、
史
料
か
ら
歴
史
的
事

実
や
そ
の
背
景
を
考
察
す
る
よ
う
な
問
題

は
、
知
識
習
得
型
の
学
習
だ
け
で
は
対
応

が
難
し
く
、
教
科
の
本
質
を
理
解
し
て
い

な
い
と
太
刀
打
ち
で
き
な
い
と
感
じ
ま
し

た
」（
中
尾
先
生
）

　

出
題
傾
向
等
の
分
析
結
果
を
共
有
し
た

上
で
、
授
業
改
善
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

「
授
業
の
中
に
『
問
い
』
を
つ
く
る
こ
と
」

「
年
度
当
初
、
も
し
く
は
学
期
初
め
に
、

生
徒
に
授
業
計
画
（
単
元
計
画
）
を
明
確

に
示
す
こ
と
」「
生
徒
の
失
敗
を
許
容
す

る
こ
と
」「
活
動
の
成
果
や
結
果
を
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
と
し
て
記
録
し
、
生
徒
同
士

の
相
互
評
価
を
行
う
こ
と
」
と
い
っ
た
授

業
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
共
有
し
た
。

　

す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
授
業
づ
く
り
に

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
が
有
効
で
は
な
い

か
と
い
う
意
見
が
上
が
り
、
50
代
の
ベ
テ

図 2017年度　高校１年（特進コース）「現代社会」冬季休業課題

＊学校資料をそのまま掲載

教
科
ご
と
に
深
め
た
議
論
の
内
容
を

校
内
で
共
有
し
て
授
業
改
革
を
推
進

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成
へ
の
対
応

1

＊　株式会社クリエイティブシフトと株式会社ベネッセコーポレーションが共同開発した教師用教材。アクティブ・ラーニングの視点を取り入れた指導の工夫・コツを抽出し、
パターン・ランゲージにより言語化しており、「アセスメント」「カード」「冊子」の 3点で構成される。
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進
学
コ
ー
ス
で
は
、
定
期
考
査
や
模
擬

試
験
、
各
教
科
の
成
果
物
を
フ
ァ
イ
ル
に

と
じ
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
作
成
を
行
っ

て
き
た
。
今
後
は
、
評
価
の
対
象
を
課

外
活
動
や
個
人
的
な
活
動
な
ど
に
ま
で
広

げ
、多
面
的
評
価
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

そ
こ
で
、
新
た
な
仕
組
み
と
し
て
、
18
年

度
の
早
い
段
階
で
１
学
年
へ
のｅ
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
導
入
を
考
え
て
い
る
。

　
「
様
式
が
変
更
さ
れ
る
調
査
書
に
対
応

す
る
目
的
も
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
の
成
長

を
促
す
た
め
に
は
、
定
期
考
査
な
ど
の
結

果
だ
け
で
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
活
動
に
着
目
し
て
背
中
を

押
し
て
あ
げ
た
り
、
自
分
の
成
長
過
程
が

目
に
見
え
る
よ
う
な
仕
組
み
を
整
え
た
り

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

資
質
・
能
力
を
確
実
に
伸
ば
し
つ
つ
、
調

査
書
な
ど
の
対
応
に
も
つ
な
が
る
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
仕
組
み
を
構
築
し
た
い
と
思

い
ま
す
」（
山
田
副
校
長
）

　

一
連
の
学
校
改
革
を
推
進
す
る
上
で
の

課
題
は
、様
々
な
取
り
組
み
の
組
織
化
だ
。

　
「
教
師
や
教
科
に
よ
る
個
別
の
試
み
は

着
実
に
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。
管
理
職
の

役
割
と
し
て
、
そ
れ
を
学
校
と
し
て
の
取

り
組
み
に
す
る
た
め
の
組
織
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
ま
す
」（
山
田
副
校
長
）

　

英
語
科
で
は
「
４
技
能
の
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
授

業
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
英
語
科
主
任

の
松
浦
京
子
先
生
は
こ
う
語
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
も
４
技
能
統
合
型
の
指
導

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
に
課
題
の
あ
る
生
徒
が
少
な
く
な

い
た
め
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ス

ピ
ー
チ
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
、
多
様

な
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

　

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
強
化
の
一
環
と
し
て
、

18
年
度
の
１
学
年
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
の

英
会
話
レ
ッ
ス
ン
を
導
入
す
る
。
17
年
度　

に
オ
ン
ラ
イ
ン
の
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
を
試

行
し
た
際
に
は
、事
前
の
授
業
で
自
己
紹

介
を
し
た
り
、相
手
に
質
問
し
た
り
す
る

活
動
を
繰
り
返
し
行
っ
て
か
ら
、講
師
と

の
１
対
１
の
会
話
に
臨
ま
せ
た
。

　
「
事
前
の
活
動
に
よ
り
、『
自
分
に
つ
い

て
話
し
た
い
』『
相
手
に
つ
い
て
知
り
た

い
』と
い
っ
た
気
持
ち
が
高
ま
っ
た
た
め
、

実
際
の
レ
ッ
ス
ン
で
も
生
徒
は
意
欲
的
に

話
し
、
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
授

業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
を

連
携
さ
せ
、
よ
り
効
果
的
に
指
導
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
松
浦
先
生
）

　

ま
た
、
進
学
コ
ー
ス
（
文
理
・
Ｋ
Ｓ
Ｕ
）

の
生
徒
の
み
だ
っ
た
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
Ｇ
Ｔ

Ｅ
Ｃ
」
の
受
検
対
象
を
、
18
年
度
か
ら
特

進
コ
ー
ス
の
生
徒
に
も
広
げ
る
予
定
だ
。

　
「
英
語
の
資
格
・
検
定
試
験
は
、
自
身

の
英
語
力
を
客
観
的
に
捉
え
る
だ
け
で
は

な
く
、英
語
を
多
面
的
に
捉
え
て
学
習
し
、

４
技
能
の
バ
ラ
ン
ス
よ
い
育
成
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
松
浦
先
生
）

ラ
ン
教
師
が
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
い
た

い
が
、
使
い
方
が
分
か
ら
な
い
」
と
発
言

し
た
。
そ
こ
で
、
２
回
目
の
研
究
会
は
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
に
つ

い
て
の
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
た
。

　

３
回
目
は
、
中
尾
先
生
が
次
期
学
習
指

導
要
領
に
つ
い
て
解
説
し
、
若
手
教
師
が

Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
の
実
践

を
報
告
。
続
く
４
回
目
は
、
新
任
の
教
師

の
授
業
を
見
学
し
、
そ
れ
を
基
に
指
導
の

よ
い
点
や
改
善
点
を
指
摘
し
合
っ
た
。

　

研
究
会
で
様
々
な
工
夫
を
共
有
し
た
こ

と
で
、
生
徒
に
出
す
課
題
の
内
容
も
変
化

し
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
現
代
社
会
で

は
、
冬
季
休
業
中
に
、「
２
０
１
８
年
は

こ
う
い
う
年
に
な
る
」
と
い
う
趣
旨
に
該

当
す
る
新
聞
記
事
を
切
り
抜
き
、
そ
の
内

容
を
テ
ー
マ
に
コ
ラ
ム
を
書
く
と
い
う
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
出
し
た
（
図
）。

　

そ
う
し
た
授
業
改
善
の
動
き
を
全
校
に

広
め
よ
う
と
、
18
年
３
月
に
行
う
５
回
目

は
、
他
教
科
の
教
師
に
も
参
加
を
呼
び
か

け
、
こ
れ
ま
で
研
究
会
で
議
論
し
て
き
た

授
業
づ
く
り
に
関
す
る
知
見
を
全
校
で
共

有
す
る
予
定
だ
。

　
「
今
後
、
他
教
科
と
の
連
携
を
強
化
し
、

学
校
全
体
で
授
業
改
善
を
加
速
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
中
尾
先
生
）

生
徒
の
資
質
・
能
力
を
伸
ば
す
た
め
、

ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
導
入
を
検
討

多
面
的
評
価
へ
の
対
応

3

授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
を

連
携
さ
せ
た
指
導
で
、
英
語
４
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
む

英
語
４
技
能
の
育
成
と
評
価
へ
の
対
応

2
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「大学入学共通テスト」初実施学年が入学

3つの教育課題にどう取り組むか



　

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
発
達
な
ど
を
背

景
に
、
予
測
困
難
な
変
化
を
遂
げ
て
い
く

社
会
を
生
き
る
生
徒
が
未
来
を
切
り
拓
い

て
い
け
る
よ
う
、
学
校
教
育
に
お
い
て
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
（
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
）
の
３
つ
の
柱
が
、
次
期
学
習
指
導

要
領
に
お
い
て
明
確
化
さ
れ
た
。
そ
れ
は

す
な
わ
ち
、「
生
き
て
働
く
知
識
・
技
能
」

「
未
知
の
状
況
に
も
対
応
で
き
る
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
」「
学
び
を
人
生
や

社
会
に
生
か
そ
う
と
す
る
学
び
に
向
か
う

力
・
人
間
性
等
」
だ
。
本
誌
で
は
、
各
校

が
積
み
重
ね
て
き
た
成
果
、
伝
統
を
土
台

に
し
な
が
ら
、
自
ら
未
来
を
切
り
拓
き
、

家
庭
や
地
域
、
社
会
の
期
待
に
沿
え
る
資

質
・
能
力
を
備
え
た
人
材
を
育
て
る
た
め

の
学
校
づ
く
り
の
視
点
を
「
学
校
教
育
デ

ザ
イ
ン
」
と
名
づ
け
、
２
０
１
７
年
度
、

４
号
に
わ
た
り
、
先
進
校
事
例
な
ど
を
交

え
な
が
ら
特
集
記
事
を
展
開
し
て
き
た
。

　
「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
は
、
学
校
教

育
目
標
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
指
導
計
画

の
策
定
、
授
業
・
指
導
実
践
、
そ
の
評
価
・

検
証
、
授
業
・
指
導
改
善
ま
で
の
一
連
の

サ
イ
ク
ル
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
学
校
改
革

の
営
み
で
あ
る
。
現
在
、
全
国
の
学
校

が
社
会
環
境
、
教
育
環
境
の
変
化
に
対
応

す
べ
く
、「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
を
描

く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
高
校
教
育

は
、20
年
度
に
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」

の
実
施
、
22
年
度
に
次
期
学
習
指
導
要
領

の
実
施
と
、
大
き
な
変
化
が
続
く
。
そ
の

た
め
、「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
を
受

験
す
る
生
徒
が
入
学
す
る
18
年
４
月
か
ら

は
、
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
生
徒
に

育
み
、
ど
の
よ
う
な
教
育
課
程
や
指
導
計

画
を
策
定
し
て
、
ど
の
よ
う
に
授
業
や
評

価
方
法
を
改
善
す
る
の
か
を
学
校
全
体
で

考
え
て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ

る
。

　

常
に
生
徒
を
見
守
り
な
が
ら
育
て
、
新

し
い
時
代
に
向
き
合
お
う
と
奮
闘
す
る
各

校
の
取
り
組
み
を
、
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
紹

介
し
て
い
く
。

■「学校教育デザイン」の概念図

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

カリキュラム
・指導計画

を通じて実現

授業・
指導実践

を通じて実現

評価・検証

授業・
指導改善

カリキュラム・マネジメント

学校教育
目標

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
て

実
現
さ
れ
る
学
校
改
革
の
営
み
の
サ
イ
ク
ル

社会の変化を受けて、教育環境が大きく変わろうとしている今、
各校にはこれからの時代を担う人材を育成するための教育のあり方が問われている。

「これからの学校」の視点に立ち、
改革を進める全国の高校の取り組みを紹介していく。

「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
と
は
？

改革事例から導く！

学校教育デザインを描く道標
しるべ
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青
森
県
立
青
森
高
校
は
、
２
０
１
８
年

１
月
、
青
森
高
校
で
身
に
つ
け
る
10
の
資

質
・
能
力
を「
青
高
力
」と
し
て
定
義
し
た
。

こ
れ
は
、
か
ね
て
よ
り
掲
げ
る
「
目
指
す

生
徒
像
（
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
）」
の
実

現
に
向
け
て
、
学
校
の
諸
活
動
を
よ
り
よ

い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
の
一
歩
で
あ
る

と
成
田
昌
造
校
長
は
説
明
す
る
。

　
「
14
年
度
よ
り
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
以
下
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）、
17

年
度
か
ら
は
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
（
以
下
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
指
定
校

と
な
り
、
一
層
多
様
化
し
た
教
育
活
動
に

１
つ
の
方
向
性
の
下
で
取
り
組
む
た
め
、

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
明
確
化
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」（
成
田
校
長
）

　

資
質
・
能
力
の
定
義
は
、
全
教
師
に
よ

る
議
論
を
通
じ
て
進
め
ら
れ
た
（
図
１
）。

ま
ず
、
大
瀬
幸ゆ

き

治は
る

教
頭
が
た
た
き
台
と
し

て
、
育
成
を
目
指
す
11
の
資
質
・
能
力
を

提
示
し
た
。

　
「
生
徒
の
気
質
や
志
望
進
路
を
踏
ま
え

て
、
具
体
的
な
言
葉
で
表
現
し
、
各
分
掌
・

学
年
に
提
示
し
ま
し
た
」（
大
瀬
教
頭
）

　

各
分
掌
・
学
年
か
ら
の
意
見
を
反
映
さ

せ
て
、
大
瀬
教
頭
は
さ
ら
に
た
た
き
台
を

練
り
上
げ
た
。
そ
し
て
、
成
田
校
長
直
下

で
組
織
さ
れ
た
若
手
、
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー

中
心
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
へ
と

さ
ら
な
る
検
討
を
引
き
継
い
だ
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、「
10
年
、

20
年
後
も
解
釈
が
ぶ
れ
な
い
資
質
・
能
力

の
定
義
」
を
目
指
し
、「
資
質
・
能
力
の

３
つ
の
柱
」
と
「
綱
領
」
の
２
つ
の
観
点

で
検
討
を
進
め
た
（
Ｐ
．18
図
２
上
）。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
笠
井
敦
司
先
生

青
森
県
立
青
森
高
校

◎
青
森
県
第
三
中
学
校
を
前
身
と
す
る
旧
青
森
県
立
青
森

高
校
と
、
青
森
県
立
第
三
高
等
女
学
校
を
前
身
と
す
る
旧

青
森
県
立
青
森
女
子
高
校
が
統
合
し
て
生
ま
れ
た
、
県
内

で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
高
校
の
１
つ
。綱
領
と
し
て「
自

律
自
啓
」「
誠
実
勤
勉
」「
和
協
責
任
」
の
３
つ
を
掲
げ
る
。

◎
設
立　

１
9
0
0
（
明
治
33
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
１
７
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公

立
大
は
、
北
海
道
大
、
弘
前
大
、
東
北
大
、
東
京
大
、
一

橋
大
、
大
阪
大
な
ど
に
１
５
６
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
東
京
理
科
大
、
明
治
大
、
早
稲
田
大
な
ど

に
延
べ
１
６
３
人
が
合
格
。

◎ U
RL　

http://w
w

w
.aom

ori-h.asn.ed.jp/

図１

「青森高校で身につける資質・能力」
策定の流れ

２
０
１
７
年

２
０
１
８
年

９月
育成を目指す資質・能力のたた
き台を各分掌・学年に提示

▼

10月
上旬

各分掌・学年からの意見を基に
プロジェクトチームで検討・整
理

▼

10月
下旬

10 項目にまとめられた育成を
目指す資質・能力に、各学年・
分掌が各活動・行事をプロット

▼

11月
育成を目指す資質・能力を職員
会議に提示し、承認を受ける

▼

12月
育成を目指す資質・能力の評価
方法に関する教員研修を実施

▼

１月
育成を目指す資質・能力を「青
高力」として学校ホームページ
上で公開

＊学校資料を基に編集部で作成

育成を目指す資質・能力を
「資質・能力の３つの柱」「綱領」の
観点で集約し、諸活動にプロットする

青森県立青森高校

青
森
県
立
青
森
高
校

當
麻
進
仁
　た
い
ま
・
の
ぶ
ひ
と

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
探
究
学
習
部
主
任
。
英

語
科
。

青
森
県
立
青
森
高
校

笠
井
敦
司
　か
さ
い
・
あ
つ
し

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。
進
路
指
導
主
事
。
国
語

科
。

青
森
県
立
青
森
高
校
教
頭

大
瀬
幸
治
　お
お
せ
・
ゆ
き
は
る

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。

青
森
県
立
青
森
高
校
校
長

成
田
昌
造
　な
り
た
・
し
ょ
う
ぞ
う

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

＊プロフィールは2018年３月時点のものです

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を

「
青せ

い

高こ
う

力」
と
し
て
定
義

改革事例C A S E

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

授業・
指導実践

を通じて実現

評価・検証

カリキュラム・マネジメント

カリキュラム
・指導計画

授業・
指導改善

学校教育
目標

今回
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は
、そ
の
経
緯
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
本
校
の
綱
領
は
、『
自
律
自
啓
』『
誠

実
勤
勉
』『
和
協
責
任
』
の
３
つ
で
す
。

綱
領
を
じ
っ
く
り
と
見
て
い
る
う
ち
に
、

『
自
啓
』『
和
協
』
な
ど
、
本
校
の
卒
業
生

が
愛
す
る
精
神
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
や
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の

活
動
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
と
共
通

し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
本

校
に
お
い
て
不
変
の
綱
領
と
、
変
化
す
る

社
会
で
求
め
ら
れ
る
『
資
質
・
能
力
の
３

つ
の
柱
』の
２
つ
の
観
点
で
検
討
す
れ
ば
、

本
校
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
が
、

生
徒
、
教
師
に
と
っ
て
よ
り
深
く
理
解
・

納
得
で
き
る
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
」（
笠
井
先
生
）

　

さ
ら
に
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、

Ｓ
Ｇ
Ｈ
や
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
に
よ
っ
て
多

様
化
し
た
活
動
・
行
事
を
体
系
的
に
理
解

す
る
た
め
に
、
各
活
動
・
行
事
が
ど
の
資

質
・
能
力
を
育
成
す
る
の
か
を
俯
瞰
す
る

４
象
限
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
（
図
２
下
）。

こ
れ
は
、
各
活
動
・
行
事
を
い
ず
れ
の
象

限
に
置
く
か
に
よ
っ
て
ど
の
資
質
・
能
力

を
育
む
の
か
が
変
わ
る
だ
け
で
な
く
、
そ

の
活
動
・
行
事
で
ど
の
よ
う
な
指
導
を
行

う
の
か
も
変
化
し
て
く
る
。
や
や
も
す
る

と
「
こ
な
す
こ
と
」
が
目
的
化
し
が
ち
な

各
活
動
・
行
事
に
対
し
て
、「
ど
の
資
質
・

能
力
を
育
む
た
め
な
の
か
」
を
常
に
意
識

し
て
向
き
合
う
た
め
の
マ
ッ
プ
だ
。

　
「
各
担
当
が
各
活
動
・
行
事
の
実
施
要

項
を
作
成
す
る
際
に
は
、
マ
ッ
プ
を
参
考

に
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
具
体

的
に
挙
げ
て
い
き
ま
す
。
担
当
に
よ
っ
て

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
が
異
な
る
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
一
人
ひ
と
り
の

教
師
の
個
性
を
生
か
し
、
活
動
・
行
事
の

形
骸
化
を
防
ぐ
と
い
う
意
味
で
も
、
よ
い

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
笠
井
先
生
）

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
の
検
討
を
経

て
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
は
10
の

力
で
整
理
さ
れ
、「
青
高
力
」
と
名
づ
け

ら
れ
た（
図
３
）。さ
ら
に
、各
分
掌
に
よ
っ

て
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
活
動
・
行
事
が

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目

指
し
て
い
る
の
か
を
◎
、
○
で
明
示
し
た

表
を
作
成
し
た
（
図
４
）。

　

各
活
動
・
行
事
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、
教

師
は
指
導
の
メ
リ
ハ
リ
が
つ
け
や
す
く
な

図２

育成を目指す資質・能力の分類・集約とマトリックスの作成

■育成を目指す資質・能力の分類・集約

■活動・行事をプロットし、青森高校を俯瞰する

育成を目指す資質・能力
（大瀬教頭案）

❷分析的思考力
＋

❹協働力

❶知識・技能
＋

❹協働力

❷分析的思考力
＋

❺主体的行動力

❶知識・技能
＋

❺主体的行動力

プロジェクト学習、Ｍプロ、科学
の甲子園、ＳＧＨやＳＳＨの諸活
動、青高祭など

授業におけるグループワーク、体
育祭、炊事遠足

「科学者の卵」養成講座、個人的
な課題研究、論文作成、学部・学
科研究、諸体験事業への参加

教科における基礎・基本の徹底、
「予習→授業→復習」サイクルの
確立、入試過去問題研究、模試
の解き直し、検定試験、語学

育成を目指す資質・能力
（資質・能力の３つの柱で

分類・集約）

綱領との
対応

タ
テ
軸

ヨ
コ
軸

自
律

和
協

自啓

勤勉

１	知力・学力

２	論理的思考力

３	批判的思考力

４	課題発見力

５	分析力

６	表現・発信力

７	コラボレーション力

８	コミュニケーション力

９	行動力

10	自己管理能力

11	自己実現力

知識・技能
❶知識・技能

思考力・判断力・表現力
❷分析的思考力
　（課題発見・原因分析・
　課題解決）

❸表現・発信力

学びに向かう力・人間性
❹協働力

❺主体的行動力
　（自己管理・自己実現の
　ための行動）

勤勉

自啓

和協

自律

評
価
方
法
を
確
立
さ
せ

教
科
指
導
を
含
め
た
改
善
へ

＊学校資料を基に編集部で作成
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導
か
れ
た
道
標

る
。
指
導
改
善
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
同

校
が
今
、
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
評
価

方
法
の
研
究
だ
。
中
心
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
同
校
の
探
究
学
習
を
牽
引
す
る
、
探

究
学
習
部
主
任
の
當た

い

麻ま

進の
ぶ

仁ひ
と

先
生
だ
。

　
「
本
校
で
は
、全
学
年
混
合
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
学
習
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
活
動
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

を
Ｃ
Ａ
Ｎ
│

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
で
整
理
し
、
生

徒
の
自
己
評
価
に
活
用
し
て
き
ま
し
た
。

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
ベ
ー
ス
の
活
動
で
は
、

Ｃ
Ａ
Ｎ
│

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
が
あ
る
こ
と
で
、

生
徒
も
教
師
も
資
質
・
能
力
を
意
識
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
学
習
で
培
っ
て
き
た
評
価
方
法
を
、
新

し
く
定
義
さ
れ
た
青
高
力
と
す
り
合
わ
せ

て
、
新
た
な
評
価
軸
を
作
成
し
、
学
校
の

諸
活
動
で
の
評
価
に
生
か
し
て
い
く
よ
う

に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
」（
當
麻
先
生
）

　

既
に
同
校
で
は
、
資
質
・
能
力
の
評
価

方
法
に
関
す
る
校
内
研
修
を
実
施
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
学
習
の
最
終
レ
ポ
ー
ト
を
材
料

に
、
青
高
力
の
一
つ
ひ
と
つ
の
資
質
・
能

力
に
つ
い
て
、
到
達
度
を
示
す
評
価
基
準

の
尺
度
に
基
づ
き
、
実
際
に
教
師
た
ち
が

レ
ポ
ー
ト
の
評
価
に
取
り
組
ん
だ
。

　
「
資
質
・
能
力
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す

る
の
か
を
明
確
に
し
、
生
徒
に
も
共
有
し

て
い
く
こ
と
で
、
生
徒
は
自
覚
的
に
学
び

に
向
か
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
教

師
の
評
価
と
自
己
評
価
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
か

ら
、
さ
ら
に
深
く
、
多
角
的
に
自
分
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」（
成
田
校
長
）

　

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
各
教
科

で
も
評
価
す
る
た
め
、
18
年
度
の
シ
ラ
バ

ス
に
は
、
資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
と
青

高
力
で
の
評
価
の
観
点
・
内
容
、
評
価
方

法
が
記
載
さ
れ
る
。

　
「
青
高
力
を
生
徒
に
周
知
し
な
が
ら
、

各
教
科
の
授
業
改
善
に
結
び
つ
け
て
い
く

の
が
18
年
度
の
テ
ー
マ
で
す
。
新
し
い
取

り
組
み
で
す
か
ら
、
今
後
も
壁
に
ぶ
つ
か

る
場
面
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
教

師
が
悩
ん
だ
分
、
生
徒
は
変
化
、
成
長
し

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
私
た

ち
教
師
に
も
学
び
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」（
成
田
校
長
）

図３

図４

目指す生徒像と育成を目指す資質・能力（青
せい

高
こう

力）

各活動・行事で育成を目指す資質・能力

目指す生徒像

育成を目指す資質・能力（青高力）

主体性と協調性をもって果敢に未来を切り拓く生徒
•自己管理の態度と心身の健康に努める生徒
•多様性を尊重し社会規範を遵守する生徒
•主体的に課題を発見し、最適解を探究する生徒

知力・学力 各教科の内容を理解し、それを活用する力

課題発見力 複数の統計や資料から、改善・克服すべき課
題を設定する力

論理的思考力 客観的データや先行研究を踏まえ、自らの理
論を筋道立てて構築する力

課題解決力 解決のための仮説を立て、それを実証するた
めに行動する力

原因分析力 課題の背景や要因を、複数のデータに基づい
て多角的な視点で捉える力

受信力・発信力 人の話を傾聴し様々な情報を受け取る力、自
分の考えを分かりやすく相手に伝える力

協働力 他者の価値観を尊重しつつ他者と協力し、１
つのものを成し遂げる力

行動力 自分の掲げる目的を達するために、主体的か
つ計画的に実行する力

自己管理能力 基本的生活習慣を確立し、健康と安全を意
識して行動する力

自己実現力 社会の中で生きる自分を想像し、多くの情報
を活用して実現させようとする力

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

知
力
・
学
力

課
題
発
見
力

論
理
的
思
考
力

課
題
解
決
力

原
因
分
析
力

受
信
力
・
発
信
力

協
働
力

行
動
力

自
己
管
理
能
力

自
己
実
現
力

活動・行事名
実施月・
学年

体育祭 6月・全 ◎ ◎ ○

職業ガイダンス 6月・1年 ○ ○ ◎

大学ドリーム講座 6月・2年 ○ ○ ◎

青高祭 7月・全 ○ ◎ ◎ ◎

遠足 9月・全 ◎ ○ ○

芸術教室 10月・全 ○ ◎

修学旅行 12 月・2年 ○ ○ ◎ ○ ◎

定期考査 通年・全 ◎ ○ ○ ○ ○

実力テスト・校内模試 通年・全 ◎ ◎ ○ ○ ○

ゼミ活動 通年・全 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○

講演会 通年・全 ○ ○ ◎

Ｓプロジェクト 通年・全 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

Ｍプロジェクト 通年・全 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎

部活動 通年・全 ○ ◎ ○ ◎ ○

○：育成したい力
◎：最も育成したい力

＊学校資料を基に編集部で作成

＊学校資料を基に編集部で作成

校
訓
、
綱
領
な
ど
普
遍
的
な
理
念
も
踏
ま
え
た
学
校
教
育

目
標
は
、
生
徒
、
教
師
の
共
感
が
得
ら
れ
る
も
の
と
な
る
。
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米
林
舞
子
先
生
は
、
生
徒
が
活
動
し
、
自
ら
考
え
る

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授

業
に
初
任
時
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。
き
っ
か
け
は
、

初
任
校
で
の
先
輩
教
師
の
一
言
だ
っ
た
。「
失
敗
が
許
さ

れ
る
の
は
３
年
目
ま
で
。
そ
れ
ま
で
は
何
が
あ
っ
て
も

全
力
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
か
ら
、
自
分
が
よ
い
と
思
う
こ

石川県立松任高校
◎校訓は「明き心に」「深き心に」「堅き心に」。
2016 年度から文部科学省「高校生の基礎学
力の定着に向けた学習改善のための調査研究
事業」（指定期間３年）の指定を受け、ICTを
活用した授業改善などを推進している。
◎設立　1963（昭和 38）年
◎形態　全日制／普通科・総合学科／共学
◎生徒数　１学年約 200人
◎２０１７年度進路実績（現役のみ）
国公立大は、富山大、富山県立大に２人が合格。
私立大は、専修大、金沢学院大、金沢工業大、
北陸大、中京大などに延べ51人が合格。短大、
専門学校進学 67人。就職 61人。
◎URL

石川県立松
まっとう

任高校
米林舞子　よねばやし・まいこ　

教職歴１０年。同校に赴任して２年目。
２学年担任。進路指導課。
教務課基礎学力定着推進担当。国語科担当。
初任時からアクティブ・ラーニングを実践している。

http://cms1.ishikawa-c.ed.jp/~mattfh/NC2/
htdocs/

10:40 振り返りと導入 授業
ハイライト

登
場
人
物
の
言
動
や
情
景
に

込
め
ら
れ
た
心
情
を
、

深
く
理
解
で
き
る
資
質
・
能
力
を
養
う

前時から少し時間が空いたため、授業の冒頭、先生は「主
人公は誰だった？」「門出の時、主人公は何をした？」といっ
た質問をしながら、前時までに学習した内容を振り返った。
その上で、「門出の時に泣いたのは、ただ悲しかったことだ
けが原因なのかな。今日はその点を深めて考えていきましょ
う」と、本時の目標を伝えた。

●
２
年
生
「
古
典
Ｂ
」
の
授
業
で
、『
更
級
日
記
』
の
冒
頭

部
分
を
題
材
と
し
た
全
８
時
間
の
単
元
の
７
時
間
目
。
授
業

の
前
半
は
前
時
ま
で
に
班
ご
と
に
作
成
し
た
本
文
の
紙
芝
居

を
発
表
し
、
後
半
は
個
人
で
作
者
の
心
情
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
っ
た
。（
P. 

23
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

古典

実践

登
場
人
物
の
言
動
に
込
め
ら
れ
た
心
情
を

読
み
取
り
、豊
か
な
感
性
を
養
っ
て
ほ
し
い

米
林
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ

＊プロフィールは2018年 3月時点のものです
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と
は
何
で
も
や
り
な
さ
い
」。
初
任
校
は
地
域
か
ら
の
期

待
が
大
き
い
進
学
校
だ
っ
た
が
、
そ
の
言
葉
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
実
績
を
出
す
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
も
押
し
潰

さ
れ
ず
に
、
自
分
の
授
業
ス
タ
イ
ル
を
磨
く
こ
と
が
で

き
た
と
言
う
。

　

今
回
の
授
業
は
、２
年
生
普
通
科
理
系
ク
ラ
ス
の
「
古

典
Ｂ
」
で
、全
８
時
間
の『
更
級
日
記
』（
菅す

が
わ
ら
の原
孝た

か
す
え
の標
女む

す
め）

の
単
元
だ
。こ
の
作
品
は
、関
東
か
ら
上
京
し
た
主
人
公

が
、
父
の
死
や
結
婚
、
宮
仕
え
な
ど
自
身
の
経
験
を
つ

づ
っ
た
回
想
録
で
、
授
業
で
扱
う
の
は
、
関
東
で
の
生

活
か
ら
京
へ
の
門
出
ま
で
を
描
い
た
冒
頭
部
分
で
あ
る
。

　

１
時
間
目
は
、
本
文
を
読
み
解
く
た
め
の
知
識
を
学

ん
だ
。「
継
母
」の
意
味
を
知
ら
な
い
生
徒
も
い
る
た
め
、

主
人
公
の
継
母
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
か
、『
シ
ン

デ
レ
ラ
』
と
の
比
較
な
ど
を
通
し
て
考
え
さ
せ
た
。
そ

し
て
、
２
〜
４
時
間
目
は
、
場
面
ご
と
の
音
読
と
現
代

語
訳
を
し
な
が
ら
、「
主
人
公
は
な
ぜ
薬
師
仏
を
造
っ
た

の
か
」「
な
ぜ
早
く
京
に
上
り
た
い
と
思
っ
た
の
か
」
な

ど
の
問
い
を
設
け
、
班
で
話
し
合
わ
せ
た
。

　
「
現
代
語
訳
を
さ
せ
る
だ
け
で
は
、
生
徒
の
集
中
力

は
続
き
ま
せ
ん
。
生
徒
が
関
心
を
持
ち
続
け
、
理
解
を

深
め
ら
れ
る
よ
う
、
１
場
面
ご
と
に
現
代
語
訳
の
ど
こ

に
答
え
が
隠
れ
て
い
る
の
か
を
問
い
か
け
ま
し
た
」

　

５
・６
時
間
目
は
、
主
人
公
の
心
情
理
解
を
深
め
る

た
め
に
、
５
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、『
更
級
日
記
』
の
紙

芝
居
を
作
成
し
た
。
本
文
を
班
の
人
数
分
の
場
面
に
分

け
、
各
自
が
担
当
す
る
場
面
の
絵
を
描
き
、
小
学
生
に

も
理
解
で
き
る
台
本
を
考
え
る
。
そ
し
て
、
７
時
間
目

の
本
時
に
、
完
成
し
た
紙
芝
居
を
発
表
。
ほ
か
の
班
の

発
表
も
聞
い
た
上
で
、
門
出
に
お
け
る
主
人
公
の
涙
の

理
由
に
つ
い
て
各
自
で
考
え
、
４
０
０
字
に
ま
と
め
る
。

上
京
し
、
憧
れ
の
『
源
氏
物
語
』
に
出
合
え
る
期
待
と
、

愛
着
あ
る
場
所
や
信
仰
す
る
薬
師
仏
か
ら
離
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
悲
し
さ
が
、
主
人
公
の
心
を
か
き
乱
し
て

い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
の
が
ね
ら
い
だ
。
解
説
は
８

時
間
目
に
行
う
。

　
「
今
の
生
徒
は
、よ
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
『
や
ば
い
』

の
一
言
で
済
ま
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
現
代
語
訳
が
一
通

り
済
ん
だ
こ
の
段
階
で
は
、
そ
れ
だ
け
で
答
え
が
分
か

る
よ
う
な
発
問
は
せ
ず
、
主
人
公
の
言
動
や
情
景
描
写

か
ら
心
の
乱
れ
や
葛
藤
を
読
み
取
り
、
日
本
人
ら
し
い

豊
か
な
感
性
と
語
彙
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え

ま
し
た
」

　

米
林
先
生
は
、
目
の
前
の
生
徒
の
気
質
や
能
力
、
教

材
に
応
じ
て
活
動
に
幅
を
持
た
せ
て
い
る
。
今
回
は
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
物
事
を
捉
え
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
生

徒
た
ち
に
合
わ
せ
て
紙
芝
居
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

　
「
今
回
の
問
い
は
、
本
文
に
直
接
的
に
は
表
れ
て
い
な

い
主
人
公
の
心
情
に
迫
る
も
の
で
す
。
言
葉
だ
け
の
話

し
合
い
で
は
、
生
徒
間
で
理
解
に
ず
れ
が
生
じ
る
か
も

し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
絵
を
描
い
て
本

文
の
内
容
を
再
解
釈
さ
せ
る
こ
と
で
、
生
徒
同
士
で
考

え
を
共
有
で
き
、
よ
り
深
い
読
み
込
み
に
つ
な
が
る
と

10:55 10:45講評 発表

各班の発表が終わる度に、生徒は「聞きやすさ」「分かりやすさ」
などを評価シートに記入。先生は発表に対して、「場面設定が
上手でした」「門出の意味をきちんと理解していたね」といっ
た前向きなコメントをした。評価と並行して、授業後半の活動
の準備として、先生が各班の発表で出てきたキーワードを取り
上げ、教室の後ろの黒板に本文の構造図を描いた。

前時までに各班で作成した紙芝居を、１班約３分間ずつで発
表。タブレットに取り込んでおいた紙芝居をプロジェクターで
投影し、自分が作成を担当した場面を順番に発表した。分か
りやすく伝わる台本や絵にするためには、主人公の心情を深
く考えなければならず、『更級日記』に対する理解が深まった
と、生徒は言う。

生
徒
が
自
分
事
と
し
て

本
文
の
内
容
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
工
夫

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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考
え
ま
し
た
」

　

紙
芝
居
の
作
成
過
程
で
は
、
牛
車
を
描
く
た
め
に
古

語
辞
典
を
調
べ
る
な
ど
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
紙
芝
居

と
す
る
た
め
に
工
夫
す
る
生
徒
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
生
徒
が
古
文
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
工
夫
も

し
て
い
る
。
今
回
は
、
主
人
公
が
故
郷
に
寄
せ
る
複
雑

な
思
い
を
、
生
徒
が
卒
業
時
に
母
校
に
感
じ
る
で
あ
ろ

う
思
い
と
重
ね
合
わ
せ
て
解
説
し
た
。

　
「
窮
屈
で
あ
る
と
同
時
に
愛
着
の
あ
る
場
所
で
も
あ

る
と
い
う
対
比
の
構
造
は
、１
年
後
に
卒
業
を
控
え
た

生
徒
た
ち
が
高
校
に
感
じ
る
気
持
ち
と
重
な
る
部
分
が

多
い
と
思
い
ま
す
。生
徒
が
共
感
で
き
る
視
点
や
切
り

口
を
で
き
る
だ
け
盛
り
込
む
こ
と
で
、自
分
事
と
し
て

古
典
文
学
の
世
界
に
向
き
合
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

　

活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
米
林
先
生
は
、
間

違
っ
て
も
よ
い
と
い
う
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

ま
ず
、
班
の
メ
ン
バ
ー
は
活
動
ご
と
に
生
徒
た
ち
自
身

で
決
め
さ
せ
る
が
、
１
班
５
〜
７
人
と
し
て
、
仲
の
よ

い
友
人
だ
け
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
ほ
か
に

も
、「
２
人
だ
け
メ
ン
バ
ー
を
変
え
る
」「
男
女
を
同
じ

人
数
に
す
る
」
な
ど
と
指
示
を
変
え
る
こ
と
で
、
メ
ン

バ
ー
が
流
動
的
に
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

　
「
生
徒
た
ち
自
身
に
班
づ
く
り
を
さ
せ
て
、
社
会
性

を
養
う
と
と
も
に
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
知
ら
な
い
一
面

を
知
り
、
信
頼
関
係
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

ま
す
。
次
第
に
、
間
違
っ
て
も
大
丈
夫
、
分
か
ら
な
い

こ
と
は
メ
ン
バ
ー
に
聞
い
て
も
よ
い
と
い
っ
た
意
識
が

醸
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
」

　

年
度
当
初
こ
そ
「
別
の
子
と
一
緒
が
よ
か
っ
た
」
な

ど
と
言
う
生
徒
が
い
た
も
の
の
、
１
学
期
が
終
わ
る
頃

に
は
、
誰
と
組
ん
で
も
き
ち
ん
と
話
し
合
い
が
で
き
る

雰
囲
気
に
な
っ
た
と
言
う
。

　

成
果
の
１
つ
は
、
古
典
文
学
に
興
味
を
持
つ
生
徒
が

増
え
て
い
る
こ
と
だ
。「
こ
の
話
の
続
き
は
ど
う
な
る
ん

で
す
か
」
と
、
米
林
先
生
に
質
問
す
る
生
徒
が
１
年
次

よ
り
も
増
え
た
と
言
う
。

　
「
日
本
や
中
国
の
古
典
に
は
、
人
生
の
岐
路
に
立
っ
た

生徒が作成した紙芝居の一場面。担当するの
は一場面だが、前後の場面とのつながりも踏
まえてその場面を的確に表すためには、本文
全体を理解する必要がある。

11:25

各自、主人公の涙の理由を400 字でワークシートにまとめる。
先生は、生徒からの質問に対して全員に聞こえるように回答
し、ヒントを与えた。生徒の記述からは、「都に行けるうれし
さと故郷を離れる悲しさが入り乱れていた」など、主人公の
心情をより深く理解している様子が見て取れた。時間内に書
き切れなかった生徒は、放課後までに書き上げて提出した。

11: 10

各班の発表も踏まえて、生徒個々で主人公の涙の意味を考え
る。まず、「涙の理由」について班ごとに話し合わせた後、後
ろの黒板に描いた構造図を基に、先生が解説した。「主人公
が住んでいた田舎はどんな場所だった？」「主人公が家を振り
返った時、何が見えた？」などと問いかけながら、主人公が置
かれた環境や、そこから分かる主人公の心情を整理していく。

課題の記述 解説

間
違
っ
て
も
大
丈
夫
と
い
う

ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
を
つ
く
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

書
く
こ
と
で
、
自
分
の
考
え
を
整
理
し
、

思
考
力
を
養
っ
て
ほ
し
い

成
果
と
課
題
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時
に
心
の
支
え
に
な
る
一
節
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
た
ち

が
大
人
に
な
っ
た
時
、
高
校
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
を
思

い
出
し
て
古
典
を
手
に
取
っ
た
り
、
自
分
の
子
ど
も
に

語
り
聞
か
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

一
方
、
課
題
は
書
く
力
の
向
上
だ
。
今
回
の
課
題
で

は
、
指
定
字
数
い
っ
ぱ
い
に
書
い
た
生
徒
が
い
る
一
方
、

２
０
０
字
に
も
満
た
な
い
生
徒
も
い
た
。

　
「
書
く
こ
と
で
、
自
分
の
考
え
を
整
理
す
る
こ
と
は
、

思
考
力
を
養
う
上
で
非
常
に
有
効
な
方
法
で
す
。
書
く

こ
と
に
前
向
き
に
な
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
活
動
が
必
要
な
の
か
、
引
き
続
き
模
索
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

今
村
玲り
ょ
う

太た

さ
ん

　米
林
先
生
の
授
業
は
、

自
分
で
調
べ
た
り
、
友
人
と
協
力
し
た

り
し
な
が
ら
課
題
に
取
り
組
む
の
で
、

理
解
が
深
ま
り
や
す
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
今
回

は
、
本
文
に
書
か
れ
て
い
る
世
界
を
想
像
し
な
が
ら
紙

芝
居
を
作
っ
た
の
で
、
本
文
の
流
れ
が
し
っ
か
り
頭
に

入
り
、
主
人
公
の
心
情
も
よ
り
深
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

漆う
る
し

原は
ら

菜
美
さ
ん

　難
し
い
課
題
も
、
班

で
話
し
合
い
な
が
ら
取
り
組
め
る
の
で
、

安
心
し
て
授
業
に
臨
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
じ
テ
ー
マ
で
話
し
合
っ
て
い
て
も
、
自
分
と
違

う
意
見
が
出
て
く
る
点
も
刺
激
的
で
す
。
今
日
の
発
表

で
は
、
ほ
か
の
班
の
紙
芝
居
を
見
る
こ
と
で
、
自
分
た

ち
と
は
違
う
視
点
や
表
現
方
法
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

も
っ
と
伝
わ
り
や
す
く
す
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
を
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

1
音読。「継母」
とはどのよう
な存在か。

•︎ 主人公と「継母」の関係
を理解する【知識】

①『シンデレラ』を用いて、「継母」に
ついて理解し、主人公にとっての義理
の母であることを確認する。②本文を
音読し、登場人物を把握する。

【主体的な学び】登場人物の人間関係を理解させ、
本文への関心を引き出す。　【深い学び】『シンデ
レラ』におけるシンデレラと継母の関係と、『更級
日記』における主人公と継母の関係を比較させ、
本文読解の鍵である「物語」に着目させる。

2

音 読。 主 人
公「孝標女」
は な ぜ「 薬
師仏」を造っ
たのか。

•︎ 主 人 公が「薬 師 仏 」を
造るに至った心情を読み取
り、説明する【思考力・表
現力】

①本文の現代語訳をすることで、設問
の解答が導き出せることを自ら発見す
る。②班で協力して現代語訳や解答を
作成する。③周辺人物の行動によって
主人公の心情がどのように変化していっ
たのかを捉えて、解答を作成する。

【対話的な学び】班で協力して活動できているか。
【深い学び】班で解決できない時に、助言をする。3

音読。「京に
疾く上 げ 給
ひて」と思っ
たの はな ぜ
か。

•︎ 本文から「京」と上総の
国の違いを読み取り、主人
公が上京したい理由を説明
する【思考力・表現力】

①本文の現代語訳をすることで、設問
の解答が導き出せることを自ら発見す
る。②班で協力して現代語訳や解答を
作成。③本文の構造比較から「京」と
上総の国の違いを読み取る。

4

音読。「孝標
女 」 は な ぜ

「うち泣」い
たのか。

•︎ 主人公が「うち泣」いた
理由を本文から読み取り、
説明する【思考力・表現力】

①本文の現代語訳をすることで、設問
の解答が導き出せることを自ら発見す
る。②班で協力して現代語訳や解答を
作成する。③班で相談し、字数制限に
合わせて解答を作成する。

5
アウトプット。
紙芝居の
作成①

•︎本文の内容を紙芝居にす
るためにコマ割りをする【協
働性】　•︎ 現代語訳を小学
生にも理解できる言葉に変
換する【協働性】

①班の人数で本文のコマ割りをする。
②絵の統一を図り、その後、各自で担
当の箇所の絵と紙芝居原稿を考える。

【対話的な学び】班で意見交換しながら、活動を
進めているか。　【深い学び】各班を回り、相談
に乗る。

6
アウトプット。
紙芝居の
作成②

•︎本文の内容を紙芝居に起
こす【協 働 性 】　•︎ 重要古
語を分かりやすく台本に組
み込む【協働性】

①紙芝居の台本を班内で読み合わせ、
微調整を行う。②班ごとにリハーサルを
行う。

【対話的な学び】班の中で各自の役割に責任を持っ
て活動できているか。　【深い学び】各班を回り、
助言する。

•︎ 紙芝居
の台本

7
紙芝居の
発表と
深化学習

•︎ 聞き手に伝わりやすい工
夫をして発表する【表現力】
•︎「門出」に際する主人公
の複雑な心境を文構造から
探る【技能】

〈班活動〉紙芝居の発表を行い、評価
シートに記入する。

〈個の活動〉発展問題：「門出」の際の
涙の原因は悲しかったことだけなのか。

【対話的な学び】聞く姿勢や発表の姿勢を指導す
る。　【深い学び】紙芝居の発表を基に、本文の
構造について板書し、「主人公にとっての家とはど
のような場所であったのか」を問いかけ、本文に
隠された心情を考えるきっかけを与える。

•︎ 他者評
価シート
•︎自己評
価シート

8 まとめ
•︎「門出」に際する主人公
の複雑な心境を説明する

【思考力・判断力・表現力】

発展問題の解答について、生徒の解答
を全員で共有しながら、文構造を踏ま
えているか確認し、解答を書き直す。

【主体的な学び】【対話的な学び】論理的に解答
を書けるよう、他者の解答を共有・検討する。　【深
い学び】本文に表れてこない登場人物の心情を、
文構造の理解を根拠に導き出せることを伝える。

•︎ ワーク
シート

＊米林先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成

単元の指導計画

【教科・科目】国語・古典Ｂ　【分野・単元】　古文・日記　【テーマ・作品】　『更級日記』より門出　【設定時数】全８時間の中の７時間目	
【単元目標】 登場人物の心情や当時の様子を想像することで、古典の世界に親しむ態度を養う

生
徒
の

声
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中
山
育
郎
先
生
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以

下
、
Ａ
Ｌ
）
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
、
２
０
１
４
年

秋
に
他
校
の
授
業
を
視
察
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ

た
。
生
徒
が
数
学
を
楽
し
み
な
が
ら
生
き
生
き
と
学
び
、

休
み
時
間
に
な
っ
て
も
生
徒
同
士
で
教
え
合
う
姿
や
、

び
っ
し
り
書
き
込
ま
れ
た
模
試
の
解
答
用
紙
を
見
て
、

鹿児島県立鹿屋高校
◎旧制鹿屋中学校を母体に鹿屋高等女学校、
鹿屋農学校が統合して開校。「知・徳・体」を
校訓として、文武両道の実現を目指す。陸上
部やボート部など全国レベルの実力を持つ部
活動も多い。
◎設立　1923（大正12）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約２８０人
◎２０１７年度入試合格実績（現浪計）
国公立大は、神戸大、九州大、九州工業大、
長崎大、熊本大、大分大、宮崎大、鹿児島大、
北九州市立大などに107人が合格。私立大は、
慶應義塾大、同志社大、立命館大、関西大、
西南学院大、福岡大などに延べ251人が合格。
◎URL

鹿児島県立鹿
かの

屋
や

高校
中山育郎　なかやま・いくろう　

教職歴１３年。同校に赴任して２年目。
数学科担当。１学年担任。
他校の授業を視察したことを機に
アクティブ・ラーニングを始め、実践は４年目になる。http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/kanoya/

15:05 振り返りと課題の説明 授業
ハイライト

す
べ
て
の
生
徒
が
理
解
す
る
ま
で

徹
底
的
に
待
つ
指
導
で
、

「
分
か
っ
た
」と
い
う
気
持
ち
を
喚
起

既習事項の振り返りのため、小テストを行う。ペアで答え
合わせをして、分からなかった部分を教え合う。次に、前
時までに取り組んだ例題（虚数解を使う方法）を振り返っ
た後、本時の課題は、同じ例題について、①２次方程式
を使った解き方、②３次方程式の解と係数の関係を使った
解き方の２通りの解法を導き出すことだと説明した。

●
１
年
生
「
数
学
Ⅱ
」
の
「
い
ろ
い
ろ
な
式
」
に
お
け
る
「
高

次
方
程
式
」の
最
終
回
。生
徒
は
前
時
ま
で
に
虚
数
解
を
使
っ

て
高
次
方
程
式
を
解
く
解
法
を
学
ん
で
お
り
、
本
時
で
は
、

そ
れ
以
外
の
２
つ
の
解
法
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
考
え
た
。

（
P. 

27
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

数学

実践

多
様
な
学
力
層
が
混
在
す
る
グ
ル
ー
プ
で
の

教
え
合
い
が
生
徒
の
理
解
を
深
め
る

中
山
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ

＊プロフィールは2018年３月時点のものです
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衝
撃
を
受
け
た
。「
講
義
だ
け
の
授
業
で
は
限
界
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
」
と
、
中
山
先
生
は
当

時
を
振
り
返
る
。

　

今
で
こ
そ
、
活
発
に
学
び
合
う
生
徒
の
姿
が
見
ら
れ

る
が
、
鹿
屋
高
校
に
赴
任
し
た
当
初
は
、
前
任
校
で
の

指
導
法
が
通
用
せ
ず
、
試
行
錯
誤
し
た
。
前
任
校
で

は
、
話
し
合
い
な
が
ら
考
え
る
活
動
に
生
徒
は
す
ぐ
に

な
じ
ん
だ
が
、
現
任
校
で
は
、
広
範
囲
で
多
様
な
中
学

校
か
ら
生
徒
が
進
学
し
て
く
る
と
い
う
状
況
も
あ
っ
て

か
、
意
見
を
述
べ
た
り
質
問
し
た
り
す
る
こ
と
を
た
め

ら
う
姿
が
よ
く
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
生
徒
に
協
働
学

習
の
意
義
を
繰
り
返
し
伝
え
、
課
題
の
内
容
や
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
の
進
め
方
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
徐
々
に
学

び
合
う
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

今
回
の
授
業
は
、
１
年
生
「
数
学
Ⅱ
」
の
「
因
数
定

理
と
高
次
方
程
式
」（
６
時
間
）の
最
終
回
だ
。「x

=
1+

i

が
方
程
式x

3+
a
x
+
b =
0

の
解
で
あ
る
時
、
実
数

a
、
b
の
値
と
ほ
か
の
解
を
求
め
よ
」
と
い
う
例
題
に

つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
２
つ
の
解
法
を
考

え
る
。
習
熟
度
別
に
演
習
を
行
う
た
め
に
時
間
割
を
そ

ろ
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
中

山
先
生
が
担
当
す
る
３
組
と
ほ
か
の
教
師
が
担
当
す
る

隣
の
４
組
の
生
徒
を
半
分
ず
つ
入
れ
替
え
て
、
１
つ
の

教
室
で
同
じ
解
法
を
考
え
る
よ
う
に
し
た
。

　
「
も
う
１
つ
の
解
法
の
情
報
を
遮
断
し
て
、
自
分
た

ち
の
解
法
に
集
中
し
て
考
え
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
と

同
時
に
、元
の
グ
ル
ー
プ
に
戻
っ
て
解
法
を
教
え
合
う

際
の
発
見
や
驚
き
を
大
切
に
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」

　

そ
の
形
式
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
え
る
よ
う
、
各

単
元
に
入
る
前
に
１
年
生
の
数
学
を
担
当
す
る
３
人
の

教
師
で
話
し
合
い
、
ど
の
授
業
時
間
で
入
れ
替
え
を
行

う
の
か
を
決
め
、
授
業
進
度
や
教
え
方
を
そ
ろ
え
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
分
か
っ
た
生
徒
や
グ
ル
ー

プ
に
教
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
教
室
内
を
移
動
し
て

も
よ
い
こ
と
に
し
た
。

　
「
成
績
上
位
層
の
生
徒
が
周
り
を
引
っ
張
っ
て
く
れ

た
り
、
生
徒
同
士
で
教
え
合
っ
た
り
す
る
こ
と
を
、
生

徒
が
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
授
業

で
私
が
説
明
す
る
時
間
は
大
幅
に
減
り
ま
し
た
」

　

中
山
先
生
が
授
業
で
最
も
留
意
し
て
い
る
の
は
、
生

徒
自
身
が
考
え
、
自
力
で
解
答
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

こ
と
だ
。
授
業
で
は
毎
回
問
い
を
出
す
が
、
先
生
は
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
途
中
式
を
映
し
、「
x
の
横
に
は
ど
ん
な

値
が
入
る
？
」「
教
科
書
の
〇
ペ
ー
ジ
を
見
て
ご
ら
ん
」

な
ど
と
少
し
ず
つ
ヒ
ン
ト
を
出
し
な
が
ら
、
生
徒
自
ら
、

あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
が
、
自
力
で
答
え
に
た
ど
り
着
く

よ
う
に
導
く
。
ク
ラ
ス
全
体
の
理
解
度
を
高
め
る
た
め

に
、
ク
ラ
ス
に
１
人
で
も
気
づ
い
た
生
徒
が
出
た
ら
、

各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
が
そ
の
生
徒
に
聞
き
に
行
き
、
理

解
し
た
内
容
を
グ
ル
ー
プ
に
説
明
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
「
初
見
の
問
題
で
も
、
自
力
で
解
く
力
を
つ
け
さ
せ

た
い
と
い
う
思
い
が
根
底
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

毎
回
の
授
業
は
『
な
ぞ
な
ぞ
大
会
』と
い
う
の
が
、私
の

15:25 15:15グループで解法を考える 教室を移動

中山先生の教室では、２つのペアが１グループになり、解法
①について考えた。話し合いが停滞してきたら、先生がスクリー
ンに途中式を映し、「この３次方程式を利用して解くんだよ」「こ
れで因数分解できるはずだよね」などとアドバイスをする。最
後に途中式を示しながら、改めて先生が解法①について整理。
制限時間の15 分が経過したところで、クラスを元に戻した。

４人グループが、いったん解法①を考えるペアと解法②を考え
るペアに分かれる。解法②を考えるペアは、同じ時間に同じ
内容の授業を行う隣の教室に移動し、隣の教室からは解法
①を考えるペアの生徒が、中山先生が教える教室に移動した。
そのようにしたのは、異なる解法について話し合うペアの声が
聞こえないようにして、自分たちの課題に集中させるためだ。

生
徒
が
自
力
で
答
え
を

導
き
出
せ
る
よ
う
に
支
援
す
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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ス
タ
ン
ス
で
す
。生
徒
の
答
え
を
粘
り
強
く
待
つ
こ
と

で
、予
想
し
て
い
な
い
解
法
が
出
て
く
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。私
自
身
、い
つ
答
え
が
出
て
く
る
か
と
楽
し
み
な

が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
」

　

も
う
１
つ
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
生
徒
全
員
が

理
解
す
る
こ
と
だ
。
生
徒
の
理
解
度
を
確
認
す
る
た
め

に
先
生
が
行
う
の
が
、
生
徒
全
員
を
そ
の
場
に
立
た
せ
、

理
解
し
た
者
は
座
る
と
い
う
方
法
だ
。
今
回
の
授
業
で

も
、
中
山
先
生
が
黒
板
に
３
次
方
程
式
を
示
し
、「
解

と
係
数
の
関
係
が
理
解
で
き
た
ら
座
っ
て
」
と
い
う
場

面
が
あ
っ
た
。
生
徒
は
既
習
の
プ
リ
ン
ト
を
確
認
し
て

理
解
で
き
た
ら
座
り
、
分
か
ら
な
い
生
徒
は
座
っ
た
生

徒
に
質
問
し
て
い
た
。
そ
の
間
、
着
席
し
た
生
徒
は
プ

リ
ン
ト
の
類
題
に
取
り
組
む
。
中
山
先
生
は
全
員
が
理

解
す
る
ま
で
待
ち
、
そ
れ
で
も
分
か
ら
な
い
生
徒
に
は

個
別
に
解
説
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
「
生
徒
に
は
、
ク
ラ
ス
全
員
が
理
解
す
る
ま
で
待
つ
と

伝
え
て
い
ま
す
。
教
師
が
待
つ
こ
と
を
我
慢
で
き
な
け

れ
ば
、
生
徒
も
諦
め
て
、
最
後
ま
で
解
こ
う
と
し
な
く

な
る
で
し
ょ
う
。
１
人
も
置
き
ざ
り
に
し
な
い
と
い
う

姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
で
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
恥
ず
か

し
い
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
意
識
が
共
有
さ
れ
、
友
人

と
積
極
的
に
学
び
合
う
雰
囲
気
が
育
ま
れ
ま
す
」

　

中
山
先
生
は
、
初
め
て
受
け
持
つ
ク
ラ
ス
に
は
協
働

学
習
の
意
義
を
伝
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
。
自
分
が

理
解
し
た
こ
と
を
人
に
伝
え
る
力
は
、
数
学
の
学
習
に

限
ら
ず
ど
ん
な
場
面
に
お
い
て
も
大
切
で
あ
り
、
Ａ
Ｌ

は
そ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
な
る
。
そ
し
て
、
他
者
に

説
明
し
た
り
、
考
え
を
書
い
た
り
す
る
こ
と
で
よ
り
理

解
が
深
ま
る
と
説
明
し
、「
勉
強
＝
知
識
を
覚
え
る
」
と

い
う
生
徒
の
意
識
を
変
え
て
い
く
。

　

ま
た
、
全
員
に
起
立
さ
せ
る
方
法
を
行
う
こ
と
も
あ

る
が
、
そ
れ
は
話
し
合
い
を
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る

た
め
の
配
慮
で
も
あ
る
。
立
ち
上
が
っ
た
方
が
、
席
の

離
れ
た
生
徒
に
も
質
問
し
や
す
く
な
り
、
お
の
ず
と
話

し
合
い
が
活
性
化
す
る
か
ら
だ
。
ま
た
、
理
解
し
た
生

徒
を
立
た
せ
、
座
っ
て
い
る
生
徒
の
と
こ
ろ
に
ア
ド
バ

イ
ス
に
行
か
せ
る
方
法
を
採
る
こ
と
も
あ
る
。

　

時
に
は
、
全
員
の
生
徒
が
答
え
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ

る
難
し
い
問
い
を
投
げ
か
け
、
数
学
が
得
意
な
生
徒
、

不
得
意
な
生
徒
が
一
緒
に
な
っ
て
考
え
る
場
面
を
つ
く

る
こ
と
で
、
分
か
ら
な
い
こ
と
を
認
め
合
う
意
識
を
定

着
さ
せ
て
い
る
と
い
う
。

　

１
年
生
が
入
学
し
て
か
ら
約
１
年
。
Ａ
Ｌ
を
取
り
入

れ
た
授
業
を
続
け
て
き
た
成
果
は
、
生
徒
た
ち
の
学
ぶ

姿
に
表
れ
て
い
る
。
授
業
後
、
休
み
時
間
に
も
教
え
合

う
生
徒
の
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
、
入
学
時
に
生
徒

の
半
数
以
上
が
数
学
が
苦
手
と
言
っ
て
い
た
状
況
か
ら

15:48

説明を受けた解法を使って自力で解けるかを、各自で確認。
最後に、２つの解法のポイントを中山先生が改めて解説し、
解けた生徒には類題に取り組むよう指示して授業は終了した。
授業終了後も生徒同士で説明し合う光景が10 分以上も続い
た（写真は授業後の様子）。

15:30

元の４人グループに戻り、解法①を考えたペアと解法②を考
えたペアがそれぞれの解き方を５分間で説明し合う。「まず、
αの値を出して……」「ここに－２を代入して……」と、何度も
計算式を書き直しながら説明していた。自分の説明に自信が
ない場合は他グループに聞いてもよい。中山先生は各グルー
プを回り、説明に苦戦しているグループにアドバイスをした。

最後の確認と類題 グループ内で解法を説明し合う

生
徒
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
大
切
さ
を

し
っ
か
り
説
明
す
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

数
学
が
苦
手
な
生
徒
も

授
業
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
よ
う
に

成
果
と
課
題
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大
き
く
様
変
わ
り
し
た
。
定
期
考
査
で
思
う
よ
う
に
得

点
で
き
な
く
て
も
、
中
山
先
生
の
授
業
は
楽
し
い
と
い

う
生
徒
も
増
え
て
い
る
。

　

中
山
先
生
は
、生
徒
が
考
え
る
時
間
を
な
る
べ
く
多

く
設
け
よ
う
と
、板
書
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ

ト
を
使
っ
て
投
影
す
る
な
ど
、多
様
な
工
夫
を
し
て
い

る
。今
後
の
課
題
は
、タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
活
用
し
た
授
業
を
ど
う
つ
く
り
上
げ
て
い
く
か
だ
。

　
「
数
学
が
苦
手
な
生
徒
で
も
ひ
と
目
で
理
解
で
き
、

復
習
し
や
す
い
資
料
に
な
る
よ
う
、
教
材
の
改
善
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

田
口
颯そ
う

真ま

さ
ん　

中
学
校
時
代
は
数
学

が
苦
手
で
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
ず
に

苦
労
し
ま
し
た
が
、
中
山
先
生
は
分
か

る
ま
で
つ
き
合
っ
て
く
れ
る
の
で
、
苦
手
で
も
前
向
き

に
学
習
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
友
人
と
一
緒
に

考
え
る
の
が
楽
し
く
、
授
業
後
も
グ
ル
ー
プ
で
話
を
続

け
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
２
年
生
に
な
っ
て
も
、

主
体
的
に
学
ん
で
い
く
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

寺
田
み
の
り
さ
ん　

元
々
質
問
す
る
の

が
苦
手
だ
っ
た
の
で
、
最
初
は
友
人
に

分
か
ら
な
い
こ
と
を
聞
い
た
り
、
自
分

の
意
見
を
述
べ
た
り
す
る
こ
と
に
抵
抗
感
が
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
中
山
先
生
の
授
業
で
は
、
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
っ
て
も
周
り
に
聞
い
て
、
理
解
し
た
上
で
勉
強

を
進
め
ら
れ
る
の
で
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

経
験
か
ら
、
分
か
ら
な
い
こ
と
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

解
決
し
て
か
ら
先
に
進
む
習
慣
が
つ
き
、
他
教
科
で
も

先
生
や
友
人
に
質
問
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

1 剰余の定理

•︎ 得られた結果を元の事象に戻し
てその意味を考える力  •︎ 得られた
結果を基に拡張・一般化する力　•︎
数学的な問題を解決するための見
通しを立てる力　•︎ 数学的な見方・
考え方を基に、的確かつ効率的に
処理する力【知識・技能、思考力】

①整式に代入することができ
るか確認をする。
②代入して出てきた値にどん
な意味があるかを考察する。
③剰余の定理を理解する。　
④剰余の定理を用いた問題
に取り組む。

【主体的な学び】簡単な例を用いて割る式と余りの関
係を質問する。分からない時は少しずつヒントを与え
る。　【対話的な学び】１人で考える時間、周囲と相
談して考える時間を設定する。　【深い学び】導き出
した解答をプレゼンテーションソフトのスライドに合わ
せて全員で発声し、振り返ることで考え方を整理する。

2 因数定理

•︎ 既習の知識と結びつけ、概念を
広げたり深めたりする力　•︎ 数学的
な問題を解決するための見通しを
立てる力　•︎ 一定の手順に従って数
学的に処理する力【知識・技能】

①因数定理が剰余の定理の
特別な場合であることを理解
する。
②因数定理を用いて 3 次式
の因数分解をする。
③簡単な因数分解により、3
次方程式を解く。

【主体的な学び】簡単な因数分解の問題を質問する。
分からない時は少しずつヒントを与える。　【対話的
な学び】１人で考える時間、周囲と相談して考える時
間を設定する。　【深い学び】導き出した解答をプレ
ゼンテーションソフトのスライドに合わせて全員で発声
し、振り返ることで考え方を整理する。

小テスト

3 因数定理

•︎ 数学的な問題を解決するための
見通しを立てる力　•︎ 数学的な見
方・考え方を基に、的確かつ効率
的に処理する力【技能、思考力】

①１の 3 乗根の性質を理解
し、式の値を求める。
②複 2 次式の 4 次方程式を
解く。
③因数定理を用いて、3 次方
程式を解く。

【主体的な学び】前時までの復習の内容から解けるこ
とを伝え、安心感を与える。　【対話的な学び】１人
で考える時間、周囲と相談して考える時間を設定する。

【深い学び】導き出した解答をプレゼンテーションソフ
トのスライドに合わせて全員で発声し、振り返ること
で考え方を整理する。

小テスト

4 因数定理

•︎ 数学的な問題を解決するための
見通しを立てる力　•︎ 既習の知識
と結びつけ、概念を広げたり深めた
りする力【技能、思考力】

① 4 次方程式を解く。
②虚数解を代入することで 3
次方程式の係数を決定する。

【主体的な学び】分からない時は少しずつヒントを与え
る。　【対話的な学び】1 人で考える時間、周囲と相
談して考える時間を設定する。　【深い学び】導き出
した解答をプレゼンテーションソフトのスライドに合わ
せて全員で発声し、振り返ることで考え方を整理する。

小テスト

5 問題

•︎ 一定の手順に従って数学的に処
理する力　•︎目的に応じて、自分の
考えなどを数学的な表現を用いて
説明する力【技能、思考力、表現力】

問題演習
【対話的な学び】グループをつくり、理解できていな
いところはグループ内で相談し、解決させる。

6 高次方程式
とその解

•︎ 既習の知識と結びつけ、概念を
広げたり深めたりする力　•︎ 数学的
な問題の本質を見いだす力　•︎ 数
学的な見方・考え方を基に、的確
かつ効率的に処理する力　•︎ 多面
的に考え、粘り強く問題の解決に
取り組む態度　•︎目的に応じて、自
分の考えなどを数学的な表現を用
いて説明する力【知識・技能、思考
力、表現力、主体性】

①小テストやパワーポイント
のスライドを利用して、既習
した事項を確認する。
② 4人グループを構成し、いっ
たん 2 人ずつに分かれ、それ
ぞれが別解を考える。
③元のグループに戻り、自分
の解答を紹介し、理解させる。
④理解したもう１つの解法を
再現する。

【主体的な学び】分からない時は少しずつヒントを与え
る。　【対話的な学び】グループを巡視し、議論が停
滞しているグループにヒントを与える。解決したグルー
プから解決していないグループへ説明者を派遣する。
説明する時に要点を明確化するよう指示する。2 人で
協力して説明するよう指示する。　【深い学び】パワー
ポイントのスライドに合わせて解決した解答を全員で
発声し、振り返ることで考え方を整理する。

自 己 評
価シート

＊中山先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成

単元の指導計画

【教科・科目】数学Ⅱ 　【分野・単元】いろいろな式・高次方程式 　【テーマ・作品】 因数定理と高次方程式　【設定時数】６時間の中の６時間目
【単元目標】 ①剰余の定理や因数定理を用いることで、高次方程式の種々の問題を理解し、解くことができる。　②理解した内容を説明することで、
思考力・表現力や主体的に学ぶ力をさらに高める。

生
徒
の

声
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東
京
都
立
富
士
高
校
・
附
属
中
学
校
は
、
１
０
０
年

近
い
歴
史
を
持
つ
学
校
だ
。
今
で
は
毎
年
の
よ
う
に

東
京
工
業
大
学
や
一
橋
大
学
と
い
っ
た
難
関
国
立
大
学

に
合
格
者
を
送
り
出
し
て
い
る
が
、
以
前
は
積
極
的
に

上
位
の
大
学
を
目
指
そ
う
と
す
る
生
徒
が
少
な
く
、
高

校
低
学
年
次
か
ら
中
堅
私
立
大
学
へ
の
進
学
を
目
標
と

し
、
力
を
入
れ
る
教
科
・
科
目
を
絞
る
傾
向
が
見
ら
れ

た
。
教
師
側
に
も
、「
国
公
立
大
学
を
勧
め
て
も
生
徒

に
は
響
か
な
い
」
と
い
っ
た
先
入
観
が
あ
っ
た
と
言
う
。

　

そ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
２
０
１
０
年
度

に
併
設
型
中
高
一
貫
校
と
な
っ
た
の
を
機
に
、
指
導
改

善
に
着
手
し
た
。「
難
関
国
立
大
学
５
人
、
国
公
立
大

旧制・東京府立第五高等女学校
として開校。富士山を望む高台
に位置する。文武両道の実現に
力を入れ、東京都の「理数アカ
デミー校」や「英語教育推進校」
「スポーツ特別強化校」などの指
定を受けている。

設立 １９２０（大正９）年

形態 全日制／普通科／共学

生徒数 １学年約 200人

２０１７年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、筑波大、埼玉大、
千葉大、東京藝術大、東京工業大、一橋大、首都大学東京、横浜
市立大などに51人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、中央大、
法政大、明治大、立教大、早稲田大などに延べ 497人が合格。

住所 〒164ー0013　東京都中野区弥生町５ー２１ー１

電話 03ー3382ー0601

Web site  http://www.fuji-fuzoku-c.metro.tokyo.jp/

No.243

P R O F I L E

国
公
立
大
学
へ
の
合
格
を
目
標
に
、

５
教
科
の
学
力
を
総
合
的
に
向
上
さ
せ
る

「
富
士
山
型
の
人
間
形
成
」
を

図
る
指
導
で
、５
教
科
の

総
合
的
な
学
力
向
上
を
実
現

東
京
都
立
富
士
高
校
・
附
属
中
学
校

進
学
実
績
向
上

変革のステップ

• 高校低学年次から中堅私立大学への進学を目標と
し、力を入れる教科・科目を絞るなど、進路意識
に課題がある生徒が少なくなかった

背景と課題

実践内容

•２０１６年度に東京大学に２人が現役合格。１７年度
には国公立大学合格者が５０人を超えた

•生徒と教師の信頼関係が深まった

•裾野の広い学力の形成　「富士山型の人間形成」
をスローガンとし、５教科の学力をバランスよく高
める教育方針を教師・生徒・保護者で共有

•進路意識の醸成　首都圏を中心とする国公立大学
が各大学の特色を伝える国公立大学ガイダンスを設
けたり、高校１・２年次にセンター試験を体験受験
したりといった、進路意識を高める取り組みを推進

•生徒の実態把握を強化　ＩＣＴサービスを導入し、
家庭学習時間調査を効率化。その後、教師間の
合意形成を進めながら、模試データを蓄積したり、
生徒とのコミュニケーションを深めたりするための
機能を段階的に拡充していった

成果と展望

＊プロフィールは２０１８年３月時点のものです
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学
50
人
」
と
い
う
進
学
実
績
の
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
達

成
に
向
け
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、「
富
士
山
型
の
人

間
形
成
」
を
打
ち
出
し
た
。
当
時
を
知
る
進
路
学
力
部

主
任
の
松
本
高
明
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
社
会
の
ど
の
分
野
で
あ
っ
て
も
、
問
題
を
解
決

し
、
前
に
進
む
た
め
に
は
、
幅
広
く
、
そ
し
て
高
い

学
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、高
校
時
代
か
ら
、

裾
野
の
面
積
も
標
高
も
日
本
一
で
あ
る
富
士
山
を
目

標
に
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
。
生
徒
・
保
護
者

に
は
、
５
教
科
の
学
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
高
め
て
い

く
大
切
さ
を
伝
え
た
上
で
、
そ
の
延
長
線
上
に
５
教

科
が
必
要
な
国
公
立
大
学
の
受
験
が
あ
る
こ
と
を
訴

え
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
」（
松
本
先
生
）

　

各
学
年
団
で
は
、
成
績
上
位
層
の
生
徒
を
対
象
と
す

る
数
学
・
英
語
の
早
朝
・
放
課
後
講
習
や
、
家
庭
学

習
習
慣
の
定
着
を
目
的
と
す
る
学
習
時
間
調
査
、
模
試

デ
ー
タ
の
分
析
、
志
望
校
検
討
会
の
定
例
化
と
い
っ
た

学
力
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
っ

た
。
特
に
重
視
し
た
の
は
、
中
だ
る
み
の
傾
向
が
見
ら

れ
る
高
校
２
年
次
で
あ
り
、
進
路
意
識
の
醸
成
を
最
重

要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
ま
ず
、
初
め
て
志
望
校

を
書
く
こ
と
に
な
る
７
月
の
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
進
研
模
試
」

に
向
け
て
、
国
公
立
大
学
へ
の
意
識
づ
け
を
強
化
し
よ

う
と
、
６
月
に
国
公
立
大
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
た
。
首
都
圏
を
中
心
と
す
る
８
つ
の
国
公
立

大
学
か
ら
教
職
員
を
講
師
と
し
て
招
き
、
２
週
間
、
毎

日
放
課
後
に
１
大
学
ず
つ
、
そ
の
大
学
で
学
べ
る
内
容

や
国
公
立
大
学
に
進
学
す
る
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て

講
演
し
て
も
ら
っ
た
。
生
徒
の
目
を
地
方
国
公
立
大
学

に
も
向
け
さ
せ
る
と
い
う
方
針
の
下
、
１
大
学
は
必
ず

首
都
圏
以
外
の
大
学
も
招
き
、
生
徒
に
は
２
大
学
以
上

を
受
講
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

　
「
夏
季
休
業
期
間
に
は
、
国
公
立
大
学
を
中
心
に

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
参
加
す
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
大
学
で
学
び
た
い
学
問
が
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
高
校
２
年
次
秋
の

科
目
選
択
に
も
目
的
意
識
を
持
っ
て
臨
め
る
よ
う
に

な
る
と
考
え
ま
し
た
」（
松
本
先
生
）

　

希
望
進
路
に
か
か
わ
ら
ず
、
セ
ン
タ
ー
試
験
は
全
員

が
受
験
す
る
と
い
う
方
針
も
、
高
校
低
学
年
次
か
ら
生

徒
・
保
護
者
に
繰
り
返
し
伝
え
て
い
る
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
高
校
１
・
２
年
次
に
は
セ
ン
タ
ー
試
験
を
体
験

受
験
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
主
幹
教
諭
で
高
校
１

学
年
主
任
の
町
田
清き

よ

彰あ
き

先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
体
験
受
験
は
、
本
番
の
セ
ン
タ
ー
試
験
で
８
割

以
上
得
点
す
る
た
め
に
、
今
後
、
ど
こ
を
強
化
し
て

い
け
ば
よ
い
の
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

す
。１
年
生
は
解
け
な
い
問
題
の
方
が
多
い
で
す
が
、

既
習
の
分
野
・
単
元
か
ら
の
出
題
で
あ
っ
て
も
定
期

考
査
と
は
ひ
と
味
違
う
こ
と
を
体
感
し
、
３
学
期
以

降
の
学
習
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
て
国
公
立
大
学
志
望
者
を
増
や
す
一
方
、
志

望
を
固
め
た
生
徒
に
対
し
て
は
、
学
習
と
精
神
的
な
支

援
を
徹
底
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
高
校
２
年
次
２
月
の

難
関
国
公
立
大
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
卒
業
生
を
講
師

と
し
て
招
き
、「『
３
年
次
０
学
期
』
の
今
か
ら
何
を
し

て
お
く
べ
き
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
具
体
的
な
勉
強
方
法

を
、
自
身
の
体
験
談
を
交
え
な
が
ら
語
っ
て
も
ら
う
。

セ
ン
タ
ー
試
験
の
体
験
受
験
で
、

大
学
入
試
へ
の
意
識
を
高
め
る

中
だ
る
み
し
が
ち
な
高
校
２
年
次
に
、

進
路
へ
の
意
識
づ
け
を
徹
底

東
京
都
立
富
士
高
校
・
附
属
中
学
校

松
本
高
明
　ま
つ
も
と
・
た
か
あ
き

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
進
路
学

力
部
主
任
。「
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
な
が

ら
、
生
徒
の
た
め
の
指
導
を
心
が
け
る
」

東
京
都
立
富
士
高
校
・
附
属
中
学
校

池
田
憲
弘
　い
け
だ
・
の
り
ひ
ろ

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
進
路
学

力
部
。「
教
育
の
お
か
げ
で
今
の
自
分
が
あ
る
。
そ

の
恩
を
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
返
し
た
い
」

東
京
都
立
富
士
高
校
・
附
属
中
学
校

本
間
武
志
　ほ
ん
ま
・
た
け
し

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
主
幹
教

諭
。「
学
ぶ
と
は
心
に
誠
実
を
刻
む
こ
と
。
教
え
る

と
は
と
も
に
希
望
を
語
る
こ
と
」

東
京
都
立
富
士
高
校
・
附
属
中
学
校

町
田
清
彰
　ま
ち
だ
・
き
よ
あ
き

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
主
幹
教

諭
。
高
校
１
学
年
主
任
。「
生
徒
の
心
に
入
り
込
み
、

人
間
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
教
師
で
あ
り
た
い
」

東
京
都
立
富
士
高
校
・
附
属
中
学
校
統
括
校
長

上
野
勝
敏
　う
え
の
・
か
つ
と
し

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。「
生
徒

の
心
を
耕
し
、
失
敗
を
グ
ッ
ド
ト
ラ
イ
と
捉
え
て
挑

戦
を
楽
し
む
人
を
育
て
た
い
」

東
京
都
立
富
士
高
校
・
附
属
中
学
校

今
福

　航
　い
ま
ふ
く
・
わ
た
る

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
進
路
学

力
部
。「
生
徒
に
嘘
を
つ
か
ず
、
ご
ま
か
し
を
せ
ず

に
正
直
に
向
き
合
う
」
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ま
た
、
３
年
次
６
月
か
ら
は
、
難
関
国
公
立
大
学
志
望

者
を
対
象
と
し
た
個
別
面
談
を
随
時
行
う
。
進
路
学
力

部
の
教
師
が
１
人
10
人
前
後
の
生
徒
を
受
け
持
ち
、
現

在
ど
の
よ
う
な
学
習
を
し
て
い
る
の
か
、
添
削
指
導
は

ど
の
教
科
担
当
に
頼
む
の
か
、
夏
季
休
業
期
間
は
ど
の

よ
う
に
過
ご
す
予
定
な
の
か
な
ど
に
つ
い
て
尋
ね
、
そ

の
情
報
は
学
年
団
と
共
有
し
て
い
る
。

　

17
年
度
か
ら
は
、
さ
ら
な
る
指
導
改
善
を
目
指
し
、

「Classi

」（
＊
）
を
活
用
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

進
路
行
事
の
増
加
や
、
き
め
細
か
な
指
導
を
徹
底
し
た

こ
と
に
よ
る
教
師
の
負
担
の
増
加
が
あ
る
。
例
え
ば
、

町
田
先
生
の
学
年
で
は
、
中
学
１
年
次
か
ら
、
毎
朝
Ｓ

Ｈ
Ｒ
に
お
い
て
生
徒
が
前
日
の
家
庭
学
習
時
間
を
紙
の

シ
ー
ト
に
記
入
し
て
い
た
。
３
年
間
継
続
す
る
中
で
、

そ
の
効
果
を
感
じ
る
一
方
、
デ
ー
タ
の
集
計
な
ど
を
効

率
化
で
き
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。

　

導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
戸
惑
う
教
師
が
出

な
い
よ
う
配
慮
し
た
。
最
初
は
学
習
記
録
機
能
を
中
心

と
す
る
い
く
つ
か
の
機
能
の
み
の
導
入
と
し
、
教
師
が

慣
れ
て
く
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
い
な
が
ら
、
生
徒

の
実
態
や
学
年
団
の
課
題
に
応
じ
て
、
活
用
す
る
機
能

を
徐
々
に
増
や
し
て
い
っ
た
。Classi

の
管
理
を
担
当

す
る
進
路
学
力
部
の
池
田
憲
弘
先
生
は
、
こ
う
述
べ
る
。

　「Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
は
、
実
際
に
使
用
し
て
み
な

い
と
、
そ
の
よ
さ
を
実
感
し
づ
ら
い
た
め
、
最
初
か

ら
全
教
師
の
納
得
を
得
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
は
部
分
的
に
導
入
し
て
と
に
か
くC

lassi

に

触
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
優
先
さ
せ
ま
し
た
。
そ
う
し

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
の
よ
さ
へ
の
理
解
を
徐
々
に

深
め
て
い
く
と
と
も
に
、
新
機
能
を
取
り
入
れ
る
際

に
は
、
必
ず
各
学
年
会
議
で
検
討
し
て
合
意
形
成
を

図
り
、
段
階
的
に
導
入
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
」

　

現
在
で
は
、
探
究
活
動
の
資
料
や
レ
ポ
ー
ト
、
進
研

模
試
の
分
析
結
果
な
ど
を
学
年
団
で
共
有
し
た
り
、
ア

ン
ケ
ー
ト
機
能
を
用
い
て
行
事
ご
と
に
生
徒
が
振
り
返

り
を
し
た
り
と
、
活
用
の
場
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
の
取
り
組
み
や
生
徒
の
現
状
を
知
り
た
い

と
い
う
保
護
者
の
要
望
に
応
え
る
べ
く
、
週
に
１
回
程

度
、
行
事
に
取
り
組
む
生
徒
の
様
子
や
教
師
の
思
い
を
、

Classi

を
通
し
て
保
護
者
に
発
信
し
て
い
る
。

　
Classi

は
、
生
徒
と
教
師
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
学
習

記
録
を
入
力
す
る
際
、
コ
メ
ン
ト
欄
に
日
々
の
出
来
事

や
思
い
を
書
く
生
徒
が
増
え
、
そ
れ
を
見
た
担
任
が
、

コ
メ
ン
ト
を
返
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
学
級
日

誌
の
よ
う
な
双
方
向
の
や
り
取
り
に
よ
り
、
生
徒
と
教

師
の
関
係
性
が
深
ま
っ
て
い
る
（
図
１
）。
進
路
学
力

部
で
高
校
１
学
年
担
任
の
今
福
航わ

た
る

先
生
は
、こ
う
話
す
。

　「教
師
に
直
接
声
を
か
け
に
く
く
て
も
、C

lassi

上
で
あ
れ
ば
自
分
の
思
い
や
考
え
を
率
直
に
伝
え
ら

れ
る
と
い
う
生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
メ
ン

ト
欄
に
書
か
れ
た
話
題
に
つ
い
て
面
談
で
話
し
合
う

こ
と
も
で
き
、
多
く
の
生
徒
と
よ
り
緊
密
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

担
任
以
外
に
も
、
生
徒
の
コ
メ
ン
ト
に
返
信
し
た
り
、

コ
メ
ン
ト
の
内
容
を
踏
ま
え
た
声
か
け
を
行
っ
た
り
す

る
教
師
が
次
第
に
増
え
て
い
っ
た
。
す
る
と
、「
先
生

が
自
分
を
見
て
く
れ
て
い
る
」「
自
分
の
努
力
を
認
め

て
く
れ
る
」
と
い
う
思
い
が
生
徒
の
中
に
生
ま
れ
、
そ

れ
が
教
師
へ
の
信
頼
感
を
高
め
て
い
る
。

　「教
科
学
力
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
生
き
て
い
く
た
め
に
は
多
様
な
資
質
・
能
力
が
求

生
徒
の
実
態
把
握
の
効
率
化
に
向
け
、

「C
lassi

」
の
活
用
を
段
階
的
に
推
進

Classi の「学習記録」のコメント欄図１

Classi の学習記録機能を
活用する中で、日常生活で
の出来事などについてコメ
ントする生徒が増え、それ
を見た教師もコメントを返
すようになった。本音を率
直に書く生徒が多く、教師
とのやり取りが活発に行わ
れている。

＊学校資料を基に
　編集部が一部改編

＊　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるＣｌａｓｓｉ 株式会社が提供する、 学校教育でのＩＣＴ活用を総合的に支援するサービス。
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め
ら
れ
ま
す
。
数
値
化
で
き
な
い
も
の
も
含
め
、
教

師
が
き
ち
ん
と
見
取
る
こ
と
が
重
要
で
す
。例
え
ば
、

教
科
学
習
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
生
徒
に
、『
君
が
皆

を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
た
か
ら
、
合
唱
祭
が
う
ま
く

い
っ
た
よ
』
と
声
を
か
け
れ
ば
、
生
徒
は
自
信
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
、
教
科
学
習
や
大
学
入
試
に
も

ま
た
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」（
池
田
先
生
）

　

現
在
は
、Classi

の
生
徒
カ
ル
テ
機
能
の
活
用
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
中
だ
。
こ
れ
ま
で
は
模
試

な
ど
の
振
り
返
り
で
の
活
用
が
中
心
だ
っ
た
が
、
今
後

は
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
記
録
し
、
振
り
返
ら
せ
る
こ

と
で
、
生
徒
が
持
っ
て
い
る
資
質
・
能
力
を
可
視
化
し
、

そ
の
変
容
や
成
長
を
メ
タ
認
知
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
（
図
２
）。

　

一
連
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
５
教
科
の
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
学
習
が
、
同
校
の
指
導
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し

て
定
着
し
た
。
そ
れ
は
、
進
学
実
績
の
向
上
へ
と
結
び

つ
き
、
指
導
改
善
に
力
を
入
れ
始
め
た
学
年
で
あ
る
附

属
中
学
校
第
１
期
生
が
受
験
し
た
16
年
度
入
試
で
は
、

２
人
の
生
徒
が
東
京
大
学
に
現
役
合
格
し
た
。「
自
分

も
先
輩
に
続
こ
う
」
と
い
う
思
い
の
下
、
高
い
目
標
を

設
定
し
て
学
習
に
取
り
組
む
生
徒
が
目
立
つ
よ
う
に
な

り
、
17
年
度
入
試
で
は
、
中
高
一
貫
校
に
な
っ
て
初
め

て
国
公
立
大
学
の
合
格
者
が
50
人
を
超
え
る
と
と
も

に
、
早
稲
田
大
学
の
合
格
者
も
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

上
野
勝
敏
校
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「国
公
立
大
学
へ
の
意
識
づ
け
の
強
化
に
よ
っ
て
、

難
関
私
立
大
学
の
合
格
者
数
が
減
る
か
も
し
れ
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
増
え
ま
し
た
。
裾

野
の
広
い
学
力
を
身
に
つ
け
て
い
け
ば
、
お
の
ず
と

私
立
大
学
入
試
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
進
路
の
視
野
も
広
が

り
、
地
方
国
公
立
大
学
へ
の
合
格
者
が
毎
年
出
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」

　

Classi

を
活
用
し
た
指
導
も
根
づ
き
つ
つ
あ
り
、
生

徒
の
学
習
意
欲
が
向
上
し
て
い
る
。
導
入
当
初
よ
り
も

前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
を
書
く
生
徒
が
多
く
な
り
、
授
業

を
し
て
い
て
生
徒
の
信
頼
を
感
じ
る
と
い
う
教
師
が
増

え
て
い
る
。
18
年
度
に
高
校
１
学
年
主
任
に
就
任
予
定

の
本
間
武
志
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。

　「常
に
生
徒
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、

先
生
方
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、C

lassi

の
機

能
を
拡
充
し
て
き
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

先
生
方
と
目
線
合
わ
せ
が
で
き
て
い
な
い
と
、
指
導

へ
の
活
用
に
差
が
出
て
し
ま
い
、
生
徒
を
混
乱
さ
せ

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
た
め
、『
富
士
山
型
の

人
間
形
成
』
と
い
う
指
導
方
針
を
教
師
間
で
し
っ
か

り
共
有
で
き
て
い
る
点
も
効
い
て
い
ま
す
。
18
年
度

１
学
年
で
も
こ
の
流
れ
を
う
ま
く
引
き
継
い
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

指
導
改
善
が
大
き
く
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
同
校
だ

が
、教
師
た
ち
の
意
識
は
次
の
目
標
に
向
か
っ
て
い
る
。

次
期
進
路
学
力
部
主
任
に
就
任
予
定
の
田
村
嘉
信
先
生

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、Classi

の
全
学
年
へ
の
波

及
、
国
公
立
大
学
受
験
を
見
据
え
た
個
別
指
導
体
制
の

整
備
と
い
っ
た
課
題
に
、
一
つ
ひ
と
つ
取
り
組
ん
で
い

く
考
え
だ
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
池
田
先
生
を
中
心
に

活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
を
図
る
。後
者
に
つ
い
て
は
、

苦
手
教
科
・
科
目
に
関
す
る
個
別
相
談
に
応
じ
る
担
当

教
師
を
、各
学
年
に
配
置
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

　「教
師
は
生
徒
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
し
て
指
導

力
を
伸
ば
し
、
そ
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
学
校
全
体

が
活
性
化
し
て
い
き
ま
す
。
指
導
改
善
に
終
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
、
生
徒
が
よ
り
高
い
目
標
を

実
現
で
き
る
よ
う
、
先
生
方
と
力
を
合
わ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
上
野
校
長
）

東京都立富士高校・附属中学校

国
公
立
大
学
受
験
を
見
据
え
た
、

個
別
指
導
体
制
の
整
備
を
急
ぐ

Classi の「生徒カルテ」図2

進研模試の振り返りとして、生徒が Classi 上に自己採点結果や今後の課題とそ
の対策などを書く。今後は、文化祭や合唱祭といった行事を始め、あらゆる教育
活動の履歴をポートフォリオとして蓄積していく予定だ。

＊学校資料を基に編集部が一部改編
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岐
阜
県
立
中
津
高
校
は
、
創
立
１
０
０
年
を
超
え
る

歴
史
を
持
つ
学
校
だ
。
同
県
南
東
部
に
位
置
す
る
東
濃

地
区
で
は
唯
一
の
単
位
制
普
通
科
高
校
と
し
て
、
地
域

の
発
展
を
牽
引
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

毎
年
、
生
徒
の
約
７
割
が
４
年
制
大
学
に
進
学
し
、

進
学
実
績
が
安
定
し
て
い
る
半
面
、
生
徒
の
進
路
意
識

の
育
成
に
は
課
題
が
あ
っ
た
。
大
学
入
試
に
向
け
た
準

備
を
本
格
化
さ
せ
る
時
期
が
遅
く
な
る
傾
向
が
見
ら

れ
、
３
年
次
の
夏
季
休
業
に
入
っ
て
よ
う
や
く
腰
を
上

げ
る
生
徒
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
に
力
を
入
れ
よ
う
と
考
え
、
１
・
２
年
次
の
Ｌ
Ｈ

Ｒ
や
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
中
心
に
、
取
り
組

旧制・中津町立中津高等女学校
として開校。「自由と個人の尊厳・
思索と自己の完成」を校訓とし、
主体性や社会性を備えた生徒の
育成を目指している。２００７年度
の岐阜県立恵那北高校との統合
を機に、単位制に移行した。

設立 １９０６（明治39）年

形態 全日制・定時制／普通科／共学

生徒数 １学年約 200人

２０１７年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、東北大、千葉大、
横浜国立大、富山大、信州大、岐阜大、静岡大、名古屋大、広島大、
岐阜県立看護大などに64人が合格。私立大は、青山学院大、東京
理科大、愛知学院大、南山大、立命館大などに延べ245人が合格。

住所 〒508ー0001　岐阜県中津川市中津川１０８８ー２

電話 0573ー66ー1361

Web site  http://school.gifu-net.ed.jp/nakatsu-hs/

No.244

P R O F I L E

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実
さ
せ
、自
分
の

将
来
像
を
描
け
る
生
徒
の
育
成
を
図
る

体
系
的
な
進
路
探
究
活
動
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、

主
体
的
な
学
習
集
団
を
育
成

岐
阜
県
立
中
津
高
校

キ
ャ
リ
ア
教
育

変革のステップ

• 大学入試に向けた準備を始めるのが遅い生徒が多
く、進路意識の涵養に課題があった

背景と課題

実践内容

•「自分ならではの体験」を語れる生徒が増え、推薦・
ＡＯ入試の合格率が向上

•学校と生徒・保護者との信頼が深まった

•弁論大会の改編　１・２年次の弁論大会を、小論
文指導を中心とした取り組みから、進路探究活動
を中心とした取り組みへと改編。特に１年次には、
生徒が「自分は何に興味があるのか」というテーマ
とじっくり向き合えるようにした

•地域と連携し、ボランティア活動を推進　生徒の
視野を広げるため、旧中山道「馬

ま

籠
ごめ

宿
じゅく

」における通
訳を始めとした、地域と連携して行う多様なボラン
ティア活動を推進

•保護者向け進路勉強会の実施　年８～９回、保護
者を招いた勉強会を実施し、大学入試や就職、校
内の取り組みなどの情報を共有

成果と展望

＊プロフィールは２０１８年３月時点のものです
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み
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
教
務
主
任
の
高
橋
俊

和
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
大
学
進
学
と
い
う
人
生
の
大
き
な
岐
路
に
お
い

て
、
本
当
に
進
み
た
い
道
を
選
ぶ
た
め
に
は
、
目
的

意
識
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
生
徒
が
進
路
の

視
野
を
広
げ
な
が
ら
、『
大
学
で
何
を
学
び
た
い
の

か
』『
社
会
で
何
が
し
た
い
の
か
』
を
し
っ
か
り
考

え
ら
れ
る
よ
う
、
全
校
体
制
で
指
導
を
工
夫
し
て
い

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
目
標
が
固
ま
れ
ば
、
学
習
意

欲
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
」

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
中
で
、
２
つ
の
柱
が
設

け
ら
れ
た
。
１
つ
は
、
体
験
的
な
進
路
学
習
だ
。
１
年

次
の
夏
季
休
業
前
に
は
、
主
要
な
学
問
系
統
に
つ
い
て

広
く
学
ぶ
た
め
の
教
師
に
よ
る
学
部
学
科
説
明
会
、
夏

季
休
業
明
け
か
ら
は
、
地
域
企
業
の
見
学
会
や
、
大
学
・

企
業
を
訪
問
し
て
学
問
系
統
別
の
講
座
を
聞
く
秋
季
研

修
（
図
１
）
な
ど
を
通
し
て
、
進
路
へ
の
視
野
を
広
げ

る
。
２
年
次
に
は
、病
院
や
市
役
所
な
ど
へ
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
中
心
に
、
実
際
に
社
会
に
出
て
体
験
す
る

場
を
設
け
て
い
る
。

　

も
う
１
つ
は
、
１
・
２
年
次
の
弁
論
大
会
だ
。
同
校

の
伝
統
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
以
前
は
、
小
論
文
の

ス
キ
ル
の
育
成
を
目
指
し
、
論
述
・
発
表
の
指
導
に
重

点
を
置
い
て
い
た
。
し
か
し
、「
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ

が
見
つ
か
ら
な
い
」
と
言
う
生
徒
も
多
く
、
思
う
よ
う

な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、「
生
徒

の
進
路
へ
の
考
え
を
い
か
に
深
め
さ
せ
る
か
」
と
い
う

観
点
で
内
容
を
改
編
し
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
は
、
各

学
年
の
進
路
探
究
活
動
の
集
大
成
と
位
置
づ
け
る
こ
と

に
し
た
。

　

各
学
年
と
も
に
、
３
学
期
の
弁
論
大
会
本
番
に
向
け
、

２
学
期
か
ら
準
備
を
始
め
る
。
１
年
次
で
は
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
が
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
を
用
い
て
、
自
分
の
関

心
の
あ
る
分
野
を
探
る
中
で
テ
ー
マ
を
設
定
。
そ
れ
に

つ
い
て
書
籍
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
、
弁
論
大
会

の
原
稿
に
用
い
る
小
論
文
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
書
く
。

自
分
の
考
え
や
主
張
を
必
ず
盛
り
込
む
よ
う
繰
り
返
し

伝
え
、
調
べ
た
事
実
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
場
合
は
書

き
直
す
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
冬
季
休
業
中

に
、
１
２
０
０
～
１
５
０
０
字
の
小
論
文
に
取
り
組

む
。
Ｌ
Ｈ
Ｒ
で
小
論
文
指
導
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、「
書
き
方
が
分
か
ら
な
い
」
と
言
う
生
徒
は
少
な
い
。

17
年
度
１
学
年
主
任
の
喜
多
川
博
先
生
は
、
こ
う
話
す
。

　
「
テ
ー
マ
は
、
で
き
る
だ
け
自
分
の
進
路
に
か
か

わ
る
内
容
に
な
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
探
究
す

る
中
で
、『
興
味
を
持
っ
て
い
た
分
野
な
の
に
全
く

知
識
が
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
』『
調
べ
始
め
た
ら

弁
論
大
会
の
中
軸
を
進
路
探
究
と
し
、

生
徒
が
好
き
な
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
る

岐
阜
県
立
中
津
高
校

喜
多
川

　博
　き
た
が
わ
・
ひ
ろ
し

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
１
学
年

主
任
。「
仕
事
に
対
し
て
は
『
現
状
維
持
は
失
敗
』、

生
徒
に
対
し
て
は
『
誠
心
誠
意
』
の
信
念
で
臨
む
」

岐
阜
県
立
中
津
高
校

小
栗
和
成
　お
ぐ
り
・
か
ず
し
げ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
進
路
指

導
主
事
。「
生
徒
自
身
の
夢
の
実
現
を
支
援
す
る
こ

と
」

岐
阜
県
立
中
津
高
校

高
橋
俊
和
　た
か
は
し
・
と
し
か
ず

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。
教
務
主

任
。「
生
徒
の
心
に
火
を
つ
け
る
支
援
」

岐
阜
県
立
中
津
高
校

西
山
敏
伸
　に
し
や
ま
・
と
し
の
ぶ

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
進
路
指

導
部
。「
仕
事
も
授
業
も
『
明
る
く
、
楽
し
く
、
元

気
よ
く
』。
生
徒
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
を
大
切
に
」

２０１７年度秋季研修テーマ一覧図１

生徒が興味のある分野について探究し、希望進路の実現への意欲と関心を高められるよう、事前学習３
時間、事後学習１時間と、当日の１日を使って、学問系統別に研修している。 ＊学校資料を基に編集部で作成

講座名 研修場所 テーマ 参加人数（人）

文学 南山大学、愛知県図書館 文学研究とは何か・図書館とは何か ２４

語学・国際 日本福祉大学 国際理解・国際協力について考える １７

経済・経営 南山大学、
三菱東京ＵＦＪ銀行貨幣資料館

貨幣をキーワードに
経済学の間口の広さを知る １９

教育・保育 岐阜聖徳学園大学 教育学・保育学の内容を知り、体験しよう ２８

理学 南山大学理工学部 大学の数学を知る ５

工学 愛知工業大学、
トヨタ産業技術記念館 中部圏のものづくりと大学の研究を知る ３９

医療・看護 中部大学 医療と看護の分野とその実際について学ぶ ３６

芸術 名古屋芸術大学 将来の職業を視野に、
芸術系学部で学ぶことを知る １３

生活科学 中京学院大学 栄養・食品学について ４

 Apr i l  201833



意
外
と
面
白
く
な
か
っ
た
』
と
言
う
生
徒
も
い
ま
し

た
。
学
問
を
深
め
る
難
し
さ
を
実
感
し
、
自
分
の
適

性
を
知
る
よ
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　

３
学
期
に
は
、
書
き
上
げ
た
小
論
文
を
用
い
て
弁
論

の
練
習
が
始
ま
る
。
４
人
１
組
で
発
表
し
合
い
、
率
直

な
感
想
や
意
見
を
述
べ
合
う
。
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
基

に
、
発
表
の
仕
方
や
内
容
な
ど
を
修
正
し
た
上
で
、
各

ク
ラ
ス
で
発
表
会
を
開
く
。
内
容
、
構
成
の
分
か
り
や

す
さ
、
主
張
の
明
確
さ
、
発
表
の
態
度
の
４
観
点
に
つ

い
て
、
各
５
段
階
で
生
徒
が
相
互
評
価
し
、
感
想
も
書

き
添
え
る
。
そ
う
し
て
各
ク
ラ
ス
か
ら
代
表
者
を
１
人

ず
つ
選
抜
し
、
学
年
で
弁
論
大
会
を
行
う
（
写
真
１
）。

17
年
度
１
年
生
で
は
、
命
の
大
切
さ
を
テ
ー
マ
に
し
た

生
徒
が
最
優
秀
者
と
な
っ
た
。
命
へ
の
真
摯
な
思
い
、

身
振
り
手
振
り
を
交
え
た
巧
み
な
語
り
口
に
心
を
打
た

れ
、
目
頭
を
押
さ
え
る
教
師
や
生
徒
も
少
な
く
な
か
っ

た
と
い
う
。
生
徒
の
感
想
に
も
、「
自
分
の
主
張
が
い

か
に
底
の
浅
い
も
の
で
あ
る
か
に
気
づ
い
た
」「
２
年

次
で
は
、
も
っ
と
自
分
の
考
え
を
盛
り
込
み
た
い
」
と

い
っ
た
感
想
が
多
く
、
ク
ラ
ス
代
表
者
の
発
表
に
大
き

な
刺
激
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
と
い
う
。

　

２
年
次
は
、
基
本
的
に
１
年
次
と
同
じ
流
れ
で
進
む

が
、
準
備
期
間
で
さ
ら
に
探
究
を
深
め
る
た
め
に
、
ク

ラ
ス
横
断
で
学
問
分
野
ご
と
に
10
〜
12
の
ゼ
ミ
に
分
か

れ
、小
論
文
の
作
成
に
取
り
組
む
。
１
年
次
と
同
じ
テ
ー

マ
に
し
て
も
、
変
え
て
も
構
わ
な
い
。
担
任
と
副
担
任

が
、
自
身
の
担
当
教
科
に
近
い
分
野
の
ゼ
ミ
の
顧
問
と

し
て
指
導
に
当
た
る
。

　

小
論
文
に
ゼ
ミ
形
式
で
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
11
月
に
行
う
大
学
教
員
を
講
師
と
し
て
招
く
出
前

講
義
へ
の
生
徒
の
興
味
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
進

路
指
導
主
事
の
小
栗
和
成
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「生
徒
は
、
講
師
が
語
る
研
究
の
方
法
や
発
見
の

喜
び
な
ど
を
、
現
在
の
自
分
の
探
究
活
動
と
重
ね
合

わ
せ
、
実
感
を
伴
っ
て
聞
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。各
教
育
活
動
が
互
い
に
影
響
し
合
い
、

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
気

づ
き
や
学
び
が
深
ま
っ
て
い
く
の
だ
と
、
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
」

　

生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
機
会
と
し
て
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
重
視
し

て
い
る
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
生
徒
が
青
年
会
議
所
の

協
力
の
下
に
行
っ
た
、
学
校
祭
や
街
頭
で
の
献
血
の
啓

発
活
動
だ
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
中
津
川
市
役
所
や
商
工

会
議
所
、
法
人
会
、
中
京
学
院
大
学
と
の
連
携
も
進
め
、

Ｊ
Ｒ
中
津
川
駅
前
で
行
わ
れ
る
定
期
市
「
六
斎
市
」
で

販
売
す
る
商
品
を
開
発
し
た
り
、
吹
奏
楽
部
や
ギ
タ
ー

マ
ン
ド
リ
ン
部
に
よ
る
演
奏
会
を
開
い
た
り
と
、
様
々

な
取
り
組
み
が
実
現
し
て
い
っ
た
。

　

15
年
度
か
ら
は
、
同
校
が
拠
点
校
を
務
め
る
「
岐
阜

県
英
語
教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
事
業
」
の
一
環
と

し
て
、
同
市
の
観
光
名
所
の
１
つ
で
あ
る
旧
中
山
道
の

宿
場
町
「
馬ま

籠ご
め

宿じ
ゅ
く
」
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
年
３
〜
４
回
、
外
国
人
観
光
客
に
対
し
て
、

生
徒
が
通
訳
を
し
た
り
、
道
案
内
を
し
た
り
す
る
ほ
か
、

商
店
か
ら
依
頼
を
受
け
、
商
品
を
広
告
す
る
チ
ラ
シ
を

作
成
す
る
こ
と
も
あ
る
。
地
域
の
産
業
へ
の
理
解
を
深

め
、
視
野
を
広
げ
る
機
会
と
な
る
た
め
、
生
徒
に
は
積

極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
進
路
指
導
部
で
英

語
科
の
西
山
敏
伸
先
生
は
、
教
科
学
習
へ
の
意
識
づ
け

に
も
つ
な
が
る
取
り
組
み
だ
と
語
る
。

　「生
徒
が
授
業
で
身
に
つ
け
た
英
語
力
を
活
用
で

き
る
よ
う
、
実
際
に
外
国
人
と
交
流
す
る
場
を
設
け

た
い
と
考
え
、
本
校
か
ら
観
光
協
会
に
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
協
会
か
ら
は
快
諾
が
得
ら
れ
、
さ
ら

に
要
望
も
挙
げ
て
も
ら
い
、
企
画
が
一
気
に
具
体
化

し
て
い
き
ま
し
た
」

　

16
年
度
に
は
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
さ
ら
に
強
化

し
、
地
域
貢
献
を
進
め
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

う
部
活
動
「
Ｃ
Ｃ
Ｃ
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
コ
ネ
ク
シ
ョ

地
域
と
連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
推
進
し
、生
徒
の
視
野
を
広
げ
る

写真１　１年生のクラス代表者が、「最小限主義という生き方」
「体育の意味」「日本の農業の課題」「不滅の意見」といった様々
なテーマで発表。黒板を使って説明したり、プロジェクターで
写真や絵画を示したりと、自分の考えを分かりやすく発表しよ
うとする工夫が見られた。
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ン
・
ク
ラ
ブ
）」
を
設
置
し
た
（
写
真
２
）。
生
徒
全
員

が
所
属
す
る
部
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
の
少
な
い
生
徒
で
も
気
軽
に
参
加
し

や
す
く
な
り
、
興
味
の
あ
る
地
域
行
事
を
意
欲
的
に
手

伝
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

生
徒
の
進
路
へ
の
意
識
づ
け
を
効
果
的
に
進
め
る
た

め
、
保
護
者
へ
の
進
路
情
報
の
共
有
も
最
重
要
課
題
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

そ
の
中
心
的
な
取
り
組
み
が
、年
８
〜
９
回
行
う
「
保

護
者
の
た
め
の
進
路
サ
ポ
ー
ト
勉
強
会
」
だ
。
教
師
と

保
護
者
の
距
離
を
近
づ
け
る
た
め
、
あ
え
て
体
育
館
な

ど
で
は
な
く
、
会
議
室
で
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
行
う
。

ま
た
、
仕
事
を
持
つ
保
護
者
も
参
加
し
や
す
く
な
る
よ

う
、時
間
は
19
時
〜
20
時
30
分
に
設
定
し
て
い
る
。
テ
ー

マ
に
は
、
大
学
進
学
費
用
（
４
月
）
や
、
大
学
入
試
の

最
新
動
向
（
６
月
）、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
出
願
（
９
月
）

と
い
っ
た
一
般
的
な
情
報
の
ほ
か
、
難
関
大
学
に
合
格

し
た
卒
業
生
の
足
跡
と
い
っ
た
同
校
独
自
の
情
報
も
盛

り
込
み
、
保
護
者
の
満
足
度
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
工
夫

し
て
い
る
。
ま
た
、
親
子
で
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
テ
ー

マ
に
つ
い
て
は
、
同
日
の
昼
間
、
同
じ
講
演
を
生
徒
向

け
に
行
う
こ
と
も
多
い
。
以
前
は
、
会
場
の
準
備
に
手

間
が
か
か
っ
た
が
、
管
理
職
の
配
慮
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力

に
よ
っ
て
会
場
棟
の
１
階
に
保
護
者
用
の
下
足
箱
と
ス

リ
ッ
パ
を
設
置
し
、
会
議
室
に
椅
子
１
５
０
席
を
常
備

し
て
か
ら
は
、
教
師
の
負
担
が
大
き
く
減
少
し
た
。

　

保
護
者
か
ら
の
評
判
は
良
好
で
、
繰
り
返
し
出
席
す

る
保
護
者
も
目
立
ち
、
多
い
時
に
は
学
年
の
40
〜
50
％

の
保
護
者
が
足
を
運
ぶ
。
校
区
の
中
学
校
の
教
師
が
参

加
す
る
こ
と
も
あ
り
、「
面
倒
見
の
よ
い
学
校
」
と
い

う
評
価
も
定
着
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

　「生
徒
が
本
当
に
進
み
た
い
道
を
選
ぶ
た
め
に
は
、

保
護
者
の
理
解
と
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

私
た
ち
教
師
の
思
い
や
入
試
環
境
の
変
化
を
伝
え
る

場
を
定
期
的
に
設
け
、『
大
学
入
試
は
団
体
戦
で
あ

る
』
と
い
う
意
識
を
保
護
者
と
も
共
有
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」（
高
橋
先
生
）

　

一
連
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
将
来
の
志
望
や
大
学

で
学
ぶ
意
義
に
気
づ
く
生
徒
が
増
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、

推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
の
合
格
率
の
高
さ
か
ら
も
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
、
例
年
40
〜
50
％
の
生
徒
が
合
格
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
探
究
活
動
の
テ
ー
マ
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
き
っ
か
け
に
そ
の
分

野
を
目
指
し
、
そ
の
生
徒
に
し
か
語
れ
な
い
体
験
を
積

み
重
ね
て
き
た
成
果
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　「取
り
組
み
を
継
続
す
る
中
で
、
生
徒
・
保
護
者

の
教
師
に
対
す
る
信
頼
感
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
進

路
決
定
の
場
面
で
、
教
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
素
直
に

耳
を
傾
け
る
生
徒
が
増
え
ま
し
た
。『
あ
の
時
の
先

生
の
一
言
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
』
と
言
っ
て
く

れ
る
卒
業
生
も
多
く
、
教
師
と
し
て
大
き
な
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
」（
西
山
先
生
）

　

今
後
は
、
一
般
入
試
で
の
合
格
者
の
増
加
と
、
さ
ら

な
る
高
み
を
目
指
す
意
欲
の
喚
起
に
向
け
、
指
導
改
善

を
進
め
て
い
く
。
16
年
度
入
学
生
が
１
年
生
の
時
に
は
、

旧
帝
大
を
始
め
と
す
る
難
関
国
公
立
大
学
志
望
者
を
対

象
に
、
各
教
科
・
科
目
の
学
習
の
仕
方
や
心
構
え
な
ど

を
伝
え
る
説
明
会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
38
人
の
生
徒
が

参
加
し
た
。
そ
う
し
た
各
学
年
の
新
た
な
取
り
組
み
を

学
校
全
体
で
共
有
し
、
改
善
を
重
ね
て
い
く
考
え
だ
。

　「意
志
の
あ
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
道
は
開
け
ま
す
。

高
い
と
思
え
る
ハ
ー
ド
ル
で
も
積
極
的
に
挑
戦
し
、

乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
、
何

よ
り
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
そ
う
し
た

意
欲
的
な
生
徒
の
育
成
に
力
を
入
れ
、
生
徒
が
秘
め

て
い
る
無
限
の
可
能
性
を
引
き
出
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」（
喜
多
川
先
生
）

岐阜県立中津高校

一
般
入
試
で
の
合
格
者
の
増
加
を

目
指
し
、指
導
改
善
を
続
け
て
い
き
た
い

写真２　ＣＣＣでは、全校生徒が部員となり、全教師が顧問を
務める。病院の防災訓練を手伝ったり、児童館や福祉施設の
行事に参加して子どもに読み聞かせを行ったりといった多彩な
活動を通して、地域貢献を図っている。発足初年度である2016
年度には、延べ４１２人の生徒がボランティア活動に取り組んだ。

保
護
者
と
の
勉
強
会
に
よ
り
、

「
受
験
は
団
体
戦
」
の
意
識
を
醸
成
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千
葉
県
・
私
立
成
田
高
校
で
は
、
２
年
生

７
月
の
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
進
研
模
試
」
に
向
け

て
意
識
を
高
め
、
主
体
的
な
学
習
を
促
す
目

的
で
意
識
づ
け
シ
ー
ト
を
活
用
し
て
い
る
。

５
月
に
前
年
度
の
模
試
の
問
題
を
解
い
て
自

己
採
点
を
し
、問
題
ご
と
の
正
答
率
を
確
認
す

る
こ
と
で
自
分
の
弱
点
を
把
握
し
て
、模
試

本
番
ま
で
に
強
化
す
る
分
野
・
単
元
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
だ
。
し
か
し
、
生
徒

の
中
に
は
、
弱
点
の
確
認
は
で
き
た
も
の
の
、

部
活
動
や
学
校
行
事
に
時
間
が
取
ら
れ
、
具

体
的
な
学
習
行
動
に
結
び
つ
か
な
い
者
も
い

る
と
い
う
。
そ
こ
で
今
回
は
、
生
徒
に
と
っ

て
多
忙
さ
が
増
す
２
年
生
１
学
期
に
、
主
体

的
な
学
習
習
慣
を
無
理
な
く
身
に
つ
け
さ
せ

て
い
く
た
め
の
指
導
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

検討メンバー

千葉県・私立成田高校
佐藤杏奈先生提供
「２年生　１学期
模試への意識づけシート」

Before

改良！指
導ツール

千葉県・私立
成田高校　

佐藤杏奈
さとう・あんな

長野県
屋代高校・
附属中学校

宇都宮 仁
うつのみや・じん

高知県・私立
土佐塾中学・高校

藤澤佑介
ふじさわ・ゆうすけ

自校の指導ツールを他校の教師とともに検討し、各校の生徒特性に合った形へ
改善を図る本コーナー。今回は、２年生1学期に実施される模試に向けて
目的を持った主体的な学習を促す「模試への意識づけシート」について検討する。

模
試
の
過
去
問
題
で
自
己
分
析
さ
せ
、

主
体
的
な
学
習
を
促
し
た
い

模試の過去問題を利用した指
導を行っているが、主体的な
学習習慣の定着に結びついて
いない生徒がいる
生徒一人ひとりが学習上の優
先課題を見つけ、計画的に学
習を進められるようにしたい
が、教師が個別に生徒をフォ
ローする余裕がない

課題

ツール 提供者

1

2

＊プロフィールは 2018 年３月時点のものです
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模
試
の
過
去
問
題
を
解
い
た
後
、
最
低
１

日
10
分
、
毎
日
確
実
に
継
続
で
き
る
学
習
内

容
を
教
科
ご
と
に
決
め
、
優
先
順
位
を
つ
け

さ
せ
る
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、

毎
日
の
Ｈ
Ｒ
の
時
間
な
ど
に
、
自
分
が
決
め

た
学
習
に
取
り
組
ん
だ
か
ど
う
か
を
確
認
し

合
う
。
そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
シ
ー
ト
の
マ
ス

に
取
り
組
ん
だ
人
数
分
の
○
を
書
き
込
む
。

グ
ル
ー
プ
で
日
々
の
進
捗
を
共
有
す
る
こ
と

で
、「
み
ん
な
と
一
緒
に
頑
張
る
」
と
い
っ
た

気
持
ち
を
醸
成
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ほ
か
の

生
徒
が
取
り
組
ん
で
い
る
学
習
内
容
に
興
味

を
持
た
せ
る
の
が
ね
ら
い
だ
。
３
教
科
の
10

分
学
習
す
べ
て
に
取
り
組
ん
だ
ら
○
を
１
つ

書
く
、
あ
る
い
は
取
り
組
ん
だ
教
科
の
数
だ

け
○
を
書
く
な
ど
の
ル
ー
ル
は
、
ク
ラ
ス
の

状
況
に
応
じ
て
決
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

次ページでは、
３人の先生方の
検討の様子を
ダイジェストで紹介！

２０１７年７月進研模試の記録

「模試までの○○日作戦」グループメンバー＆進捗表

２年　　　　組　　　　番 氏名

氏名 氏名

氏名 氏名

教
科 評価 反省点と

今後の課題
最低1日10 分は
やること

優先
順位

国
語

自己採点 点　

難易度 易　　1 2 3 4 5 　難

時間 余裕　1 2 3 4 5 不足

数
学

自己採点 点　

難易度 易　　1 2 3 4 5 　難

時間 余裕　1 2 3 4 5 不足

英
語

自己採点 点　

難易度 易　　1 2 3 4 5 　難

時間 余裕　1 2 3 4 5 不足

5 10

15 20

25 30

35 40

After

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（http://berd.benesse.jp）からダウンロード
できます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

模試への意識づけシート２年生
１学期

最
優
先
課
題
を
明
確
に
し
て

グ
ル
ー
プ
で
支
え
合
う

個人シートで、教科の
優先順位と必ずやることを
決める
これまでのシートに「最低1日10
分はやること」と教科の「優先順位」
を記入する欄を設け、自分にとって
のスモールステップを明確化する

グループシートを使って、
グループ間で学習状況を競う
クラスを４～８人程度ずつのグルー
プに分け、毎日「最低1日10 分は
やること」を達成できた人数分の○
を、グループシートのマスに書き込
み、その数を競う。グループは学習
方法をアドバイスし合う集団として
も機能させる

1

2

改良ポイント

■個人シート

■グループシート
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部
活
動
や
学
校
行
事
の
中
心
と
な
る
２
年

生
は
、
ど
う
し
て
も
学
習
に
充
て
る
時
間
が

少
な
く
な
り
、
そ
も
そ
も
日
々
の
授
業
の
予

習
・
復
習
で
精
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
従
っ
て
、

自
分
の
弱
点
が
分
か
っ
て
も
、
そ
の
対
策
に

着
手
す
る
余
裕
が
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
１

日
10
分
程
度
の
短
時
間
で
で
き
る
範
囲
で
、

「
こ
こ
だ
け
は
」
と
い
う
優
先
的
に
取
り
組
む

べ
き
内
容
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
模
試

の
対
策
は
個
別
指
導
に
な
り
が
ち
だ
が
、
担

任
も
そ
の
時
間
が
な
か
な
か
取
れ
て
い
な
い

現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が

自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
集
団
の
力
で
学
習
に

取
り
組
む
よ
う
な
工
夫
を
す
る
と
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
仮
説
に
到
達
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
シ
ー
ト
を
「
個
人

シ
ー
ト
」
と
位
置
づ
け
、
最
低
限
こ
れ
だ
け

は
と
い
う
学
習
内
容
を
自
己
決
定
し
、
取
り

組
む
べ
き
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
を
宣
言
す
る

場
と
し
た
。
さ
ら
に
、
生
徒
同
士
で
学
習
へ

の
取
り
組
み
を
励
ま
し
合
う「
グ
ル
ー
プ
シ
ー

ト
」
を
運
用
し
、
そ
れ
を
教
室
内
に
掲
示
す

る
な
ど
し
て
、
学
習
実
績
を
グ
ル
ー
プ
間
で

競
い
合
う
形
と
し
た
。

　

な
お
、グ
ル
ー
プ
シ
ー
ト
に
メ
ン
バ
ー
個
々

の
学
習
内
容
を
記
入
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、「
ほ
か
の
人
の
学
習
内
容
を
知
る
こ
と

も
勉
強
に
な
る
」「
自
分
の
学
習
内
容
を
知
ら

れ
た
く
な
い
生
徒
も
い
る
」
と
い
う
意
見
に

分
か
れ
た
。

検討メンバーの先生に、自身の指導観や自校の生徒特性を踏まえて、
ツールの活用方法や留意点などをお話しいただきました

1 過去問題を解いた結果を基に、
個人シートに最低限の学習内容を記入

2 グループシートで学習の積み重ねを
毎日記録する

3 グループシートを教室内に掲示し
取り組み状況を競い合う

改良！指
導ツール

活用の流れ

２年生　１学期　模試への意識づけシート

生
徒
の
多
忙
さ
を
認
め
、

ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
を
設
定
さ
せ
る

　

本
校
で
は
、
１
年
生
で
初
め
て
受
験

す
る
模
試
以
降
、「
模
試
は
自
分
の
可
能

性
を
知
る
た
め
の
も
の
だ
か
ら
、
で
き

る
限
り
の
準
備
を
し
て
臨
も
う
」
と
繰

り
返
し
生
徒
に
話
し
ま
す
。
意
識
づ
け
シ
ー
ト
も
、

生
徒
に
無
理
な
く
学
習
計
画
を
立
て
さ
せ
よ
う
と

改
良
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
生
徒
間
の
意
識
の

持
ち
方
や
取
り
組
み
の
差
は
な
か
な
か
解
消
で
き

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、
他
校
の
先
生
方
と

の
話
し
合
い
の
中
で
、
教
師
が
引
っ
張
る
の
で
は

な
く
、
生
徒
に
委
ね
て
み
る
と
い
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
へ
の
発
想
の
転
換
が
で
き
ま
し
た
。
確
か
に
、

生
徒
同
士
で
の
対
話
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
学

習
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
く
の
は
、
教
師
に
と
っ

て
も
負
担
が
少
な
く
、
現
実
的
で
す
。

　

自
ら
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
を
設
定
し
て
臨
む
、

各
教
科
１
日
10
分
間
の
学
習
は
、
学
習
習
慣
が
確

立
し
て
い
な
い
生
徒
に
も
取
り
組
み
や
す
い
も
の

で
し
ょ
う
。
ク
ラ
ス
の
中
に
、
で
き
る
こ
と
を
こ

つ
こ
つ
と
積
み
重
ね
、
肯
定
し
合
う
雰
囲
気
が
生

ま
れ
て
き
た
ら
、
普
段
か
ら
真
面
目
に
取
り
組
ん

で
き
た
生
徒
、
手
が
か
か
ら
な
い
け
れ
ど
目
立
た

な
い
生
徒
も
救
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
３
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
進
路
指

導
部
所
属
。
理
科
。 「
す
べ
て
の
行
動
に
、
意
味
と
考
え
を
持
た
せ
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
３
３
０
人
／

２
０
１
７
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、東
北
大
、筑
波
大
、

東
京
医
科
歯
科
大
、
一
橋
大
、
大
阪
大
な
ど
に
30
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應

義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
４
４
７
人
が
合
格
。

個々の積み重ねを肯定し合える雰囲気を育みたい
千葉県・私立成田高校　佐藤杏奈　さとう・あんな

38 Apr i l  2018



指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
では、取材にご協力いただける先生及び取材で
検討させていただく「指導ツール」を募集して
います。「自校で長年使っているツールを見直
したい」「ツールのより効果的な活用法を検討
したい」といった、課題意識をお持ちの先生方
のご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツールを添付
して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒様の情報が削除されているかご確
認をお願いいたします

❶学校名・お名前　　
❷分掌・ご教職歴　
❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

改良したいのに、どうすべきか分からない……
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
ツール募集でご提供いただく個人情報は、今
後の企画を検討する目的で利用いたします。
お客様の意思によりご提供いただけない部
分がある場合、手続き・サービス等に支障が
生じることがあります。また、商品発送等
で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、
厳重に委託先を管理・指導します。個人情
報に関するお問い合わせは、個人情報お問
い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、
年末年始を除く、9時～21時）にて承ります。
（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個
人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

　

２
年
生
の
う
ち
に
主
体
的
な
学
習
習

慣
が
確
立
で
き
、
休
み
時
間
な
ど
の
隙

間
時
間
を
う
ま
く
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
生
徒
は
、
３
年
生
で
の
受
験
モ
ー
ド

へ
の
切
り
替
え
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。
た
だ
、
主
体

的
な
学
習
習
慣
の
確
立
は
、
１
・
２
年
生
の
段
階
か

ら
「
学
習
計
画
の
立
案
↓
実
行
↓
検
証
・
修
正
」

の
サ
イ
ク
ル
を
模
試
だ
け
で
な
く
定
期
考
査
も
含

め
て
繰
り
返
し
て
い
か
な
い
と
、
身
に
つ
き
に
く

い
も
の
で
す
。
今
回
の
意
識
づ
け
シ
ー
ト
は
、
１

年
を
通
し
て
継
続
的
に
使
う
こ
と
で
、
よ
り
大
き

な
効
果
を
生
徒
に
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

活
動
そ
の
も
の
は
生
徒
が
主
体
的
に
進
め
て
い

く
べ
き
で
す
が
、
教
師
は
取
り
組
み
が
形
骸
化
し

な
い
よ
う
に
見
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
10
分
間

の
学
習
の
内
容
が
伴
っ
て
い
な
い
の
に
「
ま
あ
、

い
い
か
」
と
許
す
よ
う
な
甘
え
が
生
徒
に
生
ま
れ

な
い
よ
う
に
、
教
師
か
ら
刺
激
を
与
え
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
私
な
ら
、
試
験
前
に
予
想
問
題
と
解

答
例
作
り
を
グ
ル
ー
プ
で
挑
戦
さ
せ
て
み
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
生
徒
に
任

せ
っ
き
り
に
は
せ
ず
、
グ
ル
ー
プ
分
け
も
、
学
力

別
や
優
先
教
科
別
な
ど
工
夫
し
た
い
で
す
ね
。

　

模
試
を
活
用
し
た
本
校
の
指
導
は
、

教
師
と
生
徒
が
１
対
１
で
向
き
合
っ

て
行
う
の
が
定
石
で
す
。
し
か
し
、
担

任
が
す
べ
て
の
生
徒
を
見
て
い
く
の

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
集
団
の
力
を
生
か
す

と
い
う
発
想
は
、
そ
の
課
題
に
お
い
て
有
効
か
も

し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
学
校
行
事
の
中
心
に

な
る
２
年
生
に
と
っ
て
は
、
力
を
合
わ
せ
て
行
事

に
取
り
組
め
る
集
団
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す

し
、
３
年
生
に
な
る
前
に
「
受
験
は
団
体
戦
」
で

あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
土
壌
づ
く
り
に
も
な
る

で
し
ょ
う
。
グ
ル
ー
プ
で
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
ん

だ
学
習
内
容
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
学
習
の
仕
方

を
学
べ
る
の
も
よ
い
で
す
ね
。
模
試
だ
け
で
な
く
、

定
期
考
査
で
も
試
し
て
み
た
い
で
す
。
た
だ
し
、

グ
ル
ー
プ
活
動
が
苦
手
な
生
徒
も
い
る
で
し
ょ
う

か
ら
、
個
別
面
談
で
学
習
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
も
継
続
し
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

集
団
を
意
識
す
る
こ
と
で
生
徒
の
成
長
に
つ
な

が
る
と
い
う
大
き
な
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
ぜ
ひ
学
年

団
で
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

ス
ト
ー
リ
ー
は
教
師
だ
け
の
も
の
に
と
ど
め
ず
、

生
徒
や
保
護
者
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

宇
都
宮
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
キ
ャ

リ
ア
教
育
係
主
任
。
国
語
科
。「
生
徒
の『
直
観
』と『
情
熱
』を
育
て
て
い
き
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
８
０

人
／
２
０
１
７
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、

東
京
工
業
大
、名
古
屋
大
、京
都
大
な
ど
に
１
１
４
人
が
合
格
。私
立
大
は
、中
央
大
、

早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
２
７
９
人
が
合
格
。

藤
澤
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
英
語
科

教
科
部
長
。 

「
教
師
が
伸
び
れ
ば
生
徒
も
伸
び
る
。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
を
忘

れ
な
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
０
０
人
／

２
０
１
７
年
度
入
試
合
格
実
績（
現
役
の
み
）／
国
公
立
大
は
、東
北
大
、名
古
屋
大
、

京
都
大
、
神
戸
大
な
ど
に
61
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、

同
志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
３
４
９
人
が
合
格
。

取り組みを形骸化させない教師のかかわりが重要
長野県屋代高校・附属中学校　宇都宮 仁　うつのみや・じん

学習における集団づくりの価値を広く共有したい
高知県・私立土佐塾中学・高校　藤澤佑介　ふじさわ・ゆうすけ

＊プロフィールは 2018 年３月時点のものです
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　日
本
初
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
理
工
学
専
門

の
大
学
と
し
て
開
学
し
た
会
津
大
学
で

は
、「
三
位
一
体
」
す
な
わ
ち
「
心
」（
創

業
・
挑
戦
の
精
神
）、「
技
」（
高
度
な
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
）、「
体
」（
異
文
化
へ
の
適
応
力
）

を
兼
ね
備
え
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

い
る
。
技
術
力
に
加
え
、「
心
」
や
「
体
」

を
重
視
す
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に

お
い
て
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

と
志
を
持
ち
、
異
な
る
国
籍
や
文
化
を
持

つ
人
た
ち
と
と
も
に
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

や
技
術
を
創
出
し
て
い
く
力
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
い
う
考
え
か
ら
だ
。　
　

　

１
年
次
か
ら
、
創
業
・
挑
戦
の
精
神
を

鍛
え
る
た
め
の
専
門
科
目
を
多
数
用
意
し

＊プロフィールは 2018 年３月時点のものです

コンピュータ理工学部
コンピュータ理工学科４年
鄒 昌宏
ぞう・ちゃんほん
中国南寧市第三中学校卒
業。中国大連の東軟信息学
院から、会津大学に編入。

コンピュータ理工学部
コンピュータ理工学科４年
土佐峻平
とさ・しゅんぺい
栃木県立宇都宮白楊高校
卒業。大学院で回路系の
研究を続ける予定。

技術力に加え、異文化適応力や
創業の精神を備えた人材を育成する

会津大学 コンピュータ理工学部

１
年
次
か
ら
教
員
や
上
級
生
と

と
も
に
問
題
解
決
型
学
習
に
挑
戦

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

インターンシップで
最先端のＩＴ技術を学びます　
シリコンバレーでのインターンシップでは、現地の学生との議
論に参加したり、工学を学ぶ人なら誰もが憧れる有名企業を訪
問したりして、研究への意欲が高まりました。（鄒さん）

起業に必要な知識を学び、
ものづくりを体験できます
「ベンチャー体験工房」の授業では、
ＡＩ（人工知能）について研究中です。
先生との距離が近く、すぐに相談など
もでき、実用化するために必要なアド
バイスをもらえます。（鄒さん）

留学先での研究内容は
すべて自分で計画します
回路系の先端技術に触れたいと考
え、中期留学でアメリカに行きま
した。学ぶ時は集中し、休日は思
い切り遊ぶ現地学生の姿を見て、
好奇心や遊び心も研究の土台にな
ると感じました。（土佐さん）
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て
い
る
。
例
え
ば
、
教
員
や
上
級
生
と
と

も
に
研
究
室
で
学
べ
る
「
課
外
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
も
そ
の
１
つ
だ
。
学
生
が
興
味
の

あ
る
研
究
テ
ー
マ
を
選
択
し
て
問
題
解
決

型
学
習
を
行
う
。
講
義
で
学
ん
だ
知
識
を

活
用
し
、
自
主
的
に
研
究
を
進
め
る
能
力

を
醸
成
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

る
。
２
０
１
８
年
度
は
、「
人
工
知
能
を

搭
載
し
た
ラ
ジ
コ
ン
の
開
発
」
な
ど
29
の

テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
た
。
土
佐
峻
平
さ
ん

は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
も
の
づ
く
り
の
現
場
に
触
れ
ら
れ
、

身
の
回
り
に
あ
る
技
術
が
ど
の
よ
う
な
仕

組
み
で
動
い
て
い
る
の
か
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
回
路
系
の
技

術
を
学
ぶ
た
め
に
、
ど
の
専
門
科
目
を
履

修
す
べ
き
か
も
見
え
て
き
ま
し
た
」

　

２
年
次
か
ら
履
修
で
き
る
「
ベ
ン

チ
ャ
ー
基
本
コ
ー
ス
各
論
Ⅰ
・
Ⅱ
」
で
は
、

各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
外
部
講
師
に
よ

る
講
義
を
受
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
連
し
た

知
識
を
系
統
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
実
際
に
そ
の
知
識
を
使
っ
て
実

践
す
る
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
体
験
工
房
」
の
授

業
で
は
、
学
生
が
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を

選
択
し
、
地
元
の
企
業
や
自
治
体
と
連
携

し
な
が
ら
、
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
開
発

に
つ
な
が
る
研
究
を
行
う
。

　

鄒ぞ
う

昌ち
ゃ
ん

宏ほ
ん

さ
ん
は
、
Ａ
Ｉ
の
１
分
野
で
あ

る
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
＊
）
に
つ
い

て
学
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
「
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ユ
ー
ザ
ー
の
関
心

に
合
っ
た
記
事
を
表
示
す
る
た
め
の
Ａ
Ｉ

技
術
を
研
究
中
で
す
。
工
房
内
で
は
、
同

じ
分
野
で
研
究
す
る
仲
間
と
議
論
し
な
が

ら
研
究
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
の
疑
似
体
験
が
で
き
ま

す
」

　
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
体
験
工
房
」
で
の
研
究

テ
ー
マ
が
卒
業
研
究
や
就
職
、
起
業
に
結

び
つ
い
て
い
る
学
生
も
お
り
、
現
在
ま
で

に
23
社
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
会
津
大
学

か
ら
誕
生
し
て
い
る
。

　

異
文
化
へ
の
適
応
力
を
身
に
つ
け
ら
れ

る
よ
う
、
徹
底
し
た
英
語
教
育
も
行
っ
て

い
る
。
約
４
割
の
教
員
が
外
国
人
の
た
め
、

専
門
科
目
の
半
数
は
、
英
語
で
授
業
が
進

め
ら
れ
、
卒
業
論
文
は
英
語
で
提
出
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

１
年
次
か
ら
海
外
留
学
を
促
進
し
、
留
学

先
で
も
学
生
が
主
体
的
に
学
べ
る
よ
う
工

夫
さ
れ
て
い
る
。

　

土
佐
さ
ん
は
、
大
学
の
海
外
短
期
留
学

制
度
を
利
用
し
、
１
年
次
の
春
休
み
に
３

週
間
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
ズ
ハ
ル
マ
ン
工

科
大
学
で
学
ん
だ
。
そ
こ
で
英
語
力
の
不

足
を
実
感
し
、
帰
国
後
は
英
語
の
学
習
に

も
力
を
入
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
３
年

次
に
は
中
期
留
学
に
挑
戦
し
た
。

　
「
短
期
留
学
で
は
聴
講
の
み
だ
っ
た
た

め
、
次
は
授
業
に
参
加
し
て
本
格
的
に
学

び
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
中
期
留
学
で
は
、

自
分
で
履
修
プ
ラ
ン
を
立
て
、
回
路
系
の

専
門
科
目
を
現
地
の
学
生
と
一
緒
に
学
び

ま
し
た
。
毎
日
膨
大
な
量
の
課
題
が
出
さ

れ
、
深
夜
ま
で
勉
強
す
る
日
々
で
し
た
が
、

最
新
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
き
な

刺
激
を
受
け
ま
し
た
」（
土
佐
さ
ん
）

　

鄒
さ
ん
は
、
３
年
次
の
夏
休
み
に
ア
メ

リ
カ
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
行
わ
れ
た
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
、
現
地
で
起

業
を
目
指
し
て
い
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
同
じ

空
間
で
、
も
の
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
。　

　
「
決
め
ら
れ
た
研
修
内
容
は
な
く
、
私

は
現
地
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。

最
も
興
味
が
あ
る
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
も
活
発

な
議
論
が
で
き
、
卒
業
研
究
の
ヒ
ン
ト
も

得
ら
れ
ま
し
た
。
大
学
院
で
も
研
究
を
続

け
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ・

エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目
指
し
ま
す
」（
鄒
さ
ん
）

　

本
学
で
は
、
学
生
が
自
主
的
に
学
び
、
好

奇
心
や
個
性
を
伸
ば
せ
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
我
々
が
学
び
の
道

筋
を
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
学
生
自
身

が
学
び
の
目
的
を
見
つ
け
る
こ
と
が
、
学
び

を
深
め
て
い
く
た
め
に
何
よ
り
も
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
「
課
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
ベ
ン
チ
ャ
ー

体
験
工
房
」
な
ど
の
授
業
以
外
に
も
、
留
学

経
験
や
留
学
生
と
の
触
れ
合
い
か
ら
、
自
分

が
社
会
で
何
を
す
べ
き
か
考
え
る
き
っ
か
け

を
得
て
い
る
よ
う
で
す
。
本
学
の
留
学
生
の

多
く
は
、
母
国
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
発
展
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
高
い
志
を
持
っ
て
入
学
し

て
い
ま
す
。
日
本
人
学
生
が
、
よ
り
留
学
生

か
ら
刺
激
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
留
学
生
の

定
員
数
を
増
や
し
、
学
内
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
は

学
生
同
士
が
英
語
で
談
笑
で
き
る
よ
う
な
環

境
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

授
業
や
海
外
留
学
で
高
い
技
術
力
を
身
に

つ
け
、
研
究
を
深
め
て
い
く
中
で
、
起
業
し

た
い
と
考
え
る
学
生
が
出
て
来
た
場
合
に
、

技
術
的
な
指
導
や
資
金
等
の
支
援
を
行
う
制

度
も
整
備
中
で
す
。
今
後
も
、
学
生
の
限
り

な
い
可
能
性
を
伸
ば
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊　音声の認識、画像の特定など、人間が自然に行う作業をコンピューターに学習させる機械学習手法の１つ。

学
生
の
自
主
性
を
伸
ば
す

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築

大

の

い

学

思
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
理
工
学
部

学
部
長

宮
崎
敏
明

み
や
ざ
き
・
と
し
あ
き

自
由
度
の
高
い
海
外
留
学
で

さ
ら
に
専
門
性
を
深
め
る

大
学
で
の
研
究
が

起
業
に
つ
な
が
る
学
生
も
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関
東
学
院
大
学
は
、
２
０
１
７
年
４
月
、

経
済
学
部
経
営
学
科
を
発
展
的
に
独
立
さ

せ
、
経
営
学
部
を
開
設
し
た
。
そ
の
教
育

の
柱
と
な
る
の
が
、「K

-biz

」
と
い
う
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
た
学
び
だ
。

学
生
は
、
大
手
企
業
、
地
元
の
優
良
企
業

な
ど
か
ら
な
る
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
10
社
と

連
携
し
て
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
み
、
企
画
力
や
提
案
力
、
実
践
力
な
ど

社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
を
身
に
つ
け
て
い

く
。
母
体
と
な
っ
た
経
済
学
部
経
営
学
科

で
は
、
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
先

行
的
に
実
施
し
て
き
た
。

　

１
年
次
は
、
そ
の
準
備
と
し
て
、
ま
ず

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
み
る
こ
と
か

商品の仕入れから販売まで
自分たちで行いました
「K-bizマルシェ」で扱う商品は、自分たちで三浦半
島を歩いて探し、仕入れ交渉を行って販売しました。
当日は、たくさんのお客様が来店され、新聞やテレ
ビなどメディアからの取材も受けました。（荻原さん）

自分のアイデアを形にする
苦労と面白さを実感しました
ゼミの仲間と学内のビジネスプランコンペティションに参
加し、地産物を販売する企画を提案。その後、企業の協力
を得て、「K-bizマルシェ」として実現しました。（荻原さん）

失敗から得ることが多く
社会で必要な力を学べます　
企業に提案する企画書は、まずゼミ
の先輩に見てもらい、先生からも助
言をもらいます。毎日遅くまで、企
画案を練り直しましたが、実社会で
もこうした粘り強さが必要だと学び
ました。（吉田さん）

経営学部
経営学科１年
生田瑠里奈
いくた・るりな
千葉県・私立暁星国際高
校卒業。マーケティングの
勉強に興味があり入学。

経済学部
経済学科３年
吉田一則
よしだ・かずのり
福島県立磐城桜が丘高校
卒業。小山先生の授業に
感銘を受け、同ゼミに所属。

経済学部
経営学科４年
荻原未来
おぎわら・みき
神奈川県立新城高校卒
業。マスコミ系企業に就
職予定。

サポーター企業と連携し、
理論と実践を融合しながら学ぶ

関東学院大学　経営学部

新
規
ビ
ジ
ネ
ス
立
案
を

１
年
次
か
ら
体
験

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

＊プロフィールは 2018 年３月時点のものです
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ら
始
め
る
。
前
期
の
必
修
科
目
「
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
Ⅰ
」
で
は
、
新
規
事
業
の
企
画

書
の
作
成
方
法
を
学
ぶ
。
後
期
の
「
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
Ⅱ
」
で
は
、少
人
数
の
グ
ル
ー

プ
で
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
立
案
し
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
１
年
生

の
生
田
瑠
里
奈
さ
ん
は
、
仲
間
と
協
働
し

て
企
画
を
立
て
る
難
し
さ
を
実
感
し
た
と

い
う
。　
　

　
「
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、『
学
生
証
を

電
子
化
す
る
サ
ー
ビ
ス
』
を
企
画
し
ま
し

た
が
、
最
初
は
メ
ン
バ
ー
と
打
ち
解
け
ら

れ
ず
、
企
画
も
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
お
互
い
の
得
意
分
野
を

確
認
し
合
い
、
役
割
分
担
を
し
て
企
画
立

案
を
進
め
て
い
く
よ
う
に
し
ま
し
た
」

　

２
年
次
後
半
か
ら
は
、
ゼ
ミ
に
所
属
し
、

企
業
と
連
携
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

て
い
く
。
小
山
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
る
４

年
生
の
荻
原
未
来
さ
ん
は
、
新
鮮
な
地
産

物
を
駅
前
で
販
売
す
る
企
画
を
学
内
の
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
提

案
。
そ
の
後
、
地
元
企
業
２
社
の
協
力
を

仰
ぎ
、
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　
「
企
業
担
当
者
へ
の
最
初
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
企
画
書
を
人
数
分
用

意
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
内
容
も
利
益
に

つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
り
と
、

恥
ず
か
し
い
失
敗
ば
か
り
で
し
た
。
た
だ
、

企
画
に
は
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
何

度
も
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
マ
ル
シ
ェ
の

開
催
を
実
現
し
ま
し
た
」（
荻
原
さ
ん
）

　

荻
原
さ
ん
た
ち
は
、
三
浦
半
島
を
実
際

に
歩
き
回
り
、
野
菜
や
ジ
ャ
ム
、
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
な
ど
の
加
工
品
、
海
産
物
を
仕
入

れ
、
当
日
の
販
売
ま
で
を
担
当
し
た
。
開

催
後
は
収
支
分
析
を
行
い
、
反
省
を
踏
ま

え
て
次
の
開
催
に
備
え
た
。

　

16
年
度
か
ら
始
め
た「K

-biz

マ
ル
シ
ェ
」

は
、
17
年
12
月
に
４
回
目
を
開
催
し
た
。

ゼ
ミ
の
先
輩
か
ら
活
動
を
引
き
継
い
だ
３

年
生
の
吉
田
一
則
さ
ん
は
、
マ
ル
シ
ェ
を

さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
く
に
は
ど
う
す
べ

き
か
悩
ん
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
、
新
た
に

取
り
入
れ
た
の
が
、
購
入
者
に
配
布
す
る

地
産
物
の
魅
力
を
伝
え
る
チ
ラ
シ
に
広
告

を
入
れ
る
と
い
う
施
策
だ
。

　
「
マ
ル
シ
ェ
自
体
の
収
支
は
黒
字
で
し

た
が
、
チ
ラ
シ
の
費
用
も
入
れ
る
と
赤
字

で
し
た
。
そ
こ
で
、
広
告
を
入
れ
る
こ
と

を
思
い
つ
き
ま
し
た
。
今
回
の
マ
ル
シ
ェ

は
、『
つ
な
ぐ
』
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
た

た
め
、
仕
入
れ
先
の
農
家
の
食
材
を
扱
う

洋
菓
子
店
や
飲
食
店
に
交
渉
し
、
広
告
を

出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」（
吉
田
さ
ん
）

　

企
画
立
案
、
商
品
仕
入
れ
、
販
売
、
収

支
分
析
と
い
っ
た
実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
一

通
り
経
験
し
て
、
自
分
に
足
り
な
い
力
に

気
づ
い
た
と
吉
田
さ
ん
は
話
す
。

　
「
協
力
企
業
の
方
に
新
し
く
取
り
扱
う

商
品
を
提
案
す
る
場
で
、
商
品
の
よ
さ
を

う
ま
く
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

を
察
し
た
仲
間
が
、
商
品
探
し
の
苦
労

や
商
品
の
魅
力
を
具
体
的
な
話
で
伝
え
、

フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
に
足

り
な
い
ス
キ
ル
が
明
確
に
分
か
り
、
普
段

か
ら
人
に
伝
わ
る
話
し
方
を
心
が
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」

　

荻
原
さ
ん
も
４
回
の
マ
ル
シ
ェ
開
催
を

通
し
て
得
た
気
づ
き
か
ら
、
卒
業
研
究
の

テ
ー
マ
を
見
つ
け
た
と
い
う
。

　
「
マ
ル
シ
ェ
の
前
を
通
り
か
か
る
方
に
、

た
だ
商
品
を
販
売
す
る
だ
け
で
は
駄
目
だ

と
気
づ
き
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
設
定

し
た
効
果
的
な
販
促
方
法
に
つ
い
て
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
通

し
て
消
費
者
行
動
に
興
味
を
持
ち
、『
消

費
者
行
動
に
お
け
る
口
コ
ミ
』
を
テ
ー
マ

に
卒
業
論
文
を
書
き
ま
し
た
。
卒
業
後
は
、

営
業
職
と
し
て
働
く
予
定
で
す
。
ゼ
ミ
で

の
学
び
を
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
」

　

経
営
学
部
で
は
、
企
業
と
連
携
し
た
実
践

的
な
学
び
を
通
し
て
、
学
生
が
社
会
で
求
め

ら
れ
て
い
る
ス
キ
ル
や
自
ら
に
足
り
な
い
知

識
・
技
能
を
感
じ
取
り
、
主
体
的
に
学
ん
で

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

経
営
学
部
の
社
会
連
携
の
大
き
な
特
徴

は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
10
社
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
、深
く
柔
軟
な
連
携
を
実

施
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
企
業
２

社
と
本
学
の
あ
る
ゼ
ミ
が
連
携
し
、
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
支
援
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、地
元
の
高
校
２

校
と
連
携
し
、
企
業
が
設
定
し
た
課
題
に
取

り
組
む
高
校
生
を
本
学
の
学
生
が
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
大
学
が
中
心
と
な
り
、
地
域・

企
業
が
有
機
的
に
つ
な
が
る
こ
と
は
、
学
生

だ
け
で
な
く
、
企
業
や
我
々
教
職
員
に
と
っ

て
の
学
び
に
も
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

18
年
度
は
、「K

-biz

」
の
学
び
を
さ
ら
に

推
進
し
、
１
年
次
か
ら
企
業
と
連
携
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
で
き
る
「K

-biz

ア
ク

テ
ィ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
導
入
予
定
で
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
で
学
生
の
企
画
力
や
発

想
力
を
伸
ば
し
、
学
生
発
案
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

生
の
ビ
ジ
ネ
ス
経
験
が

学
生
の
真
の
学
び
を
促
す

大

の

い

学

思
副
学
長

経
営
学
部 

教
授

小
山 

嚴
也

こ
や
ま
・
よ
し
な
り

実
践
的
な
取
り
組
み
か
ら

必
要
な
学
び
や
進
路
を
見
い
だ
す

学
生
が
提
案
し
た
企
画
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
て
実
現
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会議・研修の司会・進行役の
先生方の質問に答えます！

これからの会議・研修のあり方、つくり方
職員会議・教員研修を充実させてチーム学校をつくる

今、学校現場では、次期学習指導要領等に向けて、教師にも、「アクティブ・ラーニング」の視点に基づいた
教師同士の日常的な学び合いが求められている。職員会議や教員研修などで、

教師集団が知見を結集し、学校をチーム化させる具体策を、現場の声や実践事例を交えて紹介する。

監修　山口 覚
さとる

会議・研修づくりに取り組んだ現場の先生方からの質問

行政、教育機関、地域、企業など、様々な場で対話を促進し、構成員が主体的に課題に取り組む集団づくりを支援するファ
シリテーターとして活躍。津屋崎ブランチ LLP 代表／ LOCAL&DESIGN（株）代表取締役。

&Q

Q

A

これからの学校のあり方について話し
合った際、「自分と違う意見を頭ごなし
に否定しないで」と参加者にお願いし
ましたが、若手の斬新な意見を「それ
は違うよ」と否定する教師がいます。
進行役の私は、ほかの参加者の意見
を否定する人に対して、どのように
振る舞えばよいのでしょうか？

進行役の私自身、会議でみんなが沈黙
していると、つい「例えば、こういうこ
とですか？」と例を挙げたり、「○○さ
んはどうですか？」と指名して発言を促
したりしてしまいます。恐らく5 秒も沈
黙に耐えられていない気がします。何
秒くらい沈黙を我慢すればよいので
しょうか？

新任教師や本校に異動してきたばかり
の方の意見を聞いていると、司会・進
行役でありながら「その考えは本校に
はあてはまらないなあ」と心の中で否
定している自分に気づきます。否定・断
定しないことの大切さは理解できるの
ですが……。心の中で断定・否定する
のは仕方ないのでしょうか？

会議では「発言は１人１分以内で」「で
きるだけ手短に」などとお願いしてい
ますが、ほとんどの先生は時間を気に
してくれません。仲間内の会議だから
そんなに時間に神経質にならなくても
いいだろうという雰囲気を感じます。ど
うすれば時間を意識してくれるので
しょうか？

質問者 1

質問者 3

質問者 2

質問者 4

　カリキュラム・マネジメントを通じた学校改革の第一歩
は、「育成を目指す資質・能力」と、その教育目標達成の
ために求められる「これからの指導のあり方」を教師全員
で共有し、共通理解を図ることです。その状態を実現する
ために有効なのが、教師同士の語り合いです。そこで、本
コーナーでは経験や年齢にとらわれず、自由に意見を述べ
合い、よりよい学校の姿を追究する会議・研修のあり方、
つくり方を考えてきました。読者の先生方からは、「学校
が必要としている視点だ」と大きな支持をいただく一方で、

「自校の会議・研修に生かしてみたが、なかなかうまくい
かない」といった声もいただいています。そこで、今号か
ら２号にわたり、本コーナーに多く寄せられたこれからの
会議・研修をつくっていく上での疑問や悩みについて、答
えていきます。初回の今号では、これからの会議・研修づ
くりの第一歩と言える「自由な対話のための心得」として、
2017 年 6月号の本コーナー P.45で紹介した「断定・否定
をしないで！」「ひらめきと沈黙を歓迎しよう！」「時間は
全員のもの！」についての疑問・悩みを取り上げます。
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監修：山口覚さんからの回答と助言A

ほかの参加者の意見を頭ごなしに否定する
人への対応は？

沈黙に耐えきれない！　沈黙はどれくらい
我慢すればよいのか？

自分とは違う意見を心の中で否定してしま
う自分への向き合い方は？

時間を独り占めして長々と発言する参加者
への対応は？

どのような意見も議論の
材料として全体に還元する

心の中で10秒数え、
参加者の「一歩」を待つ

「なぜ？」「どうして？」を
自分に問いかける

呼び鈴などを使って、
制限時間を明確に示す

　参加者がほかの参加者の意見を頭ごなしに否定し
たり、一方的に自説を語り始めたりした時、司会・進
行役はそうした発言を制止するのではなく、「みなさ
んはこの意見をどう思いますか？」と参加者全員に問
いかけてみてはどうでしょうか。例えば、「A 先生は
こう考えています」「一方、Ｂ先生はこう考えています」
と整理し、「これについて少しペア（グループ）で話
してみてください」と全体の共有物として、少人数で
議論を続けます。そうして常に全体に「みなさんはど
う思いますか？」と問いかけ続けることで、「どのよう
な意見も、それが唯一のものではない」といった心
構えを参加者に醸成することができるはずです。

　発言を促しても誰も手を挙げてくれない時、司会・
進行役には、焦って自分が意見を言う前に、心の中
でゆっくりと10 秒数えていただきたいと思います。
10 秒は、発言しようかどうか迷っている参加者が一
歩を踏み出すことを待ってあげる時間です。10秒待っ
ても手が挙がらなければ、指名することなく、意見
なしとして会を進行し、また次の機会で発言を促し、
10 秒間待ちます。何度待っても誰も発言しないこと
があるかもしれません。しかし、それを我慢して続け
ることで、参加者は自分から手を挙げなければとい
う参加意識が芽生え、参加者一人ひとりが当事者意
識を持てるように変化していけるでしょう。

　自分とは異なる意見を聞いた時、誠実に相手の言
葉に耳を傾けながらも「この意見は間違っている」と
心の中で否定することは、私は自然なことだと思い
ます。心の中では否定していても、反射的に否定の
言葉を口にしなければそれでよいのではないでしょう
か。ただ、対話をより大切にするために、相手の意
見を聞きながら「なぜ、私はこの意見を受け入れるこ
とができないのか」「なぜ、私は自分の意見に固執す
るのだろうか」と自分に問いかけていただきたいと思
います。他者にではなく、自分に「なぜ？」と問いかけ、
自分の思考をひも解く習慣を身につけることで、自分
の知らない世界が見えてきます。

　ホワイトボードなどに「発言は1回1分以内」と書
いた紙を貼るなどして、司会・進行役が時間を計り、
呼び鈴などで知らせます。グループでの話し合いの
場合は、タイムキーパーを決めるとよいでしょう。時
間に対するルーズさは、集団において癖になりやす
いものです。例えば、定期的な会議を、全員がそろっ
てから始めるようにすると、「この会議は遅刻ＯＫ」
と参加者が理解してしまい、それ以降も定刻通りに
参加者がそろいにくくなります。発言も同様で、話が
途中であっても司会・進行役が「1分過ぎました」と
勇気を持って告知することで、「この会議では発言時
間を守らなくては」と全員が了解してくれるはずです。

1

3

2

4

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

様々な考えを持った人たちが集うからこそ、会議・研修には多くの学びがあるのと同時に、
想定外の出来事も起こります。司会・進行役に求められる振る舞いについて解説します。

貴校の会議・研修づくりを
お手伝いいたします！
　VIEW21編集部が本コーナーの監修者とと
もに、貴校の会議・研修づくりをお手伝いい
たします（会議・研修の様子は、本誌誌面で
紹介させていただく場合があります）。現状
の会議・研修のあり方に課題意識をお持ち
の先生方のご応募をお待ちしております。 ※ご応募いただいた学校すべてを必ずお手伝いできるわけではありません。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、必要事項❶～
❹をご入力の上、下記の e-mail アドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒様の情報が削除されているかご確認をお願いいたします

❶学校名・お名前　❷分掌・ご教職歴　❸改善したい会議・研修
の内容（目的・時期）　❹会議・研修に対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

〈個人情報の取り扱いについて〉　この「これからの
会議・研修のあり方、つくり方」の会議・研修づく
りの募集でご提供いただく個人情報は、今後の企
画を検討する目的で利用いたします。お客様の意思
によりご提供いただけない部分がある場合、手続
き・サービス等に支障が生じることがあります。また、
商品発送等で個人情報の取り扱いを業務委託しま
すが、厳重に委託先を管理・指導します。個人情報
に関するお問い合わせは、個人情報お問い合わせ
窓口（0120-924721、通話料無料、年末年始を除
く、9時～21時）にて承ります。（株）ベネッセコー
ポレーション　ＣＰＯ（個人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。
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独
立
行
政
法
人
教
員
研
修
セ
ン
タ
ー（
現

教
職
員
支
援
機
構
）
が
行
う
「
新
た
な
学

び
に
関
す
る
教
員
の
資
質
能
力
向
上
の
た

め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、子
ど
も
の
主
体

的
・
協
働
的
な
学
び
や
、
そ
の
実
現
の
た

め
の
指
導
法
な
ど
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、教
師
の
指
導
力
向
上
を
図
る
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
構
築
を
目
指
す
事
業
だ
。
期
間

は
２
０
１
５
年
度
か
ら
３
年
間
で
、
現
在
、

11
の
自
治
体
が
研
究
委
嘱
を
受
け
て
い
る
。

　

そ
の
１
つ
で
あ
る
福
岡
県
は
、
県
立
高

校
７
校
と
県
立
中
等
教
育
学
校
１
校
が
、

福
岡
県
教
育
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
教
育
セ

ン
タ
ー
）
や
大
学
と
連
携
し
な
が
ら
研
究

を
進
め
て
い
る
（
図
１
）。
研
究
委
嘱
に
よ

り
同
機
構
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
福
岡
県
教

育
庁
教
育
振
興
部
高
校
教
育
課
の
鬼お

に
つ
か塚
晋

吾
指
導
主
事
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
エ

ン
ト
リ
ー
し
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
当
時
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ（
以

下
、
Ａ
Ｌ
）
と
い
う
言
葉
が
出
始
め
た
ば

か
り
で
、
私
た
ち
指
導
主
事
も
そ
れ
が
ど

う
い
っ
た
学
び
な
の
か
深
く
理
解
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
後
そ
う
し

た
方
向
に
教
育
が
進
む
の
で
あ
れ
ば
、
今

か
ら
着
手
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
研
究
を

機
に
、
各
校
の
授
業
改
善
を
活
性
化
さ
せ

た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

研
究
開
発
校
は
、
学
科
の
種
類
や
卒
業

後
の
進
路
、
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が

ら
決
定
。
各
校
が
連
携
す
る
大
学
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
や
研
究
内
容
に
応
じ
て
検

討
し
た
。
例
え
ば
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
テ
ー

マ
に
し
た
高
校
に
は
情
報
技
術
系
の
大
学

教
員
を
、
生
徒
指
導
が
課
題
だ
っ
た
高
校

に
は
教
育
心
理
学
の
大
学
教
員
を
、
ビ
ジ

ネ
ス
系
学
科
が
あ
る
高
校
に
は
経
営
学
の

大
学
教
員
を
連
携
先
と
し
て
打
診
し
た
。

　
「
授
業
改
善
と
い
う
と
教
育
学
部
の
研
究

者
が
連
携
先
に
挙
が
り
や
す
い
で
す
が
、

生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
資
質
・
能
力

を
育
む
と
い
う
点
を
最
優
先
に
考
え
、
連

福岡県立学校「新たな学びプロジェクト」

体験中心の発表会や研修で、
新たな学びの裾野を広げる
福岡県は、2015年度に独立行政法人教員研修センター（現：教職員支援機構）より

「新たな学びに関する教員の資質能力向上のためのプロジェクト」の推進地域の委嘱を受け、
アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善の研究を進めている。

「志は高く、ハードルは低く」を合いことばに、
県立高校７校・県立中等教育学校１校の実践内容を全県に広げることが目的だ。

事業を主導する福岡県教育委員会と福岡県教育センターに実践内容とその成果を聞くとともに、
2017年12月に行われた実践発表会の模様をリポートする。

＊プロフィールは2018年 3月時点のものです

福
岡
県
教
育
セ
ン
タ
ー
　教
育
経
営
部

教
育
経
営
班

　主
任
指
導
主
事
（
総
括
）

髙
野
朝
幸
　た
か
の
・
と
も
ゆ
き

福
岡
県
立
高
校
教
頭
を
経
て
、２
０
１
７

年
度
か
ら
現
職
。

福
岡
県
教
育
セ
ン
タ
ー
　教
育
指
導
部

教
科
教
育
班

　主
任
指
導
主
事

瓜
生
純
子
　う
り
う
・
じ
ゅ
ん
こ

福
岡
県
立
高
校
主
幹
教
諭
を
経
て
、

２
０
１
５
年
度
か
ら
現
職
。

福
岡
県
教
育
庁
　教
育
振
興
部

高
校
教
育
課
　指
導
主
事

鬼
塚
晋
吾
　お
に
つ
か
・
し
ん
ご

（
独
）
教
職
員
支
援
機
構
派
遣
を
経
て
、

２
０
１
７
年
度
か
ら
現
職
。

今
後
の
教
育
の
方
向
性
を
見
据
え
、

全
県
で
授
業
改
善
を
図
る

事
業
概
要
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携
先
を
探
し
ま
し
た
」（
鬼
塚
指
導
主
事
）

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
運
営
は
福
岡
県

教
育
委
員
会
が
担
当
し
、現
場
へ
の
支
援
は

教
育
セ
ン
タ
ー
が
立
ち
上
げ
た
特
命
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
行
う
。
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
は
12
〜
14
人
（
年
度
に
よ
り
変
動
）

で
、
部
や
班
を
超
え
て
任
命
さ
れ
た
指
導

主
事
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。教
育
セ
ン
タ
ー

教
育
指
導
部
の
瓜う

り

生う

純じ
ゅ
ん

子こ

主
任
指
導
主
事

は
、
部
班
を
超
え
た
メ
ン
バ
ー
で
チ
ー
ム

を
組
む
こ
と
の
強
み
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
メ
ン
バ
ー
は
、
各
自
が
担
当
す
る
教

科
や
研
修
等
に
お
け
る
通
常
業
務
を
行
い

つ
つ
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
推
進
し
ま
す
。

現
場
の
悩
み
や
初
任
者
が
抱
く
疑
問
な
ど
、

通
常
業
務
で
吸
い
上
げ
た
様
々
な
課
題
を

チ
ー
ム
内
で
共
有
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

実
行
計
画
を
立
て
る
こ
と
で
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
に
学
校
を
支
援
で
き
ま
し
た
」

　

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
に
特
別
支
援
学
校
や

中
学
校
を
担
当
す
る
指
導
主
事
が
い
た
こ

と
で
、
チ
ー
ム
全
体
の
視
野
が
広
が
っ
た
。

例
え
ば
、
特
別
支
援
教
育
の
観
点
で
考
え
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
で
授

業
改
善
を
行
っ
た
学
校
も
あ
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
週
１
回
の
チ
ー
ム
会
議
を
主

体
的
・
対
話
的
で
協
働
的
な
場
と
し
た
こ

と
も
特
徴
的
だ
（
写
真
１
）。
例
え
ば
、
各

自
が
関
心
を
持
っ
た
外
部
研
修
に
参
加
し
、

そ
こ
で
得
た
成
果
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や

付ふ

箋せ
ん

を
使
っ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
共
有

す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

　　

研
究
開
発
校
の
研
究
実
践
は
、
各
校
が

自
校
の
教
育
目
標
や
課
題
に
応
じ
て
進
め
、

状
況
に
応
じ
て
特
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
支
援
を
行
う
。
ま
た
、
す
べ
て
の
研

究
開
発
校
と
連
携
先
の
大
学
、
教
育
セ
ン

タ
ー
、
県
教
育
委
員
会
が
集
ま
る
研
究
推

進
協
議
会
を
年
３
回
行
い
、
各
校
の
実
践

や
教
育
動
向
な
ど
を
共
有
し
た
。

　

大
学
と
の
連
携
は
、取
り
組
み
を
進
め
る

上
で
大
き
な
力
と
な
っ
た
。
研
究
開
発
校

の
１
つ
で
あ
る
田
川
高
校
の
教
頭
だ
っ
た

写真１　２月に行われたチーム会議では、授業改善の
到達度を測るルーブリックの作成に向け、３つの班に
分かれて話し合った。ＫＪ法などを活用して評価の要
素を整理し、まとめた内容を班ごとに発表した。

研究開発校 2017年度の研究開発テーマ 連携大学

福岡県立北筑高校 論理的に説明する力を育む授業改善
の研究 福岡教育大学

福岡県立折尾高校 評価法を基軸とした新しいＡＬ型授
業の開発とＡＬの地域普及について

北九州市立
大学

福岡県立福岡高校
ＩＣＴを活用したバラエティーあふ
れる福岡高校オリジナルのアクティ
ブ・ラーニングの開発

九州大学

福岡県立糸島高校 ＩＣＴを活用した21世紀型授業を
取り入れた授業力向上の取組 九州大学

福岡県立
朝倉光陽高校

生活指導と基礎学力の定着を一体と
する授業改善の研究 福岡教育大学

福岡県立田川高校 主体的な学びの土台を作る田川アク
ティブ・ラーニング 九州工業大学

福岡県立光陵高校＊１ 能動的学習による基礎的・基本的学
力定着のための授業改善 福岡教育大学

福岡県立輝翔館
中等教育学校＊１

ＩＣＴを利用して生徒の知識の活用
力を高めるアクティブ・ラーニング 久留米大学

＊１　光陵高校と輝翔館中等教育学校は2016年度から研究開発校。
＊福岡県教育センター提供資料を基に編集部で作成

図１ 福岡県立学校「新たな学びプロジェクト」研究開発校

福岡県教育センターでは、事業内容によって、部班を超えたチームを結成し、事業を進めている。
メンバーの担当教科や職務が異なることが、チームに多様な気づきをもたらし、現場支援の充
実に結びついている。

特命プロジェクトチームのメンバー

部
班
を
超
え
た
メ
ン
バ
ー
の

知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
支
援

推
進
体
制

専
門
の
研
究
者
か
ら
の
価
値
づ
け
が

現
場
の
自
信
に
つ
な
が
る

大
学
と
連
携
し
た
研
究
実
践
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髙
野
朝
幸
主
任
指
導
主
事
は
、
こ
う
語
る
。

　
「
連
携
先
の
大
学
教
員
が
Ａ
Ｌ
の
素
材
と

し
て
挙
げ
た
中
に
、
小
テ
ス
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
慣
れ
親
し
ん
だ
素
材
も
活
用
で
き

る
と
知
り
、
Ａ
Ｌ
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
一
気

に
下
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
授
業
で
褒
め

て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
、
専
門
家
か
ら

自
分
た
ち
の
指
導
を
価
値
づ
け
ら
れ
た
こ

と
で
、
自
信
が
つ
き
ま
し
た
」　

　

大
学
教
員
な
ら
で
は
と
言
え
る
、
大
学

入
学
後
や
就
職
後
の
キ
ャ
リ
ア
を
見
据
え

た
ア
ド
バ
イ
ス
も
、
授
業
改
善
の
必
要
性

を
見
い
だ
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　
「
大
学
で
は
、
Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ

た
授
業
が
増
え
て
お
り
、
円
形
テ
ー
ブ
ル

や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
な
ど
を
備
え
た
教
室

が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
、そ
う
し
た
環

境
に
生
徒
が
置
か
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

高
校
で
も
授
業
の
転
換
が
必
要
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
の
就
職
活
動
を
支

援
す
る
大
学
教
員
は
、
社
会
で
必
要
と
さ

れ
る
資
質
・
能
力
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
視
点
で
の
助
言
は
説
得
力
が

あ
り
ま
し
た
」（
髙
野
主
任
指
導
主
事
）

　

そ
う
し
た
大
学
と
高
校
の
連
携
が
実
現

し
た
の
は
、
研
究
推
進
協
議
会
な
ど
で
繰
り

返
し
伝
え
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
が

大
学
側
に
も
浸
透
し
た
か
ら
で
は
な
い
か

と
、
瓜
生
主
任
指
導
主
事
は
考
え
て
い
る
。

　

事
業
の
目
標
の
１
つ
と
し
て
、
18
年
度

ま
で
に
全
県
立
学
校
に
Ａ
Ｌ
の
視
点
か
ら

の
授
業
改
善
を
広
め
る
こ
と
を
掲
げ
、
研

究
開
発
校
の
実
践
内
容
の
普
及
に
も
力
を

入
れ
た
。
各
研
究
開
発
校
が
自
校
で
の
公

開
授
業
を
年
２
回
、
全
研
究
開
発
校
が
集

ま
る
実
践
発
表
会
を
年
１
回
開
い
て
い
る
。

　

公
開
授
業
の
案
内
は
、
全
県
立
学
校
の

ほ
か
に
、
近
隣
の
中
学
校
に
も
行
う
。

　
「
大
勢
の
先
生
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、多
様
な
視
点
か
ら
意
見
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
ま
た
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
、
授

業
改
善
へ
の
意
欲
も
さ
ら
に
高
ま
り
ま
す
。

学
校
を
外
に
開
き
、
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
で
、

学
校
が
活
性
化
す
る
と
い
っ
た
相
乗
効
果

が
あ
り
ま
し
た
」（
髙
野
主
任
指
導
主
事
）

　

実
践
発
表
会
に
は
、
全
県
立
高
校
・
中

等
教
育
学
校
か
ら
各
２
人
が
参
加
し
、
発

表
会
を
通
じ
た
自
身
の
学
び
・
気
づ
き
を

自
校
の
教
師
に
共
有
す
る
役
割
を
担
う
。

研
究
開
発
校
の
分
科
会
は
、
参
加
者
が
模

擬
授
業
を
受
け
る
な
ど
の
体
験
型
に
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
全
体
会
で
は
、
分
科
会

で
の
学
び
や
気
づ
き
な
ど
を
基
に
、
自
身

の
授
業
改
善
に
つ
い
て
発
表
し
合
う
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
（
図
２
）。

　

そ
の
よ
う
な
体
験
型
の
研
修
と
す
る
こ

と
で
、
参
加
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
実
践

の
よ
さ
を
体
感
的
に
理
解
で
き
、
自
分
の

指
導
に
置
き
換
え
や
す
く
な
る
。
参
加
者

か
ら
、「
今
ま
で
受
け
た
研
修
の
中
で
一
番

楽
し
く
、身
に
な
っ
た
」
と
い
う
声
も
あ
っ

た
ほ
ど
だ
。
一
方
、
発
表
者
に
と
っ
て
は
、

参
加
者
の
反
応
が
直
接
伝
わ
り
、
改
善
点

を
つ
か
み
や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ
っ
た
。

　
「
皆
で
実
践
を
持
ち
寄
る
こ
と
で
、
多

様
な
指
導
法
を
知
り
、
そ
の
中
か
ら
自
分

に
合
っ
た
方
法
を
見
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
、

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
鬼
塚
指
導
主
事
）

　

特
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
学

校
全
体
が
変
わ
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の

教
師
が
授
業
改
善
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、
Ａ
Ｌ
の
視

点
か
ら
の
授
業
改
善
を
普
及
す
る
た
め
の

研
修
を
開
発
・
実
施
し
た
。

　

最
も
大
切
に
し
た
の
は
、
授
業
に
Ａ
Ｌ

の
視
点
を
取
り
入
れ
る
理
由
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
だ
。
メ
ン
バ
ー
が
中
央
教
育

審
議
会
の
答
申
や
関
連
の
書
籍
を
読
み
込

研究開発校の実践例

■福岡県立福岡高校［国語］
授業の流れの工夫　個人→協働→個人という順で活動し、個人の思
考の深化・統合を促す。
【例】　①前時の復習／教師の発問をペアで確認　②個人ワーク（５
分程度）　③グループで読解（15分程度）　④個人ワーク（５分程度）
／再度、個人で解答をまとめる。

ホワイトボードの活用　グループワークでは、小型のホワイトボー
ドに言葉・図・絵をかきながら共有させる。思考の視覚化は考えの
整理に有効で、手を動かすうちに、生徒自身が相手に伝わりやすい
表現方法を考え出していく。また、生徒の理解が不十分な点が見え
る化されるので、教師も指導のポイントをつかみやすい。

書画カメラの活用　生徒の解答を書画カメラで映し、解答を確認し
合ったり、足りない要素を指摘し合ったりする。拡大表示されるの
で見やすく、生徒は教師の話を集中して聞く。

■福岡県立朝倉光陽高校［日本史］
発問・活動の工夫　時代の異なる３つの歴史的事象を取り上げ、班
ごとにその事象の具体的な内容を調べて発表し、ほかの班の発表も
聞いた上で、３つの事象の共通点を探す。目標は、歴史的展開にお
ける歴史的事象の意味や意義を解釈できるようになること。単元の
終わりや時代の区切りなどに、考えさせる場として行う。
【例】　「大化の改新」「建武の新政」「明治維新」について、班内で
分担して、教科書や資料集などから各事象の情報を収集し、１枚の
シートにまとめる。知り得た内容を班で共有し、発表に向けて練習
する。３時間目に班ごとに発表し、共通点を探して、個人でワーク
シートにまとめる。

学年集会の進め方の工夫　生徒指導が重要な場面で、教師が話すだ
けでなく、グループで「なぜ、そうするのか」「なぜ、よいのか、
駄目なのか」を話し合わせ、生徒自身に考えさせ、気づきを促す。

参
加
者
が
す
ぐ
授
業
に
取
り
入
れ

ら
れ
る
よ
う
、発
表
会
を
体
験
型
に

実
践
内
容
の
共
有

体
験
中
心
の
研
修
で

Ａ
Ｌ
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
す
る

全
県
に
広
め
る
工
夫
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み
、
こ
れ
ま
で
の
指
導
が
否
定
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
急
激
に
変
化
し
て
い
る

社
会
に
応
じ
て
、
授
業
も
改
善
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
説
明
し
た
。

　
「
授
業
改
善
を
一
方
的
に
求
め
る
と
、
現

場
は
否
定
的
な
思
い
を
抱
い
て
し
ま
い
ま

す
し
、何
の
た
め
の
Ａ
Ｌ
な
の
か
腑
に
落
ち

な
け
れ
ば
、
例
示
さ
れ
た
授
業
の
流
れ
を

単
に
な
ぞ
る
だ
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。
教

育
目
標
や
校
訓
に
即
し
た
生
徒
を
育
て
る

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
授
業
を
す
れ
ば
よ

い
の
か
を
、
各
校
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
問

い
か
け
て
い
ま
す
」（
瓜
生
主
任
指
導
主
事
）

　

そ
し
て
、
学
生
時
代
に
Ａ
Ｌ
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
授
業
の
経
験
が
少
な
い
教
師

で
も
、授
業
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
、
説

明
と
と
も
に
そ
れ
ら
を
体
験
す
る
場
を
設

け
た
。例
え
ば
、３
人
１
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、

Ａ
Ｌ
の
３
つ
の
方
法
を
ジ
グ
ソ
ー
法
（
＊

２
）
で
共
有
し
た
後
、
各
自
、
授
業
で
取

り
入
れ
た
い
方
法
や
視
点
を
発
表
し
、
最

後
に
振
り
返
り
を
行
う
と
い
っ
た
内
容
だ
。

　
「
生
徒
が
自
分
の
言
葉
で
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
す
る
場
面
を
つ
く
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
と
伝
え
ま
し
た
。
授
業
の
最
後
の

５
分
間
に
振
り
返
り
の
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
行

う
の
も
Ａ
Ｌ
で
あ
り
、
学
習
の
ね
ら
い
に

よ
っ
て
は
講
義
中
心
の
Ａ
Ｌ
も
あ
り
う
る

と
説
明
し
ま
し
た
」（
瓜
生
主
任
指
導
主
事
）　

　

体
験
を
重
視
し
た
研
修
は
授
業
改
善
の

必
要
性
や
ポ
イ
ン
ト
に
気
づ
き
や
す
い
と

好
評
で
、
ど
の
学
校
で
も
参
加
者
は
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　
「
担
当
教
科
が
異
な
る
よ
う
に
グ
ル
ー
プ

を
組
む
と
、
他
教
科
の
指
導
の
様
子
が
分

か
り
、
教
科
の
枠
を
超
え
て
授
業
改
善
を

考
え
ら
れ
る
と
い
う
効
果
も
あ
り
ま
し
た
」

（
髙
野
主
任
指
導
主
事
）

　

そ
う
し
た
評
判
が
県
内
に
広
ま
り
、
任

意
の
研
修
に
も
か
か
わ
ら
ず
申
し
込
み
が

増
え
、
３
年
間
で
80
校
も
の
学
校
が
研
修

を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
初
任
者
研
修
や

教
職
５
年
研
修
な
ど
に
も
、
同
様
の
研
修

内
容
を
盛
り
込
み
、
Ａ
Ｌ
の
視
点
か
ら
の

授
業
改
善
の
裾
野
を
広
げ
て
い
っ
た
。

　

今
後
の
課
題
は
、実
践
の
評
価
指
標
を
作

成
し
て
各
校
の
成
果
を
可
視
化
し
、
さ
ら

な
る
授
業
改
善
の
普
及
に
つ
な
げ
る
こ
と

だ
。
実
践
発
表
会
で
研
究
開
発
校
以
外
の

高
校
が
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
し
た
り
、県
外
か

ら
の
視
察
が
増
え
た
り
す
る
な
ど
、
手
応

え
は
得
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、17
年
度
か
ら

は
、研
究
開
発
校
以
外
の
実
践
を
紹
介
す
る

「
ふ
く
お
か
Ａ
Ｌ
通
信
」を
発
信
し
て
い
る
。

　
「
社
会
が
大
き
く
変
わ
る
中
で
、
学
習
観

や
指
導
観
も
変
え
て
い
く
べ
き
点
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
１
人
で
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
部
の
教
師
だ

け
で
な
く
学
校
全
体
で
、
そ
し
て
校
内
だ

け
で
な
く
学
校
を
超
え
た
形
で
授
業
改
善

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
大
き
な
変
化
を
起

こ
せ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
学
び
合
う
文

化
を
県
全
体
で
築
き
、
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
を
実
現
す
る
授
業
改
善
が
す

べ
て
の
学
校
・
先
生
方
に
広
ま
る
よ
う
、

各
校
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

（
瓜
生
主
任
指
導
主
事
）

写真２　研究開発校以外の７校が、自校の実践を
ポスターで発表。自主的に発表した高校のほか、
よい実践を行っている学校として高校教育課から
依頼された高校が発表した。

写真４　全体会でも、席が近い者同士で４～５
人のグループとなり、自分自身や学校全体での
授業改善の実践内容を発表し、共有し合った。

写真３　研究開発校による分科会では、国語
や英語、保健体育や家庭など、様々な教科の
実践が発表された。模擬授業を行い、実際に
授業で行った指導法を体験してもらう分科
会も多かった。

図２ 「新たな学びプロジェクト」実践発表会（2017年12月開催）
実践発表会には、県外の高校３校も含めた109校から170人あまりが参加。2015年度の１
回目から活動的要素を取り入れ、参加者がただ話を聞くのではなく、研究開発校が実践した
多様なＡＬを体験的に学べるようにしている。

福岡県立学校「新たな学びプロジェクト」

＊２　ジグソーパズルを解くように、協力して全体像を浮かび上がらせる協調学習法の1つ。ある課題について、複数の視点で書かれた資料を読む「エキスパート活動」、そこ
で得た知識を交換し、考えを深めていく「ジグソー活動」、全体でグループの意見を交換する「クロストーク活動」の3つの活動から成る。

県
全
体
で
学
び
合
う
文
化
を
築
き
、

授
業
改
善
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る

成
果
と
課
題
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今号の「VIEW’S REPORT」のコーナーで取り
上げた福岡県立学校「新たな学びプロジェク

ト」では、福岡県教育センターを訪れ、インタビュー後、特
命プロジェクトチームの定例会議も取材させていただきまし
た。記事でもお伝えしたチームメンバーによるグループワーク
は、とても和やかな雰囲気で、メンバーの関係性のよさを感
じました。どのグループもメンバーが協働し、それぞれの形で
しっかりアウトプットされていたことにも、メンバー一人ひとり
の高い主体性が表れて
いました。まさに、「こ
れからの会議・研修の
あり方、つくり方」の
コーナーでも追求す
る、自由な対話による
会議が実現されている
と感じました。（柏木）

編集後記

Reader ’s  VIEW　

多面的評価は、生徒の資質・能力の本質に迫るもの
　特集を読み、東京都立町田高校の牛

ご

来
らい

峯
みねとし

聡統括校長

の「多様な資質・能力を身につけた生徒が、大学が用意

している多様な入試に対応できるというストーリーを描く

ことが、高校に求められる役割」という言葉に強く共感

した。次期学習指導要領や高大接続改革があるから多

面的評価を行うというのでは本末転倒だ。多面的評価

は、その学校で生徒に育む資質・能力の本質に迫るも

のだと捉えている。　　　 北海道札幌藻岩高校　長井　翔

教師間で評価のベクトルをそろえる
　特集を読み、今後、e ポートフォリオの活用がさらに

広がるのではないかと予想している。実践事例１にあっ

たように、生徒が実験に失敗したことを「目標未達成」

と判断（評価）せずに、自ら考えて実験し、論理的に考

えることができたと評価（記録）できるように、多面的

評価を実施するにあたり、教師間で評価のベクトルをそ

ろえることが重要だと感じた。

東京都・私立東京農業大学第一高校・中等部　小堀健一

場づくりがあってこその活動
　「実践 アクティブ・ラーニング」の森先生の実践を読

み、授業中の生徒の脳をアクティブにするために、厳密

に時間を管理して脳に負荷をかけるという点に大変共感

した。そうすることで、生徒は時間内に考えようとする

癖がつくと思う。また、気心が知れた仲でも、挨拶をき

ちんとさせるなど、互いを認め尊重し合うような場づく

りについても共感した。どのような活動も場づくりあって

のものであり、そうした感覚は大切にしなければならな

いと思った。 山形県立米沢工業高校定時制　高橋英路

班ごとの活動で幅広く生徒を指導する
　「実践 アクティブ・ラーニング」の都築先生の実践で

紹介された、班ごとに実験を行い、その過程と結果を共有・

発表するという点から、指導のヒントを得た。個別学力

検査対策では個別の添削指導が効果的だが、志望校が

固まる前の指導を模索していた。班ごとにレポートや課

題に取り組ませ、それを添削することで、より多くの生徒

を指導することが可能になると思った。茨城県　匿名希望

•挑戦するか迷ったら、まずは挑戦し
てみよう！　　　　　　　　 長野県

•君たちは「新たな学び」の体現者だ。
北海道

•これからの時代をリードするのは、
君たちだ。　　　　　　　　　茨城県
•３年間、たくさん挑戦をしてたくさん
失敗をしましょう。　　　　　 東京都

2018 年 2 月号へのご意見

テーマ
新入生にかけたい言葉

次号は6月20日発行（予定）
『VIEW21』高校版は年 6回の発行です

高校版 2018 　 月号6

先生方からの
ご意見を
紹介します
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自分を変えた言葉
「教師を育てた言葉たち」（左ページ）のコーナーでは、取材に
ご協力いただける先生を募集しています。「あの一言で指導観が
変わった」「あの一言が自分を成長させてくれた」という言葉と、
それにまつわるエピソードをお待ちしています。

〈個人情報の取扱について〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご記入の上、

下記のe-mailアドレスにご送信ください

❶学校名・お名前　❷分掌・ご教職歴　❸紹介したい言葉　
❹エピソード（どんな時に言われたor 出合った、それによって自
分がどう変わったのかなど）

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

を募集しています！

〈個人情報の取り扱いについて〉　この「教師を育てた言葉たち」の言葉募集でご提供いただく個人情報は、
今後の企画を検討する目的で利用いたします。お客様の意思によりご提供いただけない部分がある場合、手
続き・サービス等に支障が生じることがあります。また、商品発送等で個人情報の取り扱いを業務委託しま
すが、厳重に委託先を管理・指導します。個人情報に関するお問い合わせは、個人情報お問い合わせ窓口
（0120-924721、通話料無料、年末年始を除く、9時～ 21時）にて承ります。

（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。



任校での２年目、初めて担任として受け持っ

た１年生のクラスに、Ａ君がいました。彼は、

遅刻などの理由で頻繁に指導を受ける生徒でしたが、

ご両親は「学校の指導が悪い」「うちに原因はないの

だから、家庭訪問は不要」といった態度で、家庭と

の連携は困難な状況でした。それでも私は、毎日意

識してＡ君に声かけを続け、Ａ君も私の言葉には耳

を傾けてくれました。遅刻せずに登校できた時、「頑

張ってるな！」と声をかけると笑顔で応えてくれる

など、彼との関係性は維持できていましたが、生活

態度はなかなか改まりませんでした。２学期の半ば

を過ぎた頃には、クラスから「なぜ、Ａは遅刻して

ばかりいるのに許されるのか？」と不満の声が出て

くるようになり、Ａ君のことでクラスに学校への不

信感が広がっていく危機感を覚えました。

　このままではいけない、しかしどうすればよいの

か分からない……焦燥感に苦しんでいたある日、日

頃から私とクラスの様子を気にかけてくれていた学

年主任のＧ先生が、私にこう言ってくれたのです。「変
化をすぐに求めるな。しかし、自分の信念は貫
きなさい。いつかきっと生徒に伝わるから」。Ｇ先生

の言葉を聞いた瞬間、はっとしました。それまでの

私は、自分の教科指導も、そして生徒の成長や態度

にさえも、結果が出ることを急ぎすぎていたのかも

しれません。Ｇ先生の言葉で、教育に対する考えが

深まった思いがしましたし、「きっといつか分かって

くれる」と思いながら、生徒たちの前に立てるよう

になったことで、とても気持ちが楽になったことを

今でもはっきりと覚えています。

局、その１年間では、Ａ君には大きな変化は

ありませんでした。そこで私は、もっとじっ

くりA君とつき合ってみようと思い、「２年生でもＡ

君の担任をさせてください」と、２年生のクラス編

成について決める学年会議で自ら申し出たのです。

　２年生になってもＡ君は相変わらずでしたが、も

はや私に焦りはありませんでした。「２学期の修学旅

行の頃にはみんなと打ち解けられるといいなあ」と

見守っていたところ、２年生の後半にはＡ君はずい

ぶん落ち着いてきたのです。そして冬には、Ａ君の

ご両親が、私の家庭訪問を受け入れてくださいまし

た。少し緊張しながらA君の自宅を訪れた私を、ご

両親は「半田先生、２年生でもAの担任になってく

ださり本当に感謝しています」という言葉で迎え入

れてくださったのです。２年かかりましたが、教師

として大切な気づきを得られたように思いました。

年進級時にはクラス替えがないため、生徒た

ちを卒業まで見続けるつもりでしたが、残念

ながら翌年度は他校に異動することになりました。

修了式の後、クラスの生徒たちが寄せ書きをくれた

のですが、代表して私に色紙を渡してくれたのがＡ

君でした。「俺が渡す！」と彼が名乗り出たのか、そ

れとも「Ａが渡せよ！」とクラスのみんなが彼に勧

めたのでしょうか。少し恥ずかしそうに、そしてぶっ

きらぼうに「はいっ」と私に差し出した色紙には、「こ

のクラスは俺に任せておけ！」という彼の言葉があ

りました。

No. 007
神奈川県立横浜南陵高校

半田昌孝先生
はんだ・まさたか

T o u c h e d  M y  H e a r t

◎教職歴33 年。同校に赴任して２年目。統括
教諭。国語科、キャリア支援グループリーダー。

神奈川県立横浜南陵高校　全日制／普通科
／共学／１学年約 240人／2017年度進路
実績（現役のみ）：私立大は、専修大、中央
大、 日本大 、法政大、明治学院大、明治大、
神奈川大などに延べ179人が合格。短大、
専門学校進学 55人。就職６人。
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「大学入学共通テスト」初実施学年が入学
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お客様
サービスセンター

新教育時代、幕開け

改革事例から導く！
「学校教育デザイン」を描く道標

青森県立青森高校
　主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング

古典　石川県立松任高校　米林舞子

数学　鹿児島県立鹿屋高校　中山育郎
　
指導変革の軌跡

東京都立富士高校・附属中学校
岐阜県立中津高校

先生方とともに
高校生の今と未来をつなぐ
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